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　なあ、あんた達はさ。

　運命って、信じるか？










　　　　　　　　　一話







　　　　　　　　　１




「なんだこれ？」

　里さと中なか達たつ哉やが朝、目を覚ますと──自室の机の上に、一冊のハードカバーの本が置かれていた。

　表紙に書かれている文字は『ＤＩＡＲＹ』というアルファベットだ。

「日記帳……？　俺おれのじゃねえよな、これ」

　達哉は生まれてこの方、まともに日記というものを書いた覚えが無い。小学校時代に夏休みの絵日記の宿題でページ全体にひたすら絵だけ描いて提出したら教師に叱しかられた覚えはある。

　だとすれば妹──里中恋れんのものだろうかと達哉は思う。

「……いや、あいつが日記帳を俺の机に置くわけねえ」

　ぺらりと、達哉は何気なくページを開いてみた。




『この日記帳は、里中達哉以外が見てはいけない。』




　一ページ目には、まずそんな言葉が書かれていた。

　首を傾かしげながら、達たつ哉やはもう一枚ページを捲めくる。




『この日記帳には、里さと中なか達哉の運命が書かれている。』




　見開きの片側、二ページ目にはこの一文のみ。そして三ページ目には、




『里中達哉と結ばれる運命にある女性は三人。

　三み田た村むら恭きよう子こ。

　東とう條じよう葵あおい。

　灰はい島じまエリナ。』




　その四行が書かれている。

　──…………？　なんなんだこの本は？

「三田村恭子って……クラスメイトの三田村か？　東條葵は、生徒会長じゃねえのか。灰島エリナも聞いたことある名前だな。確か、噂うわさの一年……」

　眉まゆをひそめつつ、達哉は次のページも開いてみた。




『七月十日

　朝、里中達哉は寝ね癖ぐせが酷ひどい。水をつけても直らない。

　学校の昇しよう降こう口ぐちで三田村恭子と遭そう遇ぐう。彼女は里中達哉の寝癖を直そうとする。

　昼休み。東條葵と食堂で出会う。東條葵は食堂のメニューで迷っている。里中達哉は親切に教えてあげる。

　放課後。灰島エリナが中庭で兎うさぎを追っている。里中達哉は手伝ってあげる。

　これが、三人との出会いになる。』




「……七月十日。って、今日だよな」

　達哉はケータイの表示を確認する。間ま違ちがいないようだった。

　そして──寝癖が酷いという一文。

　達哉は頭を押さえてみて、ぴんと、側頭部に寝癖がついているのに気付いた。

「…………」

　次のページには七月十一日の日記。さらにページを捲ってみると、七月十二日と十三日の日記が、それぞれ一ページの中に書かれている。

　──なんで明日以降の日記が書かれてるんだ？

　ぺらぺらと紙面を捲めぐっていく。次ページ以降も毎日ではないが、日記が記入されているようだった。

「……わけわかんねえな。親父おやじのイタズラか？」

　里さと中なか家の中でこういうことをやる可能性があるとすれば、父くらいのものだ。恋れんはこういったことはやらないし、母も同じ。

　達たつ哉やの両親は某ぼう企業の開発研究職についており、研究に没ぼつ頭とうすると数日帰って来ないことは当たり前だった。昨日も帰ってきていないと思っていたのだが、深夜にでも帰宅していたのかもしれない。

　しかし、だとすれば寝ねている達哉の頭に寝ね癖ぐせをつける、などという奇き妙みようなこともしていったのだろうか。アホウなことをする父だと思う。

　──でも親父、なんで三み田た村むら達の名前知ってんだ？　次に会った時に聞いてみるか……。

　達哉は部屋を出て、一階へ下りる。日記は放置だ。大したものではないだろう。

　顔を洗ってリビングのドアを開けると、ふわりと香こうばしい匂においが漂ただよってきた。

「あ、おはよう達哉」

「おう。おはよう」

　どこか甘あまさの残る愛あい嬌きようのある声にそう返して、達哉はリビングに面したキッチンに入る。

　キッチンには、エプロン姿の女の子が立っていた。

　彼女は、達哉の妹の里中恋。同い年の十六歳高校二年生、生年月日全すべて同じ。

　つまるところ、達哉と恋は双ふた子ごというものだった。

　ふくらはぎまで届くくらいの、繊せん細さいなベリーロングヘアがチャームポイントだろう。アクセントに髪かみを結んでいるリボンもよく似合っている。

　高校二年生だが化け粧しようなどというものには縁えんがない、素でもしっかりと整っている顔立ち。和猫みたいな、少し目め尻じりがつり上がり気味なところに愛嬌を感じる。鼻筋もすっと通っていて、可愛かわいいか可愛くないか客観的に言えと言われれば、可愛い方だと即そく答とう出来そうだ。

　ただ、身長は低くて百五十センチにも満たない。胸もなく、幼児体型で色気に欠ける──

「……双子の妹とはいえさ、人の胸眺ながめて哀あわれんだ顔するのって、どうかと思うんだけど？」

「ああ悪い、つい本音が行動に出て──いだだだっ！」

　妹に頰ほほを抓つねられた。拗すねた顔になると途と端たんに子供っぽく見える。

「もう……。って達哉。今日は寝癖ついてるね」

「どうも親父がやったみたいなんだよな。さっき水つけたが、直らねえんだよ」

「お父さん？　昨日戻もどってないでしょ？」

「や、どうも深夜に帰ったっぽいんだよな。たぶんだがよ」

　恋は小首を傾かしげている。さらりと音を立てるように綺き麗れいな髪が流れる。

「それなら朝までいれば良かったのに。……ほら、テーブルについてて。もうすぐ出来るから」

　恋れんはそう言って、フライパンの目玉焼きを皿にうつす。

「俺おれも手伝ってやるよ。パン焼くくらいなら出来るし──」

「あんたオーブンの時間設定間ま違ちがえていつも焦こがすじゃない。いいから席についてなさいってば。料理はわたしの仕事なんだから」

　達たつ哉やはあっさりとキッチンから追い出されてしまう。パンを焼くくらい自分にだって出来るのに。いつも焦がすのも事実だが。

「ん～♪　～♪」

　恋の小気味良い鼻歌を聴ききながら、達哉は大人しくテーブルにつくことにした。







　朝食を食べて身だしなみを整えて、頭を押さえながら、学校への道を歩く。

　七月の朝はすでに蒸し暑い。熱い陽光を受けて、さっそくアブラゼミがジワジワと合唱していた。

「くそ……なおらねえなこの寝ね癖ぐせ……」

「別にいいじゃない。いつもより無造作ヘアって感じでかっこいいよ」

　好物のポッキーを咥くわえながらどうでもよさそうにそう言う恋は、爽さわやかなカッターシャツの夏服姿。裾すそから覗のぞくしなやかな二の腕が眩まぶしい。

「噓うそつくんじゃねーっての……なあ、なんとかならねーかこれ？」

「達哉ワックス嫌きらいでしょ？　でも珍めずらしいね。髪かみ質しつ固いってわけでもないのに、そんなにざっくり立った寝癖になるなんて」

「ああ……。ここまで酷ひどいのは初めてかもしれねえ」

「んー……水で直らないなら諦あきらめるしかないよ。──じゃ、わたし先に行くからね」

「あ？　一いつ緒しよに行けばいいじゃねーかよ」

「今日はＣ組の友達にちょっと用があるの。あんまり時間無いし、急がないと。じゃーね」

　ぱたぱたと恋は先に走っていく。長い髪がふさふさと鮮あざやかに揺ゆれている。

　達哉も寝癖を押さえながら校門を抜ぬけると、予よ鈴れいが聞こえてきた。

「やべ、俺も急がねーと……」

　他の生徒達に混じって昇しよう降こう口ぐちへ小走りに向かう。恋の姿はもう見えない。

　昇降口に到とう着ちやく──だが、靴くつを履はき替かえていたクラスメイト達が髪に注目してくる。

　──いや、気にしねえ気にしねえ。俺も靴を履き替えて、と……。

「はよっす里さと中なか。うお、今日は奇き抜ばつな髪型だな……ぷぷっ」

「わ、笑うなっつーの小こ玉だま。直らねーんだよ、この寝癖……」

　同じクラスの五ご分ぶ刈がり男、小玉祐ゆう樹きが笑いながら廊ろう下かに逃げていく。

「あんにゃろ……。ちっ。嫌いやがらずにワックスつけてくりゃよかったか……」

　やはり、困ったことに目立ってしまっているらしい。

　──しかしこの寝ね癖ぐせ、本気でなんとかしたいんだがよ……。




　ふわっ。




　それは、どこかフローラルな香かおりだった。

「………………あ」

　香りに釣つられるように、横を見れば──

「………………」

　そこには、透とう明めいな空気を纏まとう女の子が立っていた。

　美しいセミロングヘア。頭の片側に可愛かわいい蝶ちようのようなアクセサリーがついている。綺き麗れいな顔立ちだが、まだどこか幼さが残っていて、女の子から女性になりかけている、という感じだ。涼すずしげな目元、静かな美び貌ぼう。自然な、すらりとした佇たたずまい。身長は恋れんよりいくらか高い、百五十センチ半なかばほどだと思う。白いカッターシャツがよく似合っていた。胸は──シャツの上からでもはっきりわかるくらいにはある。

　──三み田た村むら恭きよう子こ……ウチのクラスの委員長だが、こんな遅おそい時間に来る子だっけか？

　彼女は達たつ哉やに気づいていないのか、見向きもしない。しとやかな動作で靴くつを履はき替かえている。

「あら、おはよう三田村さん。今日は珍めずらしく遅いのね」

「おはよう。ちょっと寝ね坊ぼうしたの」

「委員長、今日プリント忘れちゃって……」

「あとで新しく刷っておく」

「あ。今日の放課後にみんなでカラオケ行く予定があるんだけど、三田村さんは──」

「私は委員会の仕事があるから」

　クラスメイト達との会話も極めて淡たん々たんと無感情に無表情に。声質は綺麗なのだが、口調が平板で感情が見えにくい。これが三田村の特とく徴ちようだった。

　全すべてを静かに自然にこなす、クールビューティな委員長──

「………………ん？」

　達哉の胸になぜか、引っかかるものがあった。

　いや、同じクラスなのだから、朝に三田村に会っても不思議ではないと思う。だがなにか、喉のどに小骨が引っかかったような感覚がある。

　──朝、昇しよう降こう口ぐちで、三田村と会う……？

「…………ん？」

　くるりと廊ろう下かに上がった三田村が、突とつ然ぜんに振ふり返かえった。

「………………」

　そして──じっと、彼女はなにかを一心に見ている。

　一言で言うなら、達たつ哉やの顔あたりを見ていた。

「…………」

「…………」

「……えと。あー……三み田た村むらよ」

「……なに？」

　──あ、三田村と会話したの、これが初めてかもしれねえ……と、それはいいんだがよ。

　じっと。三田村は変わりなく、達哉の顔あたりを凝ぎよう視し中だ。

「え、えっと、だな……。間ま違ちがってたらすまん」

「うん」

「三田村さ。俺おれのこと、じっと見てるように見えるんだがよ……気のせいか？」

　彼女は静かに首を振ふり、




「ううん。あなたのこと、見てる」




　どきっと、不覚にも、心臓が高鳴ってしまった。

　透すき通とおるような声だった。三田村は委員長だから、達哉もその声は何度も聞いたことがある。しかしこんな風に会話したことは無かったので、向けられた素の声音に驚おどろいてしまった。

「あ……っと。その……俺の顔、ヘンなものついてたりするか？」

　ふるふると、首くび振ふり一つ──

「ううん。そうじゃなくて。そこ」

「……？　俺の頭？　……あ」

　──寝ね癖ぐせ……。

「直してあげる」

「え？　……あ、お、おい……!?」

　ふぁさっと。

　三田村の手が、達哉の頭に触ふれた。身長差があるので、少しだけつま先立ちになっている。

　優しい手つきで、ゆっくりと撫なでられる。

「み、みみ、三田村……？」

「動かないで」

「お、おう……」

「…………。髪かみ、意外とサラサラしてる」

「……そうか？」

「頭、綺き麗れいな形だね」

「……どうも」
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　なでなでと、何度も撫なでられて──

「ちょっと待ってて」

　す、と音もなく手が引かれる。仕草の一つ一つが静かな子だ。

　三み田た村むらは鞄かばんから女性向けの整せい髪はつ料りようを取り出し、指につけて再び達たつ哉やに手を伸のばした。

　もう一度頭に掌てのひらの感かん触しよく。

「……。うん、直ったよ」

「あ、ありがとう……って、おい、三田村……」

　三田村は指をティッシュで拭ふいて、

「早く教室へ。遅ち刻こくするよ」

　そう言い残し、達哉に背中を向ける。

　それからはもう振ふり返かえらず、何事もなかったように歩いていってしまう。

「…………」

　達哉は立ち止まったままでいた。頭に触ふれると、寝ね癖ぐせはしっかりと直されていた。

　三田村の後ろ姿を見送る。頭にまだ、彼女の温かい掌の感触が、淡あわく残っているような気がして──

「あ…………っ!!」

　そうだ、と達たつ哉やは思い出した。

　──朝のあの本、ＤＩＡＲＹとか書かれた日記帳だ！

　たしか、あれに書いてあったはずだ。『朝は寝ね癖ぐせが酷ひどい』、『三み田た村むら恭きよう子こに直してもらう』だっただろうか、そういった描写があった。

　だから三田村と会って、何かが引っかかったような気分になっていたのだ。

「──って、あれ？　それは、つまり…………」

　今の出来事は、あの日記帳と一致しているということだろうか。

　──あ、ああいや……でもきっと偶ぐう然ぜんだ。

　結局あの本は、机に放置したままでちゃんと読んでいない。朝にあんなものを真しん剣けんに読んでいる時間は無かった。

　が、関係無いだろう。たまたま今日、寝癖が出て、たまたまそれが三田村の目に留まった。

　それで、あの日記帳に、たまたまそのことが書いてあったと。

　──……それだけのこと……だよな？







「お弁当、せっかく作ったのにどうして忘れてくるのよ……」

　恋れんに呆あきれたようにそう言われて教室から送り出され、昼の学食で特製トンカツ定食を一人食す達哉だった。弁当箱はおそらく玄げん関かんに忘れてしまったのだと思う。うっかりしていた。

　──今は夏だし、帰った時にはもう腐くさっちまってるか。……恋には悪いことしちまったな。

　戻もどったら妹にもう一度謝っておこうと思いつつ、

　──びっくりしたよなあ。

　昇しよう降こう口ぐちでのことが、昼になった今でも気になっている。

　──あの三田村が、俺おれの寝癖を気にするとはよ……。

　彼女とは今年、同じクラスになったばかりだ。今までに、達哉と三田村恭子に接点は無い。今日の昇降口での会話が、ファーストコンタクトと言っていいくらいだった。教室に戻ってからの三田村はいつも通りの様子で、達哉のことなど全く気にしていなかったし。

　ずっと彼女のことを目で追っていたが、それでも目が合うことすら一度も無かった。

　──それに、あの日記。

　父が悪戯いたずらで書いたとしたら、不思議な偶然もあるものだ。ぴたりと描写が的中してしまった。

　──エスパーにでも目覚めたのかあの親父おやじは……。

　トンカツを食べつつ、達哉は時計を眺ながめる。今は昼休み。学食は生徒達の喧けん噪そうで溢あふれている。

　達哉は咀そ嚼しやくしながら、記き憶おくを辿たどる。

　──そういや……。

　あの日記には確か、他の女生徒のことも書いてあったはずだ。

「昼には、東とう條じよう会長と知り合うんだったか……？」

　口に出してみて──ああ、これはないだろう。達たつ哉やはそう思う。

　私立橘たちばな高校の万能なる生徒会長、東條葵あおい。

　彼女は文字の通りにこの高校の生徒会長だ。そしておそらく、学校一の優等生にして有名人。毎日ふらりふらりと過ごしている達哉との接点など、三み田た村むら以上にあるわけもない。全校集会で東條会長は毎回壇たん上じように立っているから顔は知っているとはいえ、向こうは達哉の存在すら知らないはずだ。

　それに達哉は一度、中庭で弁当を食べている東條会長の姿を見かけたことがある。おそらく彼女は、普ふ段だん学食を使う人では無いのではないだろうか。

　だから日記に書いてあった通りに、達哉と東條葵が今日に限ってここで巡めぐり会あう可能性は低い、と言える。

　──……そうだな。

　朝のことは、三田村と初めて面と向かって話せてラッキーだったということで。たまたま、日記帳にそれが書かれていて少し驚おどろいたということで。

　やはりこれ以上は、余計なことを考えることもない──




「あ、おい、生徒会長じゃないか、あれ……」




　ぴくり。

「お、ホントだ。会長さんだ」

「会長って学食使うんだな。俺おれ、彼女と会えるなら、ここに毎日通おうかな……」

　聞き耳をたてつつも、俯うつむいたまま達哉はもくもくと口を動かしていた。

「いつ見ても美人だなあ。あー、見てるだけで癒いやされるぜ」

　周囲の、特に男子達がうっとりとそんなことを話している。確かに、朝会などで遠目に見る東條葵生徒会長は掛け値無しの美人だ。

　しかし今日に限って、東條会長が学食に来ることはないはず──

「…………」

　ゆっくりと。達哉は学食入り口に目を向けてみる、と、

「あ…………」

　本当に、いた。

　一人の女生徒。そこにいるだけで絵になるような、見み目め麗うるわしい女性。

　東條葵生徒会長が、食券販はん売ばい機きの前に立っていた。

「ちょ、ちょっと写真撮とっても怒おこられないよな？　待ち受けにしよっと……」

「バカ、やめとけって。会長さん、そういうマナーにも厳しいって聞いてるぞ」

　いそいそとケータイを取り出している男子もいるのだが──気持ちはわからないでもない。

　それくらいに、彼女は美しい女生徒だった。

　その艶つややかな黒くろ髪かみは腰こしまで届いている。前髪をピンで留めており、これがよく似合っていた。雰ふん囲い気きはどこか和風だ。嫌いや味みの欠片かけらもない綺き麗れいな顔立ちで、小ぶりの鼻が可愛かわいらしい。目つきは意志が強そうで、凜りんとした雰囲気がある。実家が道場をやってるかなにかで、確か、長刀なぎなたの達人だったはずだ。

　そして、そのスタイルは抜ばつ群ぐんだ。身長は、おそらく百六十あるかないかだろう。三み田た村むらも制服の上からでも分かるくらいに胸はあったが、東とう條じよう会長は巨きよ乳にゆうとストレートに言ってもいいのではないだろうか。

　──あ、いや、あんまり女性の胸とか見ちゃいけねえとは思うんだが……でも会長さん、ほんとに胸大きいよな……。

「……って、いかんいかん。恋れんに見られたらスケベだのなんだの言われちまう」

　とにかく──容よう姿し端たん麗れいで文武両道、『万能なる』生徒会長、なんて言われているくらいに凄すごい人だ。彼女はこの学校で最も慕したわれている女性だろう。男子からも女子からも教師からも信しん頼らいの厚い、理想の生徒会長だということは、達たつ哉やでもよく耳に入る話だった。

「…………ん？」

　と、東條会長は販はん売ばい機きの前で、財布片手になにやら小首を傾かしげている。

　──……ああ、後ろに列が出来ちまってるぞ？

　なにしてんだ──と見ているうちに、達哉はふとあることを思い出した。

「そうだ……」

　細かい部分は覚えていないが、あの日記には確か、メニュー選びに悩んでいる東條会長を達哉が助けると書いてあった気がする。

　──しかし、なんで俺おれが助けるんだ？　面識もねえのに。

　彼女に助け船を出す勇気のある男子はいないようだが、女子もいるし、誰だれかが助けてやるだろう。どう考えても達哉が出る幕ではない。

　それよりも、達哉にとっては目の前のトンカツを食すことが急務──

　ちゃりんっ。

「ああっ」

　そんな音と、女子の声が聞こえた。

　──……………………………………っと。足になにか当たったぞ……小銭？

「…………」

　達哉は足下の硬こう貨かを拾い上げる。百円玉だ。

「……？　誰か落としたのか──」




「あ、ありがとう君。拾ってくれて」




「え…………？」

　気がつけば、目の前に女生徒が立っている──

「と、東とう條じよう、会長……？」

　いつの間にか、達たつ哉やの前に立っていた女生徒──東條葵あおい。

　東條会長はどこか困ったような微び笑しようを浮うかべて、

「すまないな、投入口に入れようとしたら、落としてしまって……。ころころと転がっていくから拾えなかったのだ」

　どきっと、心臓が高鳴ってしまう。彼女の表情や仕草を見て、声を聞いているだけなのに。

　──近くで見るとこの人、やっぱり息が止まるくらいの美人だ……。

「あ、と……。これ、百円玉……」

「ああ。ありがとう。感謝する」

　硬こう貨かを渡すと、ぺこりと頭を下げられる。そんな、頭を下げるようなことではないだろうに。

　──真ま面じ目めな人、って感じかな。

　喋しやべり方は男っぽいというか、どこか時代がかっている。だが声は透すき通とおるような女の子のものなので、がさつさや重々しさは感じない。ただ、しっかりと芯しんの通った声だ。

　と──東條会長が、達哉を見てやや眉まゆをひそめた。

「む……お金を拾ってくれた人に注意はしたくないが。君、シャツの前ボタンは留めておけ。そんなＴシャツを丸見えにして……。みっともないだろう？」

「え？　でも、暑いから……」

「暑くてもここは学校なんだ。規則はちゃんと守らないといけないぞ」

　言いつつ、東條会長は達哉のシャツのボタンを一つずつ留めてくれる。繊せん細さいな、白魚のような指で、丁てい寧ねいに。

　なされるままになっていると、目の前、東條会長の黒くろ髪かみがさらりと揺ゆれる。桜のような落ち着く香かおり。顔つきも綺き麗れいだが、髪もサラサラで艶つややかで、まるで昔話に出てくる姫ひめ君ぎみのように見える──

「……ん？　どうした、そんなにじっと見て。私の顔になにかついているか？」

「あ、い、いや、そういうわけじゃ……」

　ボタンを留め終え、東條会長が顔を上げる。綺麗な奥おく二ぶた重えだった。

「っと……ありがとうございました」

「うん。今度からは身だしなみにきちんと気をつけるように。だらしないと恰かつ好こう悪いからな」

　くすっと。あざける風でなく、小さな子供に対するように微笑される。
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　──さ、さすがに恥ずかしくなってきたぞ。

　一つ呼吸を整えて、達たつ哉やは椅い子すに座り直す。頰ほほが少し熱くなっている。赤くなってしまっているかもしれない。

「ふふ……。ああ、そうだ。……なあ君、一つ質問があるんだが、聞いてもらえないか？」

「は……なんでしょう？」

「うん。……その、だな。ここの学食、メニューが多いと思わないか」

「そうですかね？」

「私にとってはそうなんだ。それに普ふ段だん学食を使わないものだから、どのメニューが美お味いしいのかさっぱりわからない。……よかったら、君のお勧すすめのものを教えてもらえないか？」

「え、えっと……？」

「……迷めい惑わくだったら──」

「あ……ああいや、全然迷惑なんてことはないです。俺おれもあんまり学食使わねえが、多少はメニューも分かりますから。じゃ、販はん売ばい機きのトコ行きましょうか」

　すっと。素直すぎる態度で立ち上がってしまう達哉だった。

　なんというか。東とう條じよう会長の前にいると、言うことを聞かざるを得なくなってしまう。

　──こういうのが、カリスマ性ってやつなのかもしれねえな。

　悪い気分ではなかった。東條会長と並ぶようにして、食券販売機へ。人はもうはけている。

　ゆっくり選べるのだが、この学食のお勧すすめは一つだろう。

「お勧めはおばちゃん特製トンカツ定食です。学食のおばちゃんが生徒達への愛と自信を持ってお届けする至高の一品です」

　ここのトンカツ定食は美う味まいの一言。そこいらのチェーン店など及およびもつかない、揚あげ油あぶらからソースにいたるまで、学食のおばちゃんこだわりの大人気メニューだ──

「む…………」

　が、なぜか東とう條じよう会長は、どこか不満そうに達たつ哉やを見上げてきている。

「君は私が、昼からトンカツを食べるような大たい食しよく漢かんに見えるのか？　私はこう見えても、かよわい女の子なんだぞ？」

「え？　い、いやいや、そういうつもりじゃなくて……！」

　──し、しまった……。確かに、いくら美味いとはいえトンカツ定食なんて、どう考えても四六時中飢うえてる男子高校生向けのメニューじゃねえか。

「……いやでも、他にオススメなんて知らねえしな」

　どうしようかと達哉は腕を組む。東條会長も腕を組んで達哉を見上げていた。

　──怒おこらせちまったか？

　謝ろうかと思っていると──ふっと、彼女の顔に淡あわい笑顔が浮うかぶ。

「ふふ。冗じよう談だんだ。トンカツ定食がオススメなのだな。それなら私も食べてみよう」

　かちっと。しなやかな指が躊躇ためらうことなくボタンを押すと、『特製トンカツ定食』と印字された食券が出てきた。

「……いいんですか？　自分で勧めておいてなんですが、結構ボリュームありますよ？」

「むしろその方がいい。今はお腹なかが空いているし、おそらく食べきれるだろう」

　本当だろうか。胸は大きいとはいえ、ウエストはかなり細く見えるのだが。

「む、食べられるかどうか心配という顔だな？　ふむ……では食べられないようなら、君に手伝ってもらおう。君はこれが好きだというし、それでいいかな？」

「は、はあ、そりゃまあ、いいですが……」

「ふふ……。そうか、君は本当に親切だな」

「別に……。むしろ会長の方が親切でしょ」

「そんなことはないさ。……あ、話し込んでいると、時間が無くなってしまうな。色々とありがとう。それでは、失礼する」

　東條会長はカウンターでトンカツ定食を受け取り、奥おくの方の席へと歩いていった。凜りんとした歩き方、佇たたずまい。やはり他の生徒の中にいると、一ひと際きわ目を惹ひく存在感がある。

　──だがなんだか、普ふ通つうっぽさもある人だったな。

　力強さを感じるような目つきをしているのだが、微び笑しようすると優しそうに見えたし。あのあたりが、誰だれからも信しん頼らいされる所以ゆえんなのかもしれない。

「っと。俺おれも自分のぶん食べねえと」

　自分の席に戻もどる。冷めてしまったかもしれない。早く食べなければ──

「あ…………」

　席について、ふと思い出す。

　──そうだ、あの日記の内容……。

　東とう條じよう会長と話している時は狼ろう狽ばいしてしまっていて、日記のことなんて頭から飛んでいた。が、昼休みの描写も、もしかしたら完全に一致してしまっているのではないだろうか。

「……い、いや、偶ぐう然ぜんだ。そうに決まってる」

　朝に続いて、日記帳と同じ展開になった──のは、きっと偶然だろう。

　──そうだよ。それ以外にねえだろ……？







　ザッ、ザッ……ザッ、ザッ……──

　放課後。夕方になって暑さの収まった中庭で、達たつ哉やは竹たけ箒ぼうきを手に落ち葉を集めていた。

「んー……」

　手を止め、思い出すのは昼、学食の出来事だ。

「東條先せん輩ぱい、か」

　噂うわさ以上に、魅み力りよく的てきな人だったと思う。

　──超がつくような美人だし、性格も良さそうだった。あれなら慕したわれるのも当然だろう。

「ほんと綺麗だったな……」

　今までに、あんなに近くで東條会長を見たことは無かった。テレビやグラビアのアイドルでも、あそこまで整った容姿の人はそういないのではと思う。化け粧しようっ気けもまったく無かったせいか、素そ朴ぼくさも感じた。そういう部分も含めて、一度見ると忘れられない人だ──

「なにらしくもなく鼻の下伸のばしてるのよ。みっともない」

「…………!?　び、びっくりした、恋れんかよ」

　──い、いつの間に背後に立ちやがったんだ……。

　恋は何気ない仕草で、達哉の制服についていた糸のほつれを取り、

「珍めずらしく顔が弛ゆるんでるじゃない。なにかいいことでもあったの？　東條先輩とか言ってたけど」

「別になんでもねえよ。お前、もう日直の仕事終わったのか？」

「うん。達哉はまだ帰れないの？」

「ああ。吉よし村むら先生から庭の掃そう除じを仰おおせつかったんでな。もう少しかかる」

「いつも先生の授業中に居い眠ねむりしてるから目をつけられるんでしょ、もう……」

「いやあ、歴史系の授業ってつい眠くなっちまうんだよな」

「……ま、いいけど。わたし先に帰って夕飯作ってるから。寄り道せずに帰ってきてよ」

　恋れんはスカートを翻ひるがえし、とてとてと中庭を出て行く。

　──この時間なら、一人で帰らせても大だい丈じよう夫ぶか。暗くなるとあぶねえからな……。

「……っと。サボってたら先生にドヤされちまう」

　カナカナカナカナ、とひぐらしの声が聞こえてくる。今年初だ。

　空は夕暮れ、校舎のモルタル壁かべも中庭の深緑も橙だいだいに染まっている。ひゅうと吹く夕風も生ぬるかった昼とは違い、穏おだやかで涼すずしい。

　放課後の静かな空間──

　と、ふと、日記のことが頭に浮うかんできた。考えないようにしていたのに。

「朝、昼と続いて、あの日記の描写の通りに……たぶん、なってるからな」

　朝は三み田た村むらに寝ね癖ぐせを直してもらい、昼は小銭が転がってくるという偶ぐう然ぜんから、東とう條じよう会長と関わることになってしまった。

　──そして今、だ。灰はい島じまエリナ……だったか。

　あの日記の内容、やはりうろ覚えなのだが。灰島エリナが中庭で兎うさぎを追いかけている、などと書いてあったと思う。兎は学校で飼っている白黒二匹のことだろう。

　この中庭で、今から彼女と遭そう遇ぐうすることになるということだろうか。

「俺おれは中庭に来る羽は目めになっちまってるし……」

　午後の世界史の授業中、全力で居い眠ねむりしていたせいだ。世界史担当は担任でもある吉よし村むら環たまき教きよう諭ゆ。達たつ哉やはいつも居眠りしまくりで真ま面じ目めに授業を聞いていない上に成績もよろしくないせいか、頻ひん繁ぱんにこうして罰ばつ掃そう除じや雑用を言い渡されるようになってしまっていた。

「まさか、さすがに来ねえよな。灰島、エリナ……」

　おそらくこの子も、達哉は見たことがあるはずだ。

　黒くろ塗ぬりのリムジンで登下校するという筋金入りのお嬢じよう様さま。世界に名だたる超巨大企業、灰島カンパニーのご令れい嬢じようが入学したという噂うわさは、達哉も聞いたことがあった。

　実際に一度、ムカデみたいに長い黒リムジンが校門前に停まっていて、女の子が乗ろうとしていたところは見たことがある。顔は見えなかったが、陽光を弾はじくプラチナのような銀色の髪かみは記き憶おくに残っていた。一いつ緒しよにいた男子が、彼女はクォーターだとかエリナという名前だとか言っていたと思う。

　──……だがまあ、そんなお嬢様が学校の兎なんぞと戯たわむれる時点でおかしいか。

　家に帰ったらあの本、もう一回きっちり読んでみることにしよう。

　今はとにかく、さっさと掃除を終わらせようと集中することに──




「待って──!!　待ちなさ──いッ!!」




　ぴょんぴょんっと、目の前を跳はねる小さな影かげ──

「兎うさぎ……」

　もふもふとした白兎だ。飼育小屋にいるのを見たことがある。

　──おい、まさか……。

「シロちゃん──!!　戻もどってきて──!!」

　達たつ哉やは固まった。校舎の角を曲がって走ってくる、恋れんよりさらに小こ柄がらな女の子が見えた。

　──彼女の第一印象、小動物系。

　頭の両側でやじろべえのようにくくられた銀色の髪かみの毛の、ツインテール、というのだったか。彼女が走る度にふわふわ揺ゆれる、夕暮れに溶とけるような髪だ。

　小柄で童顔なのだが、鼻が高めでクォーターならではの顔立ちだ。はっきりした二重で、顔の彫ほりも深い方。目は気が強そうにも見える吊つり目めだ。幼さが残っているのは間ま違ちがい無いのだが、すでに美しいと言っていい容よう貌ぼう。身長は百四十センチ半なかばくらいしか無さそうだった。

「…………ふむ」

　そんなに広くもない中庭をぴょんぴょん走り回る白兎。それを追いかけて回る女の子。

「小動物が二匹、って感じだな……」

　──ああ……あんな風にばたばたと追いかけてたら、兎が逃げるのも当然じゃねーか……お。

　ぴょんっ、ぴょんっと兎が走り寄ってくる。

「うおっ!?　おいこら、こっちくんな兎──」

「あ、あ、そこのあなた、どいて──」

「ああ？　──────うわっ」

　ぽふっと、達哉の腹のあたりに彼女が顔からつっこんできた。

「……っとと、大だい丈じよう夫ぶかよ？」

「あぅあぅ……」

「あ、鼻打っちまったか。平気か？」

「はぅ……だ、だいじょぶ……」

　赤くなった鼻を押さえて、彼女は一歩後退。

　そして手を腰こしに当てて、その二重の目で見上げてくる。

「もう……あなた、どうしてこんな所に突つっ立たってるのよ。ぶつかっちゃったじゃない」

「あ、ああ、すまねえ」

　──小さい体にしては態度がでけえ……。気が強そうな子だな。

「すまねえついでに教えてほしいんだがよ。……俺おれは二年の里さと中なか達哉っていうんだが、よければ君の名前、聞いていいか？」

「え……？」

　彼女はどこか不ふ審しん人物に向けるような目になる。こうして見ると、人形のように睫まつげが長い。

「……あなた、変質者？」
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「……そんなわけねえだろ。俺おれは普ふ通つうの学生だぞ」

「でも、日本にはロリコンという文化があると聞いてるわよ」

「……そういう趣しゆ味みの人もいるかもしれねえが、文化じゃねえぞ」

「そうなの？　……あまり男に名前は教えたくないけど、先に名乗られては仕方ないわね」

　ふわり。スカートをちょこんと摘つまむ仕草は、まさしく深窓のご令れい嬢じようという感じだ。

　それに左の薬指に光る高そうな指輪。これも噂うわさで聞いたことがある。やはりお嬢じよう様さまとなると、こういうことも普通にあるのだろうか。

「初めまして。ワタシは一年生で、灰はい島じまエリナ。以後お見知りおきはしないでいいけれど、ワタシを呼ぶ時があれば灰島ではなくエリナと呼んでちょうだい」

「……初対面なのに、名前で呼んでいいのか？」

「ええ。名字より名前で呼ばれる方が好きなの」

　そうか、と返しつつ、達たつ哉やは眉み間けんに僅わずかに皺しわを寄せる。

　灰島──エリナ。……やっぱり、間違いねえみたいだな。

「これも日記の通りかよ……」

「え？」

「ああいや、こっちの話だ──ん？」

　足下に、ぴょこんと白しろ兎うさぎが顔を覗のぞかせた。

「あっ……！　こらシロちゃん！　待ちなさい!!」

　しかし兎うさぎはおちょくるように走り出す。たったったっと、再度追いかけ始めるエリナなのだが──

「また兎と円えん軌き道どう描いてるし。それじゃ捕つかまえられないんじゃねーか……？」

　体が小さいせいか、足が遅おそいのが一番の原因だろうか。こうして頑がん張ばって走っているところを見ていると、思ったより活発そうだった。しかし走る仕草にも気品のようなものが感じられるのは、育ちによるものなのだろう。

　──放ほっとくわけにもいかねえか。

「なあ、灰はい島じまさ──……エリナ、挟はさみ撃うちにしよう！　君はそっちから追い立ててくれ！」

　エリナはきょとんとして振ふり返かえる。

　小首を傾かしげると、ツインテールの髪かみがふわりと流れ、淡あわい夕ゆう陽ひをきらきらと弾はじいて──彼女が本物の人形のように見えてしまった。







「一応、お礼は言っておくわ。捕まえるのを手伝ってくれて、ありがとう。頼たのんだわけじゃないけど」

　校門前で、エリナはつんとした顔ながらも礼れい儀ぎ正しく頭を下げる。小こ柄がらだからか、学生鞄かばんが大きく見えた。

「兎を外に出す時は、他の人がいる時にした方がいいかもしれねえぞ？」

「でも、飼育委員、ワタシ一人だけだから」

「え？　あー……。そうか。そういえば……」

　この学園の飼育小屋は小さく、飼っているのは兎二匹しかいない。だから飼育委員も、各学年の候補者のみで集められている。おそらく別学年にもう一人くらいはいるのだろうが、面めん倒どうだからエリナ一人に任せているのかもしれない。

「兎は、外で遊ぶのが好きなの。だからワタシは、次は一人で捕まえられるように頑張るわ」

　エリナは小さな体できゅっと拳こぶしを握にぎる。そんな仕草にも高貴さを感じる。

　──気合いは十分みたいだが……。

「……時々、中庭覗のぞきに来た方が良さそうだな」

「？　なにか言った？」

「いや、こっちの話。今日はお疲れさん。……あ、遅くなっちまったし、なんなら俺おれが家まで送って行こうか？」

「お気になさらず。迎むかえが来るから」

「あ……そうか、リムジン……うお!?」

　突とつ如じよ、校門前にキキッと黒くろ塗ぬりの車が到とう着ちやく──

「やっぱり恐おそろしくなげえんだな、リムジンって……」

「車種にもよるわよ。我が家のは無む駄だに長いの。……目立つのは嫌いやなんだけど」

　確かに目立つ。部活帰りの生徒達の誰だれもが普ふ通つう車しやを三台繫つなげたようなリムジンに物もの珍めずらしそうな視線を向けている。

「お爺じい様が、登下校にこういった車を使うくらいでなくては、立派なレディにはなれんと言うものだから……」

「……そりゃまあ、こんな車に乗るのは、並みのレディでは不可能かもしれねーが」

　エリナは困ったような顔をしながらも、最後に「さようなら」と言って、執しつ事じらしき人にドアを開けてもらって車に乗り込み、帰っていった。排はい気き音おんも殆ほとんどしない。さすが高級車だ。

「灰はい島じま、エリナか……」

　超のつくお金持ちの娘だというから、もっと高飛車だったりするのかと思っていたが、そういった風でも無かった。気は強そうという印象は受けたが、偉そうかと言えばそうでもない。

　──ま、それはヘンに先入観を持ってた俺おれが悪いとして、だ。

　放課後の中庭で、兎うさぎを追いかける灰島エリナと、その手伝いをした里さと中なか達たつ哉や。

「…………」

　達哉は家に向かって走り出す。

　──あの日記……うろ覚えだが、今日のことはすべて的中しちまってる気がする。

　昼までは父が書いたのかと考えていたが、今はどうも、そうとは思えなくなっている。

　もう一度、しっかりと見てみないといけない。







　本は自室の机の上にそのまま置いてあった。ＤＩＡＲＹ。間ま違ちがいなく、朝に覗のぞいた日記帳だ。

　机について、ひとまず落ち着く。深呼吸して、息を整える。

「…………よし」

　日記を開いてみる。ぺらり、と。

「まずは、七月十日。……。…………。…………」

　ああ、やっぱり、と達哉は息を飲む。

「今日のところは完全に的中してるな。寝ね癖ぐせが出ることから、エリナとの出会いまで……」

　──おいおい、なんてこった……じゃあこれは、朝の時点で今日起こることが書いてあった、本物の予言日記……!?

「って、そんなわけねーよな……」

　おあいにくさまだ。達哉は超常現象の類たぐいは一切信じていなかった。予言日記なんてあるはずがない。

　この日記と今日の出来事の一致に関しては、なにかのカラクリがあるのだろう。

「全すべて偶ぐう然ぜんで済ませるのは、なんだかスッキリしねーからな。ちょっと考えてみるか……」

　まずは日記をざっと、半分あたりまで眺ながめてみる。

「今日と似たような形で、ずっと日記が書かれてるんだな……」

　明日以降も、毎日というわけではないが、頻ひん繁ぱんにシンプルに日記が書かれている。そしてそのどれにも、三み田た村むら恭きよう子こ、東とう條じよう葵あおい、灰はい島じまエリナのいずれかの名前、それに『親しくなる』、もしくはそれに類する文もん言ごんが入っている。

　日記の通りだと、日を過ごす毎ごとにこの三人と親しくなっていくらしい。

「ふむぅ……」

　ぎしっと、椅い子すの背もたれに背中を預ける。

　──普ふ通つうに考えれば、現実が日記の通りになるなんてことはあり得ねえ。だが、今日は実際に日記をなぞるような出来事が起こっちまったわけだ。

　まず朝のこと。

　達たつ哉やはあまり寝ね癖ぐせの出る髪かみ質しつではない。が、一度も出たことがないというわけでもない。今日はたまたま珍めずらしく寝癖が出て、しかもそれがあまりに酷ひどかったから、偶然に遅おそく登校してきた委員長の三田村が、見かねて寝癖を直そうとしてくれた。

　──これは、かろうじて偶然……で片付けられるかな。

　だが、問題は昼以降だろう。

　東條会長の一件。彼女はなぜか今日に限って、珍しく学食に現れた。そして偶然小銭を落とし、それがたまたま達哉の足下に転がってきて、二人はコンタクトすることになった。

　それにエリナの一件。たまたま中庭の罰ばつ掃そう除じを言いつけられた達哉と、兎うさぎを追いかけて中庭にやってきたエリナが偶然遭そう遇ぐうした。

　偶然、たまたま。考えてみればそんな単語がいくつも出てくる。誰だれかが関与しているとは考えにくい。

　だが、そういう風に考えると、今日のそんな偶然を全て予言したこの日記は、本物の予言日記ということになってしまう。

「うーん……。目的はどうあれ、やっぱり人じん為い的てきなものと考えるべきか」

　人間には予測は可能でも正確な予言は不可能。神様には予言も可能だろうが、達哉は神様の存在など信じていない。つまるところ、予言日記などあるわけがないのだ。

　日記も今日の出来事も、誰かが仕組んだことと考えるのが一番自然だろう。

「……まずは、この日記を誰が机に置いたのかってところからだな」

　──身近なところから当たってみるか。

　達哉は部屋を出て、リビングに向かう──と、恋れんがキッチンに立って夕飯を作っていた。

「なあ恋。お前さ、朝に俺おれの机の上に日記帳とか置いた？」

「？　ううん。どうしてわたしが達哉の机に日記帳なんて置くのよ」

「……そうだよな」

　双ふた子ごだからというのもあるが、昔からずっと一いつ緒しよに過ごしているので、達たつ哉やは妹の顔を見れば噓うそをついているかどうかなんとなく分かるようになっている。

　恋れんは、どう見ても噓は言っていなかった。

「となると、やっぱり親父おやじか……？」

　達哉は父のケータイに電話を掛け、昨夜家に帰ったか聞いてみる──が、

『帰ってねえよボケ』

　の一言が帰ってきた。相変わらず口の悪い父親だったが、これは正直な返答だと考えて良さそうだ。

　──さすがに親父でも、こういったタイプのイタズラはしねえか。俺おれの分のケーキを奪うばい取ったりスイカの種ぶつけてきたり、さも俺が読んだかのようにベッドの上にエロ本仕掛けて恋に誤解させたりといった小さいことはしてくるがよ。

「となると……」

　達哉は自室に戻り、再度椅い子すに腰こし掛かける。

　──となると、誰だれかが家に忍しのび込こんだ……？

　達哉に寝ね癖ぐせをつけるのも、夜に家に忍び込みでもしない限り無理だ。本を置いて、頭に寝癖が出るような細工をして出て行ったのだろうか。

　しかし昨夜は家中の窓の鍵かぎを閉めて寝ねたはずだ。人が忍び込んだ形けい跡せきは無いし、あれば恋が気付くと思う。達哉も頭に触ふれられれば起きるだろう。

　──やっぱり誰かが侵しん入にゆうしたとは考えにくいが……。

　仮に誰かが部屋に入ってきて、寝癖を仕掛けたとする。

　だが他のことはどうだろう。三み田た村むら達に達哉と接せつ触しよくするように頼たのんでおけば、なんとか可能だろうか。しかし足下に転がってきた会長の小銭や、達哉が授業中に居い眠ねむりをして中庭の掃そう除じを言いつけられたあたりは──

「あれは完全に偶ぐう然ぜんだったと思うんだがよ……」

　人じん為い的てきなものと考えると、あらゆる点が全くしっくりとこない。

　そもそも会長達が誰かから俺に接触するよう頼まれたとして、それを何事もなく受け入れるだろうか。三人とも、どう見ても演技をしているようには見えなかった。

「そうだな。この考えは間ま違ちがってるって気がする……」

　それでは今日の三人との出会いは、本当に日記の中で予言されていたということになるのか。さらにはこの日記自体、何もない場所から突とつ然ぜん現れたとでも──

「それはあり得ねえだろ……」

　だが人為的なものだとすれば、誰がどうやったかがさっぱり分からない。

　──参ったな。考えがループしちまう。

　今日一日だけでは、どうにも判断に困る。たった一日の出来事。不思議な偶ぐう然ぜんで強引に片付けることも出来るはずだ。

　だがもし仮に、この本が超常的なものだと考えれば、朝の時点で今日の出来事が書かれていた日記ということで──

　さしずめ、達たつ哉やの恋れん愛あいについて記されている恋愛予言日記というところだろうか。

「無いと思うんだがな。……最後まできっちり丁てい寧ねいに読んでみるか」

　どこかに『全部ドッキリでした！』などと書かれているかもしれない。それを期待しよう。

　ぺらりぺらりと、最初から一ページずつ、きっちりと目を通していく。

　三人と関わる度に、彼女達と親しくなっていく──色々なことが起こるようだ。

　例たとえば明日、七月十一日は、

『七月十一日　昼休み。里さと中なか達哉は下着姿の三み田た村むら恭きよう子こと、女子更こう衣い室しつで遭そう遇ぐうすることに。三田村恭子と親しくなる。』

　こんなことが書かれている。明日はシンプルに出来事も書かれているが、曖あい昧まいな描写になっている日も少なくないようだ。

　──ん……？　近く、三人が知り合いになる出来事があるみたいだな。で、三田村と会長、エリナと四人で海に行くことになったりするのか。

　夏祭りに肝きも試だめし、文化祭、林間学校、それに修学旅行。

　学校の行事予定表の日程を一応確認────どうやら、行事の日程は日記の日付と全すべて一致しているようだった。

　そんな風にほぼ半年の間、様々な出来事を経て、

「そして……」

　一番最後の日記は──十二月二十四日だ。

「クリスマスの日に、三田村、東とう條じよう会長、エリナの三人ともに告白され、断れずに俺おれは三人ともと恋こい人びとになってしまう……」

　──三人ともと恋人にって、タチの悪いジゴロかよ。ハーレム状態じゃねえか。

　自分が三みつ股またをかけるなど、想像もできない。噓うそくさいというか、噓だと思いたい達哉だった。

「これがオチかよ。やっぱり、誰だれかの手の込んだイタズラか……？」

　まだページが残っているが、白紙のようだった。一応、一ページずつ確認していく。

　やっつけのように紙面を捲めくっていって、そして──

「………………っ!?」

　最後の、一つ手前のページを開いた瞬しゆん間かん、血の気が降りる感覚があった。

　その見開きには、四枚の写真が貼はられていた。

　それぞれの写真には、どれにも人の姿が写されている。

　が、四枚とも、とてもではないが普ふ通つうと言えるような写真では無かった。

「……なんだ、これ」

　どの写真にも、映っているのは棺かん桶おけだ。花が敷しき詰つめられ、その中に人が寝ねかされている。

　しかも──その眠ねむっている男女の顔は、どれも見覚えがあった。

「これは、三み田た村むら……？」

　右上の写真。今よりも髪かみが伸のびているのだが、映っているのは三田村だと判別出来た。白しろ装しよう束ぞくを身に付けた彼女は、静かに目を瞑つむり、胸の前で手を合わせている。

　そして、その肌はだは、血色が全く無い真っ白……。

「…………」

　達たつ哉やは、自分の顔が強こわ張ばっているのに気付いていた。いつの間にか片手の拳こぶしを握にぎり、掌てのひらに汗あせが滲にじんでいる。

　他の二枚の写真に映っているのはそれぞれ、三田村と同じく、達哉が顔を知っている女性だ。

　一枚は、東とう條じよう会長。こちらはあまり容姿が変わっていない。この写真の東條会長も、やはり白装束を着て、棺桶の中に寝かされている。

　そしてもう一枚に映っているのは、おそらくエリナだ。随ずい分ぶんと背が伸び、大人っぽくなっているのだが──この欧州の血が混じる顔立ちはあの美形の少女のものだろう。こちらも真っ白な顔で眠っている。三田村や東條会長と同じだった。

　さらに、

「…………これは」

　最後に、達哉の視線は一枚の写真に釘くぎ付づけになる。

　その写真には、毎日飽きるほど見た顔が映っていた。

「…………俺おれ？」

　間ま違ちがいなさそうだ。今よりも成長しているようだが、髪かみ型がたは今と変わっていないし、顔の作りも同じだ。ただ、頰ほほにざっくりと裂さけたような傷がある点だけが違っている。

　白い顔をした里さと中なか達哉が、棺ひつぎの中に横になって、色とりどりの花に囲まれていた。

　ごくりと、音を立てて唾つばを飲み込む。

　──これは……。

　達哉の体がふらついた。目め眩まい。血の気が足へと去っていく。

　葬式には、達哉も一度だけ参列したことがある。父方の祖父が亡くなった時に一度だけだが、棺桶の中にいる人間を見た。祖父には死しに化げ粧しようが施ほどこされ、生前と同じような顔で──しかし確かに、もう二度と目が覚めないと分かる姿で、静かに横になっていた。

　棺桶の中の少女達、それに達哉らしき人物は、あの時に見た祖父の姿とまったく同じだ。

　四人ともまったくと言っていいほど生気が感じられない。だから、もしかしたらとは感じていた。しかしそんなわけがないとも思っていた。

　だが、やはり理り屈くつを越えて本能に訴うつたえてくるものがある。

　ふらつく頭を押さえて、写真をもう一度凝ぎよう視しする。

　これは、この四枚の写真は──

「本物……」

　呟つぶやいて、達たつ哉やは激しく首を振ふる。

「そ、そんなわけねえ！　なんで俺おれや三み田た村むら達が、棺かん桶おけの中で、し、死……」

　唇くちびるを嚙かみしめ、すんでの所で言葉を飲み込む。その単語は口にしてはいけない気がした。

　すう、と無理矢理に肺に空気を取り込み、吐はき出だす。

　ページはまだ残っている。最後の、裏表紙のあるページ。

　──見たくねえ……。

　これはきっと、誰かのたちの悪い悪戯なのだろう。最後の最後まで、妙なことが書いてあるのかもしれない。

　しかし、見ないままでいるのは、それはそれですっきりとしない。

　呼吸を整える。何が書いてあっても驚おどろかないように。

　そっと手をページに伸ばし、ゆっくりと、捲めくってみると──




『里さと中なか達哉が十二月二十四日に三人と恋人同士になってしまった場合、里中達哉、三田村恭きよう子こ、東とう條じよう葵あおい、灰はい島じまエリナの四人は、五年間四人一いつ緒しよに幸せな時間を過ごした後、五年後の十二月二十四日の二十四時に、全員死んでしまう。』




　そんな一文が書かれていた。

「………………な」

　達哉は言葉を失う。

　──死ぬ。俺達四人が、全員死ぬ……？

　その明朝体の描写は、異様な雰ふん囲い気きを醸かもしているように感じた。

　視線がその一文に釘くぎ付づけになり、達哉は少しの間言葉が出せなかったが──

「で、デタラメだこんなの！」

　ばんっと、勢いよく日記帳を閉じた。

　物々しく最後のページに書かれているから、思わず一いつ瞬しゆん本気で信じてしまった。しかも直前の写真で、余計にリアリティがあるように思えてしまった。

　──こんな本、デタラメだ。予言日記なんてあるわけねえ。最後の一文や四枚の写真は、ホラー的な演出だろう。写真はきっと、よく作られた合成だ。

　くそ、と達哉は舌打ちする。この日記の目的が分かった。これは達哉を怖こわがらせるために作られたものだ。やはり誰か趣しゆ味みの悪い人間が、家に忍しのび込こんだのだろう。途と中ちゆうの日記のような描写は全すべて演出。始めはハーレムになれるような良い内容だと思わせておいて、最後に落として達哉に恐きよう怖ふを与えようとしたに違いない──

　コンコン。

『達たつ哉や、ご飯できたよ？』

「あ、ああ。今行く」

　日記帳はひとまず、鍵かぎ付つきの引き出しに入れておく。明日、ゴミ捨て場に捨てておこう。

　かちゃりと、ドアからエプロン姿の恋れんが顔を覗のぞかせ──達哉の顔を見てすぐに、その童顔を強こわ張ばらせた。

「……なにしてたの？」

「な、なにって？　ちょっと勉強してただけだ」

　恋はそのままじっと、達哉の顔を見ている。

「ど、どうしたよ、恋？」

「……なんでもない。達哉が夕飯前に勉強なんて珍めずらしいなって、思っただけだよ」

　ぱたんとドアが閉められ、階段を下りる小さな足音が聞こえる。

　──恋のやつ、なにか感づいてるな。俺おれも狼ろう狽ばいが顔に出ちまったか……。

　すう、はあ、と深呼吸。

　とにかく、日記は早く処分した方が良さそうだ。




　　　　　　　　　２




　翌日、昼休み──

「…………」

　達哉は机に肘ひじをついていた。

　さっさと弁当を食べ終わり、ここから動かないとばかりに腕うでを組んで椅い子すに座っている。

　頭にあるのは、あの日記の存在だった。

　──あの時はデタラメだと思っちまったが……やっぱり腑ふに落ちねえ部分はあるんだ。

　日記は今も、家の机の引き出しに入れたままだ。今日一日は様子を見て、帰ってからゴミ捨て場に捨てようと考えていた。それに重いので持ち歩くのは無理だ。

　この一件が人じん為い的てきなものだとすれば、犯人に繫つながる糸口はやはり日記帳だろうと思う。

　今日、七月十一日の日記も、日記帳にはしっかりと書き記されていた。昨日も読んだが、今日の描写はシンプルだったこともあって内容は覚えている。写メに撮とろうとも思ったのだが、あの日記は不気味だ。ケータイに残したくないので、やめておいた。




『七月十一日　昼休み。里さと中なか達哉は下着姿の三み田た村むら恭きよう子こと、女子更こう衣い室しつで遭そう遇ぐうすることに。

　三み田た村むら恭きよう子こと親しくなる。』




　今日の描写は、これだったはずだ。

　──親しくなる、か。

　もちろん信じているわけではない。だが、昨日の現実と日記の描写の符ふ合ごうから考えて、今日の日記ももしかしたら現実のものになるかもしれない。

　それならそれで、犯人をなんとかして見つけ出してやると、達たつ哉やはそう考えていた。

　──たぶん、俺おれが今日の日記の通りにならないように行動すれば、犯人は何らかのアクションを起こすと思うんだよな。

　だから達哉は、今日は日記をなぞらないように行動してみるつもりだった。犯人を焦じらすことが出来れば動きがあると思うのだ。

　しかし三田村恭子と女子更こう衣い室しつとは、どういう流れでそんなことになるのかと不思議に思う。

　──それにそんな状じよう況きようで親しくなるって、それはねえだろ……？

　妙みような話だと思うが、昨日のことを考えると、なにかきっかけがあって現場に向かうことになってしまうのだろうか。エリナの一件はそういう流れだったはずだ。

　当の三田村はと言えば、教室にいない。昼休みが始まると同時に出て行ってしまった。学食にでも行っているのだろう。午後最初の授業は数学だから、着き替がえるような用はないはずだ。

　なんにせよ達哉が教室から出なければ、女子更衣室に行くようなことにはならない──

　ブツッ。

『二年Ｂ組、里さと中なか兄……じゃなかった里中達哉君。世界史準備室に至急来るように』

「げ…………」

　担任、吉よし村むら環たまき教きよう諭ゆからの呼び出しだ。

　──ど、どうする、無視したら後で文句言われるだろうし……。

「い、行くしかねえか……？」

　だが、世界史準備室は女子更衣室とかなり近い。

　──……いや、日記の通りにはならねえ。そういう風に行動すればいい。







　一階の渡わたり廊ろう下かを抜ぬけ、別校舎に入り、ひとまず足を止める。

　女子更衣室はここから見えている。世界史準備室は女子更衣室の二つ向こうの部屋だ。横の階段を上り、二階を経由して遠回りすればあの更衣室の前を通らずに済む──が。

「……わざわざ迂う回かいする必要はねえだろ」

　しかし一応、警けい戒かいはしておく。周囲にも気を配っておく。もしかしたら、日記を書いた犯人が達哉を見ているかもしれなかった。

　達たつ哉やは窓際をずりずりと背中で這はうように進む。

　──こうすれば、女子更こう衣い室しつになんて入ることはねえ……あ、いや、びびってるわけじゃねえがな！　一応警けい戒かいしてるだけだぞ、一応……！

　ずりずり、ずりずりと、壁かべ際ぎわをナメクジのごとくはいずり、女子更衣室の前を通り、歴史資料室の前を通り──

　飛ぶようにして、世界史準備室のドアにはりついた。そのまま勢いよく中に入り、ドアを半分開けて、外の様子を窺うかがう。

　──人はいねえ。気配もねえ。……ふう。一安心か。後は帰りに気をつければいいだけだな。

「……？　里さと中なか兄、海外の刑けい事じドラマにでも影えい響きようされたの？」

「っ。い、いえ、そういうわけじゃないですが……！」

　吉よし村むら先生が達哉を見てくすくすと笑っている。かああっと頰ほほが熱くなってしまった。

　──く、くそ。これもあの日記のせいだ。

　が、こほんと。達哉は気を取り直し、

「今日はなんの用ですか？　昨日に続いて……」

　椅い子すに座っているのは達哉達の担任である世界史教師、吉村環たまき教きよう諭ゆ。泣きぼくろの似合う二十代後半の、スタイルも良い文句なしの美人だと言える。人使いが荒あらいのが玉に瑕きずだが。

「今日はね、ちょっとある部屋の掃そう除じしてもらおうと思うのね」

「……掃除？　じょ、女子更衣室じゃないですよね？」

「？　当たり前でしょ？　どーして男子に女子更衣室の掃除させんのよ。隣となりの歴史資料室よ」

「そうですか……よかった」

「？　ヘンな子ね。……さて、と。じゃ、あたしは職員会議に出なきゃいけないから。掃除が終わったら、そこのサンドイッチ食べていいからね。飲み物は冷蔵庫に入ってるわよ」

　──ここで逆らっても……無む駄だだわな。仕方ねえ。

　達哉は吉村先生と一いつ緒しよに部屋を出て──今度も素早く、隣の部屋に移動。ドアを閉め、鍵かぎもかける。

　この部屋は歴史資料室。そして真横の部屋が、女子更衣室だ。

　日記の通りなら、横の部屋。壁かべ一枚隔へだてた向こうで、三み田た村むらが服を着き替がえることになる。いや、今はもう着替えているかもしれない。

　──三田村って、スタイルは悪くねえみたいだったっけか……。

「っ！　こら、なに考えてんだ俺おれは……！」

　──俺のムッツリすけべめ……！　いかんぞ、煩ぼん悩のうに取とり憑つかれてはいけねえ……！

「とにかく、この部屋にいれば大だい丈じよう夫ぶなんだから……」

　歴史資料室は、世界史教員と日本史教員がそれぞれ授業で使う資料を保管しておく場所、なのだが、実際は彼らのプライベートを含めた歴史関係の本置き場になっている。

　──さて、始めっか……。

　これが終わったらあとは準備室で時間を潰つぶせば、三み田た村むらと遭そう遇ぐうすることもない。

　そうすれば──あの妙みような日記はただのイタズラで決まりだ。今日の日記の予言は外れ。そして昨日のことは、おそらくは誰だれかが裏で仕組んでいた。その誰かについても、うまくやればいぶり出せるのではないだろうか。

　──よし……。まずは今日を何事も無く終えよう。犯人捜さがしはそれからだ。




　十五分後──

「こんなもんか……」

　窓を開けて埃ほこりを叩はたいて、乱雑な棚たなは整理して、机に山になっていた本も本ほん棚だなに戻もどして──

　最後に机の上をさっと一ひと拭ふき。部屋が狭いから掃そう除じはすぐに終わった。

「あとは、素早く世界史準備室へ戻るだけ……」

　ガララッ。

「…………!?」

　隣となり、女子更こう衣い室しつの方で、ドアが開く音が聞こえた。

　──まさか、三田村が来たのか？　でも、なんでだ？　次は体育じゃねえのに……。

　ごくりと唾つばを飲み込む。心臓が鼓こ動どうを少しだけ大きくしている。

「……いや。気にすることじゃねえ。それに三田村が来たって決まったわけじゃねえ」

　なにかの用で、どこかの誰かがたまたまやってきただけだろう。

　入り口に貼はり付つき、鍵かぎを開けて、ドアに手を掛ける。

「よし……」

　女子更衣室には見向きもせず、準備室へと舞まい戻もどる。それで今日の日記の予言は回かい避ひ出来る。

　──さあ……廊ろう下かへ出るぞ。




　──ドドドドドドドドドドドドッ、ガシャンッ!!

『きゃっ……！』




　そんな重々しくけたたましい音と小さな悲鳴が聞こえてきたのは、今にもドアを開けようとした時だった。

「な、なんだ!?」

　音は隣の部屋から聞こえてきた。隣──世界史準備室ではない。

　誰かがいると思われる、女子更衣室の方から聞こえてきたのだ。

「い、今のすげえ音は、ただごとじゃなかったぞ……それに小さな声……」

　達たつ哉やは廊下に飛び出してみる──が、周囲に生徒の姿は見えず、準備室を開けてみても吉よし村むら先生の姿はない。このあたりにいるのは、どうやら達たつ哉やだけのようだ。

　──……ここはやっぱり、俺おれが見に行くべきか……！

　更こう衣い室しつのドアに手を掛けようとして──達哉は躊躇ためらい動きを止めた。

「だ、だが日記の通りなら、今は三み田た村むらが着き替がえ中のはず……」

　──いや、しかしさっきの音は……なにか重たいものが連続して落ちるような音だった。

　男子更衣室では、ロッカーの上にはゴミ同然の物が詰つめ込こまれたダンボール箱など、いらない荷物が乱雑に積んである。確か、中には壊こわれたダンベル、錆さびびたウェイトなども見た覚えがある。ああいった物が雪崩なだれみたいに落ちれば、先ほどのような轟ごう音おんがするかもしれない。

　それにあの小さな悲鳴──

「く、くそ、やっぱり俺が行くしかねえ！」

　あたりには他に誰だれもいない、三田村が怪け我がをしているかもしれない。

　となれば迷っていられない。

　──た、躊躇いは振ふり切きれ！

「悪い、開けるぞ!!」

　一気にドアを開け放つ。

　ガララッ！

「おい、なにかあったのか!?」

　達哉が叫さけびながら、中に足を踏ふみ入いれてみれば──

「あ………………」

　それは、やはり小さな声だった。

　三田村恭きよう子こが、そこにいた。

　女子更衣室の内装は男子更衣室と変わらない。そして案の定、床ゆかにはロッカーの上に積んであったらしいダンボール箱などが落ちて、古いビブスや壊れたグローブ、古びたバットにバーベル用のウェイトなど、ゴミ同然かつ危険な物まで乱雑にどばどばと散らばっている。

　そして、心配していた当の三田村はといえば、

「…………」

　彼女は、静かに達哉を見ていた。

　荷物の下した敷じきになっているかもしれない──という達哉の予想は、幸い外はずれていた。三田村は窓近くのロッカーを使っていて、物が散乱しているのは彼女から離はなれたドアの近くだ。

　だから三田村は、無事だった。しかもあの轟音の中、まったく動じていなかった。

　怪我をしていない。それは、とても良いことだ。

　しかし──

「…………」

「…………」

　二人、見つめ合う。三み田た村むらは黙だまったままで顔色一つ変えず、眉まゆも動かさない。

　彼女は──下着姿だった。

　シンプルな装そう飾しよくの、純白のブラにパンツが目に眩まぶしい。

　恋れんとは違う、女性らしい体つきだ。美しい白磁のような肌はだ。くっきりとした腰こしのくびれ、悩なやましげな体のライン。柔やわらかそうな胸の谷間に、張りのある太ふと股もも。胸元もだが、特に腰の曲線のあたりが、言いようもなく色っぽい。
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　匂におい立たつと言えばいやらしいが、女性らしさを十分に感じさせるその肢し体たい──

「里さと中なかくん」

「は……」

　反射的に、達たつ哉やは三田村の顔に視線を戻もどした。

　三田村は──怒おこっているわけでもない。悲しんでいるわけでもない。

　いつもとまったく変わらぬ無表情で、達哉に透すき通とおるような瞳ひとみを向けていた。

　──って、俺おれはここにいちゃダメだろ!?

「え、えと、三田村、違うんだ、俺、覗のぞこうとしたわけじゃなくて！　すごい音がしたから、心配で……！　お前が下した敷じきになって怪け我がとか、してねえかと思って……！」

「え…………？」

「し、下着姿とか、見るつもりじゃなかったんだ！　すまねえ!!　ホントにすまねえ!!」

　達たつ哉やは転がるようにして廊ろう下かに飛び出し、ドアを後ろ手に閉める。よろよろとドアから離はなれ、窓まど際ぎわに背をつけてそのまま床ゆかに座り込んだ。

　──し、心臓が、まだドキドキ言ってる。ど、どうしよう、下着姿見ちまったし、ここは逃げるべきか？　い、いや、彼女が着き替がえ終わるのを待って改めて謝るべきなのか……!?

　一体どうしたらいいのかと、達哉が頭を抱かかえていると──

　ガララ。

「里さと中なかくん」

「はっ、はい!?」

　何事も無かったかのように、三み田た村むらがドアを少し開けて顔だけを覗のぞかせた。きっとまだ、さっきと同じ姿のままだと思う。

　彼女は──そのまま、達哉に言うのだ。やはり、どこまでも感情の色が見えない表情で、

「よかったら、落ちた荷物を片付けるの、手伝ってほしい」

　そんな台詞せりふを、淡たん々たんと。

「？　あ、え？」

「だめ？　一人だと、時間がかかりそうだから」

「あ、ああ、もちろん、手伝うのは、いいんだが……」

「それじゃ、そこでちょっと待ってて。服着たら、声、かけるから」

　女子更こう衣い室しつのドアが一いつ旦たん閉められる。

　後に残されるのは達哉のみ。ひゅうと、廊下の窓から入る生ぬるい夏の風──

「えっと……」

　──覗いたよな、俺おれ。

　今のはいわゆる、『クラスメイトの女子の着替えを覗いてしまってさあ大変、明日からあだ名が変態くんになっちまうかも』的なシチュエーションだったと思う。

　なのに、三田村は至極いつも通りだった気がする。

「……いや普ふ通つう、怒おこるところだろ？」

　達哉の妹の恋れんでも、最近では着替えているところを覗いたら烈れつ火かのごとく怒る。他人の俺に覗かれたのに、三田村はどうして怒っていないのか──

　はっとして達哉はあたりを見回す。

　──だ、誰だれもいねえか……。

　もしかしたら、犯人が予言した現場を見に来ているかもしれないと思った達哉だったのだが、どうやら予想は外はずれたらしかった。

『いいよ。里中くん、入ってきて』

「っ!?　お、おう。お、お邪じや魔まします……」

　ドア越しの声に導かれ、達哉は女子更衣室の中へ。着替えた三田村は上は体操服、下はジャージという恰かつ好こうになっている。

「それじゃ、手伝って。ひとまず、ダンボール箱の中に全部戻もどすから」

「わ、分かった……」

　達たつ哉やは三み田た村むらの隣となりにしゃがみ、床ゆかに落ちた大量のゴミ荷物をひょいひょいとダンボール箱の中に入れていく。女子更こう衣い室しつにもやはりあった、重いウェイトの類たぐいは達哉が片すことにする。

「……あのよ、三田村？」

「……なに？」

「……どうして、服、着き替がえてたんだ？」

「学食で。おうどん、服に零こぼしちゃったから」

　──ああ、なるほど。だから次が体育でもないのに着替えにきたのか……。

「…………」

「…………」

　静かな部屋。黙もく々もくと手を動かす三田村の顔を、達哉は何度もちらちらと窺うかがう。少しでも彼女の感情を読み取りたくて──

　だが二年Ａ組のクールな委員長は、感情の動きなど欠片かけらも見せてくれない。

「み、三田村よ」

「ん？」

「えっと……。その。……下着姿、覗のぞいちまって、ごめんな」

「うん」

　返事はそれだけだった。他には何も言わなかった。

　許してくれたのか、そうでないのか、そもそも怒おこっているのか、気にしていないのか。

「…………うぅ」

　こうして近くで見ると、三田村は美少女だ。そう言って差し支えない、可愛かわいい子だと思う。

　だが──

「…………」

　透とう明めいな空気を身に纏まとい、静かに達哉の前で手を動かしてる彼女は──

　やはりどこまでも雲みたく摑つかみ所どころのない、ミステリアスな女の子のようだった。







「……また本当になっちまった」

　帰宅後──どっかりと、達哉はベッドに寝ね転ころがって日記帳を開く。

　学校での出来事。隣の部屋で掃そう除じしていたら、女子更衣室でロッカー上の荷物が崩ほう落らくして、心配になった達哉が室内に突つっ込こみ──

　結局、達哉は女子更衣室で、下着姿の三田村と遭そう遇ぐうしてしまった。

「……偶ぐう然ぜん、偶然」

　──……いや、普ふ通つうは無いような偶然だったよな。

　確かに女子更こう衣い室しつのロッカー上の荷物量は並みでは無かったとはいえ、達たつ哉やと三み田た村むらが丁度隣となり合った部屋にいた時に落ちるだろうか。

　あれから荷物を片付けたのだが、ロッカーには物が落ちるような仕掛けも無かったようだ。

　さらに吉よし村むら先生に『誰だれかに頼たのまれて、自分を世界史準備室の掃そう除じに呼び出したのでは』と聞いてみたのだが、変な子扱あつかいされて終わってしまった。先日のエリナと遭そう遇ぐうする原因になった中庭掃除に関しても、単に思いついたからやってもらった、というだけらしい。

　眉み間けんに皺しわが寄る。

　──先生が俺おれを中庭や準備室に呼び出すなんて、誰にも予想出来なかったはずだ。となると、日記に説明がつけられなくなっちまったぞ……。

「まさか、この日記帳が予言書……なんて、そんなの信じられねえよ」

　しかし人じん為い的てきなものと考えることは、難しくなってしまった。

　やはり偶然が重なって、日記の通りになってしまっているのか。

　目の前の日記が、なにか異質な雰ふん囲い気きを放っているように思えてきた。

「……とにかく、もう一日様子を見るか。まだ判断するには早い……はずだ」

　明日はさらに気を引ひき締しめていこう。犯人のことは、今はいい。

　とにかくこの日記が、予言書などという超常的なものではないと証明したかった。

　──そのために、今だけはこの日記帳を本物の予言日記だと考えよう。そう考えて明日の描写を回かい避ひするんだ。

　明日、七月十二日の描写はこうだ──




『七月十二日　里さと中なか達哉は世界史の小テストで二点を取る。

　結果、翌日、三田村恭きよう子こに朝から夕方まで勉強を見てもらうことになる。』




「テストで失敗して……三田村とずっと一いつ緒しよになることになるのか。確かに世界史は苦手、つっても二点はねえだろうと思うんだが……」

　気になって何度も目を通した日記帳とはいえ、内容はまだすべて暗記してるわけではない。

　翌日、七月十三日の日記も見てみると──




『七月十三日　休日の学校で、三田村恭子と朝から勉強。

　途と中ちゆう、東とう條じよう葵あおい、灰はい島じまエリナとも出会う。三人は知り合いになる。

　この日は、三人共と親しくなる出来事が起こる。』




「あ…………」

　これは──なるほど。十二日の翌日である十三日は、三み田た村むら、東とう條じよう会長、エリナの三人が知り合う日なのだ。

　日記の中では、そういう予定になっている。三田村だけでなく東條会長とエリナも休日に登校していて、なぜか三人ともと出会うことになる。

　そしてやがて夏休みに突とつ入にゆうするのだが、そのあたりから、達たつ哉やと、三田村達三人の四人で行動することが多くなってくるらしい。日記ではそういう流れになっている。

「となると、明日、明後日あさつては重要なのか。俺おれが……その、ハーレム状態な未来に向かうか否いなかの、一つの分ぶん岐き点てんになる二日間なのかもしれねえ」

　そう考えれば、やはり明日だ。明日、達哉がテストで良い点を取れば、明後日の予言が一気に崩くずれる。ハーレムの対象である三人が出会うことも無くなり、この日記に描かれた未来図は消えるのではないだろうか。

「……となると、本気で勉強しとくか。明日でこの日記にケリが付けられれば、超常的だのなんだのを気にする必要は無くなる」

　──今までの小テストでも、百点満点で四十点は取ってたし、二点は取らねえと思うんだが……。本気で対策しとくに越したことはねえか。

　しかし範はん囲いが広いから、徹てつ夜やでやらないとまずそうだ。

　はあ、と達哉は深いため息を零こぼす。

「悩なやみまくってんな俺。こんな日記のせいで……」

　──予言日記……。ハーレムか……。

　少なくとも今日のことは、三田村と親しくなるどころか、逆にマイナスにしかなっていなかったと思うが──

「仕方なかったとはいえ、着き替がえ覗のぞいちまったしな……あー、くそ……」

　ごつっ。額を拳こぶしで一いち撃げき。

　三田村は傷ついただろうか。完全に無表情には見えた──が、あれはポーカーフェイスだろう。いきなり殆ほとんど話したこともない男に裸はだかを覗かれて、傷つかないはずがない。

「……だがあんな反応されたら、どこまで謝っていいのかもわかんねえんだよな。ごめんって言っても『うん』としか返事がなかったし」

　結局、教室に戻もどってからは三田村と話せなかった。達哉のことを気にしている風でもなかったが──

「ポーズだけで、きっと気にしてるよな。女の子だし……」

　──明日、早めに学校に行って、もう一度謝るか……。

　下着姿を見てしまったのだから、もっときっちり頭を下げるのが筋というものだろう──




「達たつ哉やが独ひとり言ごと多い時ってさ、なにか真ま面じ目めに考えてる時なのよね」




「!?　お、オメーはなんでそう音もなく現れるんだよ！」

　いつの間にか、ポッキーを咥くわえてドアの隙すき間まからこっそりと部屋を覗のぞいている妹の姿がある。

　達哉は咄とつ嗟さに日記帳を背中に隠かくした。

「……なんだよ。勝手に人の部屋覗いてんじゃねえよ」

「なんだよじゃないわよ。あんたのぶつぶつ言ってる声、わたしの部屋までくぐもって聞こえてくるんだからね」

　──あ、しまった。

　恋れんの部屋はこの部屋の隣となりだが、壁かべはそんなに厚くはない。おそらくグーで殴なぐると一発で部屋が繫つながるだろう。

「……悪かったな。ちょっと独り言を言いたい気分だったんだよ。別になんか真面目に考えてるわけじゃねーから。ほら、部屋に戻もどれって」

　今は明日のテストの勉強をしなければならない。

　それに──日記がどういったものかはまだはっきりとは分からないが、冒ぼう頭とうの『この日記は里さと中なか達哉以外の人間が見てはいけない』という一文。

　──これを考えると、一応恋には見せないように気をつけた方がいいだろうな……。

「って、こ、こらっ！　勝手に入ってくんな！」

　すたすたすた、とすっと、恋は問答無用で部屋に入ってきて、机の椅い子すに座る。

　そして──膝ひざを抱かかえて体育座りだ。ホットパンツからすらりとした足が伸のびている。

　恋はじっと見み透すかすような目を達哉に向ける。気け圧おされるくらいの、真しん摯しな瞳ひとみだった。

「な、なんだよ？　なにか用事でもあんのか？」

「……そうじゃないけど」

「あ……もしかしてコンビニ行きたいのか？　……仕方ねーな。だったらちょっと待ってろ。俺おれもついていくから。夜に一人歩きさせるわけにもいかねーし……」

「…………」

　恋は反応せず。その視線は達哉に向けられたまま──

「……達哉。あんたさ、なにか困ったことに首突つっ込こんでない？」

　正直、ぎくっとした。

　妹は、探るような目になっている。

　達哉と恋の間では『困った時は隠さずに、助け合って解決する』という決まり事があった。両親共働きで二人で過ごすことが昔から多かったから、そういう風に約束しているのだが──やはり、恋は兄が何かを隠していることに、勘かんづいているらしい。

「あ、ああ？　なに言ってんだ？」

「どもった。どうも、一昨日おとといあたりから様子が変だと思ってたの。原因はなに？」

「だ、だからなに言ってんだって──」

「……なに背中に隠かくしてるの？　さっき、本読んでるみたいだったよね」

「うおっ、と、飛びついてくんな！」

　ベッドに飛び込んできた恋れんが達たつ哉やの後ろを覗のぞき込こもうとするが──達哉は布団ふとんを引っ張ってその中に本を隠す。

「ちょっと、見せなさいってば！」

「なにも隠してねえよ！」

　布団を引っ張ろうとする恋を抱だき留とめ、そのまま小動物でも扱あつかうように抱だえ上あげる。

「隠し事しないって約束でしょっ」

「隠し事なんかしてねえよ！　これはただのエロ本だ！」

「え…………」

　ひょいっと恋を部屋の外に置く。顔がほんのり赤くなっている。

「なに？　お前もエロ本見たいのか？」

「み、見たいわけないでしょ……。でも……本当にえっちな本？」

「そうだよ。新しいの買おうかどうか悩なやんでただけだ」

「……そうなの？」

　恋は一応納得してくれたようだが──まだ表情に猜さい疑ぎが浮うかんでいるように見える。

　──まだ疑ってるな。出来るだけこいつの前では普ふ段だん通りを装わなきゃならねえ……。

「ほれ、さっさと部屋に戻もどれ。ほらほら」

　恋を廊ろう下かに押しだし、ドアを閉める。少しの間恋はその場に留まっていたようだったが、やがて部屋に戻る足音と隣りん室しつのドアが閉まる音が聞こえた。

　ほっと達哉は一つ吐と息いき。

　──隠し事をしねえって約束は、よく覚えてる。だがこの日記が正体不明である以上、まだ恋に見せるわけにはいかねえよ。

　万が一、もし本当に超常的なものだったとしたら、この本を妹に見せることでどんなことが起こるか分からない。

「……俺おれだって、隠し事なんてしたくねえんだからな。約束は忘れてねえ」

　日記を鍵かぎ付つき引き出しに入れて、しっかりと鍵かぎを閉める。鍵は自分でずっと持っていればいいし、恋が日記を見ることは不可能だ。

　──さ、気を取り直して勉強開始。今日はほぼ徹てつ夜やになりそうだ。

　世界史の教科書を取り出し、ページをめくる。ほにゃららンティヌスなど似たような名前がぞろぞろと出てきて早さつ速そく閉じたくなった。が、今日は勉強しないわけにはいかない。

　目標は八割ゲット。もし明日、日記の描写を回かい避ひ出来たら──その時はやはり日記を捨てよう。そして全すべて忘れて、普ふ通つうの日常に戻もどるべきだ。

　そうすれば、恋れんとの間に隠かくし事ごとは無くなる。

　そのためにも──今は勉強を頑がん張ばろう。




　　　　　　　　　３




「…………ん」

　達たつ哉やは目を開ける。チチチ、と雀すずめの鳴き声。しばし微睡まどろむ。

　なんだか体がだるい。眠ねむ気けが全身に残っている気がする──

「って……やべ、いつの間にか寝ねちまってたのか!?」

　目覚めた場所は、椅い子すの上だった。机には世界史の教科書が開かれている。

　時間は──

「な、なんだ、まだ七時か。朝の……朝の七時だな。間ま違ちがいねえ」

　寝ね過すごしてテストスルーというオチかと思ったが、さすがにそれは無かったらしい。

　カーテンを開けて、朝日のシャワーを全身に浴びる。体の眠気が消え去り、細さい胞ぼうが目覚め始める。

　──よし、今日は雲もねえな。気持ちいい朝だ。

　昨日はほぼ徹てつ夜やで勉強して、これで八割は取れるだろうと確信出来たのが、確か朝の六時くらいだったと思う。となると、三、四十分程度仮か眠みんしたということだろうか。

　少しでも睡すい眠みんを取ると記き憶おくが定着するというし、これでテスト対策は万全だろう。

　さて、と壁かべに貼はられた時間割を見ると──世界史の授業は、一時間目だ。仮に遅ち刻こくしたとしても、八時五十分までに学校に到とう着ちやくすればＯＫだが、

「いや、今日はもう早めに出た方がいいな」

　ぐっと伸のびをする。テスト中に眠ねむったら話にならないし、濃いめのコーヒーを飲んで出よう。

　一階に降りると──既すでに恋が起きてキッチンに立っていた。

「あ……おはよ、達哉」

　達哉を見て目を丸くしている。

「今日は早いのね。日直……じゃないよね。どうしたの？」

「おはよう。ちょっと目が早く覚めたんだよ。朝ご飯はいいから、コーヒーくれるか？」

「え？　でも朝はちゃんと食べないと──」

「いや悪い、今日は急ぐんだ」

　コーヒーだけ飲んで準備も終わらせ、自室に戻って鍵かぎ付つき引き出しの中の日記を確認──

　内容に変化は無い。世界史のテストで二点を取らなければ万事ＯＫだ。

　──あれだけ勉強すりゃ二点はまずねえかな。よし、自信が出てきたぞ。

「行ってきまーす」

「あ、達たつ哉やちょっと！　パンくらい食べていった方が──」

　いらねえから、と言い置いて、達哉が家を出たのは七時二十分。普ふ段だんより四十五分近くも早い。学校までは十分程度歩けばつく。

　──空気が綺き麗れいだな。たまには早起きするのも良いもんだ。

　が、今日はのんびりしていていい朝ではない。

　早足で行って、学校でもう一度くらい範はん囲いの復習をしておこう。







「…………ん？」

　足早に歩いていると──前方。異変に達哉は眉まゆをひそめる。

　いつもの登校路、のはずなのだが、

『配管工事中。通行禁止』

　その看板にはごめんなさいと頭を下げる工事員のイラストと、別ルートの道路地図が描かれている。さらには通行人に、本当に頭を下げている整理員の姿もある。

「昨日は全然、工事の気配なんか無かったのにな。しかもこんな朝っぱらから……」

　なんにせよ、通れないなら仕方がない。大人しく迂う回かいだ。今日は時間があるから余よ裕ゆうだろう。

　少しだけ道を戻もどり、別の角を曲がる。こちらは学校へは遠回りだが、今日は問題ない──

「……配管工事、か」

　日記のことが達哉の頭をかすめる。工事もただの偶ぐう然ぜんだと思うが、油断はしない方がいい。

　──昨日一昨日おとといのことを考えると、この『偶然』がくせ者なんだ。

　こちらは川の傍を通る道になっている。帰宅する時はここを通ることも少なくない。今は夏真っ盛り──だが平日だ。さすがに朝から川で遊んでいる子供はいないようだった。

　ジョギング中の人とすれ違いつつ、早足で道を進んでいく。時計は時々確認しておく。

「……まだ余裕だ。早すぎるくらいだな」

　何事もなく川かわ縁べりの道を抜ぬけると──遠くに学校の白い校舎が見えた。いつもと違うルートとはいえ、あと数分歩けば到とう着ちやくする。ケータイの表示は、七時三十六分だ。

　これなら教室で、もう一回教科書の範囲を通読するだけの時間はある──

「ふん……ぐぅ……!!」

　──ん……？　なんだこの踏ふん張ばるような声？

　声の出所に視線を向ける。道に、なにやら巨大な風ふ呂ろ敷しきを抱かかえた──いや、抱えようとしている老ろう婆ばがいる。

「ぬがあ……ぬう……!!」

　老婆は額に血管を浮うかべて必死に風呂敷を担ごうとしている。かなり重そうだ。唐から草くさ模様の風ふ呂ろ敷しきには、いったい何が入っているのだろう。

　──手伝った方がいいか……？

　ここは本来の通学路ではないし、まだまだ登校ピーク時間前だ。達たつ哉やと老ろう婆ばの他には人がいない。

　いやしかし、達哉も今日は急いでいる。それにあの老婆は、目つきが悪くどことなく雰ふん囲い気きが尖とがっているように見えた。見た目で人を判断してはいけないと思うが、少し声が掛けづらい。

　──申し訳ねえが、素通りさせてもらうか……。

　そう決めて、達哉は欠伸あくびをかみ殺しつつ、老婆の横を歩いていく──

「はあ、はあ……。くそったれ、誰だれか手伝ってくれる人はいないもんかね」

　達哉が横を通り抜ける、その絶ぜつ妙みようなタイミングで、やはり柄がらの悪そうな老婆の声が聞こえよがしに聞こえた。

　そちらを見れば──老婆が、睨にらむようにして達哉を見ている。

「……なんだよばーさん」

「手伝いな、小こ僧ぞう」

　──元暗殺者か何かかこのばーさんは……。

　その視線も声もナイフのようだった。それに、老ろう齢れいとは思えない凄すごい威い圧あつ感かんだ。

「小僧、お前ねえ、あたしのようないたいけなばーさんが重い荷物を背負おうとしてるんだよ？　自分から助けてやろうとか言わないのかい？」

「いや……なんか声かけづらくてよ」

「む、そうかね？　とにかく手伝ってくれんかね？　あたしには重すぎるんだよこの風呂敷」

　──普ふ通つうに頼たのまれちまった。こうなったら断りづれえな。

　達哉も急いではいるが、さすがにこのまま放ってはおけない。

「わかった、手伝うよ。ばーさん、家はどこだ？」

「ほう、ありがたいね。家は滝たき中なか町の三丁目。ファムリーマートがあるだろう？　あそこをもう少し行ったところだよ」

「……三丁目って、ここから結構距きよ離りあるじゃねえか。なんで重い荷物持って、こんな所にいるんだ？」

「タクシーで降りる場所を間ま違ちがえたんさね。ババアになれば失敗もあるもんさ。さ、この風呂敷を背負いな小僧」

　老婆の家は学校の向こう側。多少は遠いが、時間的には急げばなんとかなる距離だろう。

　──……これも、日記の超常的な力、とかじゃねえだろうな。

　そんなことが頭をかすめるが、今いま更さら老婆を放置していくわけにはいかない。達哉は心を決めて、風呂敷を抱かかえ上あげる。

「……よい、しょっ！」

　──ってなんだこれ、ホントに重てえ……！

「なにさね、そんなキツそうな顔をして。若いもんはこれくらい片手で運べるだろうに」

「っ……、別に、キツくなんかねえってんだよ……！」

　風ふ呂ろ敷しきを片手で背中に担ぐようにして、歩き出す。

　──く、くそ、よろけるくらいに重てえぞ。一体なにが入ってんだ、これ……！




「ぐはっ。はあっ、はあっ……!!」

　──と、到とう着ちやくか。

　どすっと、達たつ哉やは門の前に風呂敷を置く。

　長く続く木き塀べい、その上に見えるのは綺き麗れいに刈かり込こまれた松の木。屋や敷しきには大きな門がある。旧家という類たぐいだろう。この辺あたりでは、こういった大きな家はそんなに珍めずらしくもない。

「ありがとよ小僧。あとは家の者に運ばせるよ。……時間は大だい丈じよう夫ぶかい？　すまないね、登校中だったのだろう？」

「あ、ああ。大丈夫……じゃねえな全然。急がねーと……！」

　ケータイの時間表示は、もう八時二十分だ。風呂敷が重すぎて、普ふ通つうに歩く倍以上の時間がかかってしまった。予よ鈴れいはもう鳴っているかもしれない。

　ここからだと、走っても五分では学校にたどり着けない。裏しか入るしか無さそう──

「…………っ？」

　──ん……な、なんだ？

　視界がさあっと白くなり、体がふらついて壁かべに手を突つく。

「ちょっと小僧、大丈夫かい？」

「……ああ。少しふらついただけだ」

　──そうか、昨日はほぼ徹てつ夜やだったし、朝はご飯も食べてねえから……。

　しかも荷物運びで体力をかなり使ってしまった。恋れんの言う通り、朝ご飯だけは食べて来るべきだったかもしれない。

「小僧。汗あせみずくだし、水分が足りないんじゃないかい？　今、飲み物を持ってくるから──」

「い、いやすまねえ。本気で急いでんだ。俺おれはもう行くぞ。水は学校で飲む」

「そうかい……？　ふむ、生意気だがなかなか骨のある小僧だったね。この礼は必ずするよ。また会うこともあるだろうしね」

「気にすんじゃねえよ。じゃ、今度から重いもんは宅配便で運べよな」

　正門に行けば、生活指導の教師に捕つかまってしまう。裏通りから塀へいを飛び越えていこう。

　達哉は老ろう婆ばと別れ、顎あごにしたたる汗を拭ぬぐい、時折転こけそうになりながらも走り続け──学校に到着。校門を避さけて敷しき地ちの裏側に回る。

　ここは一車線しかない狭い道だ。人通りも車通りも少ない。ここからなら教師に見つからずに、校舎裏に忍しのび込こめる。

「よっ」

　達たつ哉やが塀へいを乗り越えると、校舎裏のくすんだ壁かべが眼前に広がった。ようやく到とう着ちやくだ。

　──はあ……よかった、間に合ったか。




　ギャキキキキキィ！　ガコンッ！　ギャルルル！




「ああああああああああああああ！　溝みぞにタイヤが……！　これじゃ車が動かんぞ……！」

　──……………………。

　車の、嫌いやな音がした。嫌な叫さけびを聞いた。

　達哉は今、塀に登っている状態だ。このまま体を向こうに落とせば、学校内に入れる。

　だが、先ほどの声。達哉はなんだか嫌な予感がしていた。

「むむ、参ったのう……。ん……？　む、そこの男子生徒！　なぜこんな所から学校内に入ろうとしている──うお、お前、里さと中なか兄か!?」

「ち…………」

　──やっぱりな。この耳に響ひびく甲かん高だかい声。聞き覚えがあったんだ。

　振ふり返かえってみると──小回りの利ききそうな眩まばゆい白の軽自動車の横に、白はく髪はつが目立ち始めた初老の男、もとい平ひら賀が平へい治じ教頭が立っていた。

「なにしてんですか平賀先生。遅ち刻こくしちまいますよ？」

「ば、バカモン。私は教頭だからいいんだ！」

「噓うそでしょ？　教師はフレックスタイム制じゃねえんだから」

「ぐ……、た、たしかに、校長から朝は早めに顔を出すようにと言われているが……」

　──なるほど。このオッサンも俺おれと同じく遅刻寸前らしいな。

　だからこの車通りの少ない裏道を選んで、アクセル全開で来たのだろう。

　平賀先生は今年度から昇しよう進しんして教頭になったのだが、昨年度は一年の学年主任を担当していた。そのせいか達哉とはそれなりに面識がある──というか、達哉が頻ひん繁ぱんに注意されていた。

「じゃ、さいなら。急ぎますんで」

　ひょいっと、達哉が塀を乗り越えようとすると──

「ま、待て里中！　私が困ってるのは見れば分かるだろう！」

「分かんねっす。全然分かんねっす」

　本当は一目で分かる。どうやら愛車のタイヤが側そつ溝こうに塡はまってしまった様子。ここは車通りが少ないとはいえ、いずれは後ろから車が来て道が詰つまってしまうだろう。

「でも俺には関係ねえからな」

　達哉も本気で切せつ羽ぱ詰つまっている。ゆえにここは、あっさりと見捨ててやるべきだ──

「さ、里さと中なか！　車を押すのを手伝ってくれ！」

「俺おれも急いでるんですって」

「く……手伝わないなら、以前にお前がやったことを里中妹にバラすぞ！」

「はあ？　恋れんにバラされて困ることなんて別にねえっすよ」

「……本当か？　お前以前、『ロリータ微び乳にゆう妹を緊きん縛ばく調教十日間』とかいうマニアックなエロＤＶＤを学校に持って来てたろう。アレを本人が知ったら気まずい雰ふん囲い気きになると思うぞ」

　達たつ哉やは塀へいから滑すべり落おちそうになった。

「!?　ち、ちげっ、あれは俺の私物じゃなくて、部室点検があるからって野球部の奴やつから一時的に預かってただけっす！　あの時も説明したでしょ!!」

「まあな。だがお前が持っていたのは事実だからなあ……」

　──うぐ……。これはマズい。

　平ひら賀が先生は教頭就任一年目で遅ち刻こくはいけないと思っているのだろう。なりふり構っていないようだ。本気でバラす気かもしれない。

　しかし達哉に時間が無いのも事実。とはいえ確かに恋にあのＤＶＤを知られると、とても気まずい雰囲気になってしまいそうな予感もする。

　──くそ、迷ってるだけ時間が無む駄だになっちまうか……！

　達哉は道路に飛び降り、軽自動車の後ろに回って、トランクに手を掛ける。

「手伝えばいいんでしょ手伝えば！　ほら、俺が合図したらアクセル全開っすよ！」

「うむ！　恩に着るぞ里中兄！」

　ちっと達哉は舌打ちする。この学校の教師は人使いが荒あらい。というか、達哉使いが荒い。

　すう、はあと深呼吸。達哉は足場を確かめて、トランクに肩を当てて力を込める──

「先生、アクセル!!」

　ギャルルルルルルルルと、足下、摩ま擦さつでタイヤが白い煙けむりを上げる。

「ふんぬ、ぐう……!!」

　ミシッと車が動く感覚。手応えありだ。

　動いている。先ほどの風ふ呂ろ敷しきよりはこちらの方が軽いくらいだ。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか里中!?」

「大丈夫……それよりもっと、アクセル全開に!!」

　さらに強きよう烈れつな摩擦音。肩で体当たりをするように全力で押すと、ぐりっと車が浮うかぶような手応えがあり──

「うっし……！　はあ、はあ……」

　達哉は一気に脱だつ力りよくする。白はく煙えん上げながらもタイヤは側そつ溝こうから抜ぬけ、平賀先生愛用の車はどうにか道に戻もどってくれた。

　──……軽自動車だし、浅い側溝で助かったな。

「よし！　ありがとう里さと中なか、あのことは言わんでおいてやる！　では、お前も急ぐんだぞ！」

　平ひら賀が先生の車はそのままの勢いで、教員用駐ちゆう車しや場じように向かって走って行ってしまった。

「……さあ、俺おれも急がねーと！」

　今度こそ塀へいを乗り越えて人ひと気けの無い校舎裏に降り立つ。ケータイの表示は八時二十八分。

　遅ち刻こくは確定してしまったが、一時間目には十分に間に合う──

「っ…………？」

　膝ひざが折れる。目の前の光景が歪ゆがむ。

　──あれ？　おかしいな、なんで地面に手を突ついてんだ俺……？

「ばっ、た、立てよ俺……今はテストで、良い点取らねえといけねえんだぞ……」

　あの不気味な日記がデタラメだと証明しなければならない。あんなに勉強したのだから。ここまで来て、ダウンしているわけにはいかない。寄り道ばかりする羽は目めになってしまったが、目的地は、すぐそこなのだから。

　最後の力だ。

　──教室に走り込めってんだよ、里中達たつ哉や……！




　　　　　　　　　４




　夕暮れの教室は静かだった。蟬せみの声は消え、遠くに部活に勤いそしむ生徒達の声が聞こえている。

「里中くん、苦手な教科は？」

「……全部」

「比較的得意な教科は？」

「保体。女の子の体の秘密とか、超得意」

「そう」

「……。……引いた？　引いていいんだぞ？　気持ち悪いとか言っていいんだぞ？」

「私も保体、得意だし。男の子の体の秘密もよく知ってる」

「…………」

　──ああ、これがこの子らしい反応なのかもしれねえ。

　放課後の、橙だいだい色いろの教室で、達哉は三み田た村むら恭きよう子こと向かい合って座っていた。今日も透とう明めいな空気の委員長だった。

「それじゃあ、明日、効率よく勉強しよ」

「…………やらなきゃダメか？」

「先生に言われたから。やらないと」

　普ふ段だん通りの淡たん々たんとした声。無感情で抑よく揚ようも無い。

　と、なんでこんな状じよう況きようになっているかというと──







　朝のテスト後、先生との会話だ。

「はあ……里さと中なか。今にも死にそうな顔でホームルームに遅ち刻こくしてきて、一限目始まったと思ったらテスト一問解いて速そつ攻こうでぶっ倒れて保健室行きとか……。なに考えてんのかわかんないけど、あたしは担任として、ちょっとあんたを放っておくわけにはいかないわ」

　目の前の世界史、小テスト用紙。

　百点満点で、得点は──二点。解けたのは一問目だけだった。

「他教科の成績も、お世辞にもいいとは言えないし……。そうね……明日の休日、委員長の三み田た村むらにあんたの教師役を頼たのむことにしようかしら。朝の九時に登校なさい。それからみっちり勉強見てもらって。で、夕方に私が来て、今度は英語、数学、世界史の狭い基本範はん囲いの小テストするから」

「す、数学と英語もですか？」

「ええ。その二科目も特に苦手みたいだしね。先生方に問題を作ってもらっておくわ。明日のテストの点が悪すぎると、親おや御ごさんに塾じゆくを勧すすめるから。いいわね？」

「で、でもそれじゃ、三田村に悪いですよ。恋れんに教えてもらいますから……」

「里中妹はなんだかんだで兄に甘あまいからダメよ。三田村にはあたしからご褒ほう美び用意しとく。とにかく！　あんたは明日、とことん勉強にだけ集中なさい。いいわね？」







　一言で言えば、体力と睡すい魔まその他諸もろ々もろが限界だった。教室についた瞬しゆん間かん倒れそうだったくらいだ。で、一限目が始まってテストを一問解いた瞬間に世界がぐるぐる回って──気がつけば保健室のベッドの上だった。

　かくて今回も怖こわいくらいに、現実は日記の通りになってしまい、

「明日、サボらないでね」

　三田村と一いつ緒しよに、明日は勉強をすることになったということだ。

「あのさ、三田村。もし嫌いやなら断っても──」

「嫌じゃない。私、委員長だし」

　三田村は表情一つ変えず、鞄かばんからケータイを取り出して、

「里中くんのケータイ、赤外線通信、使える？」

「え？　どうだろ、この前買かい換かえたばっかりだから……」

「貸してみて」

　言われるままに、つい手渡してしまう。

　三み田た村むらはタッチパネルをぺたぺたと操作して、二つのケータイを向き合わせる。

「はい、連絡先、交換出来た。明日はメールするから、ちゃんと来てね」

　戻もどってきたケータイには──『三田村恭きよう子こ』という名前と、連絡先が表示されていた。

　──し、しまった……。

　流されるままに、あっさりとアドレスを交換してしまった。普ふ段だんなら、三田村みたいに可愛かわいい子とアドレス交換が出来て悪くない気分になれるだろうが、今はとてもそういう風には思えない。

　固まる達たつ哉やの前で、三田村はそのまま立ち上がって、教室を出て行こうとして──

　ふと、振ふり返かえった。さらりと髪かみが揺ゆれている。

「里さと中なかくん」

「な、なんだ？」

「昨日はありがと。落ちた荷物の片付け、手伝ってくれて。……それに、心配して来てくれたんだよね」

「え…………？」

「違うの？」

「あ、ああいや、声が聞こえたからな。さすがに心配にもなるさ」

　三田村はこくりと頷うなずいて、

「ありがとう、里中くん」

「……どういたしまして」

「……じゃ、私、帰るから」

　再び、三田村は外へ出て行こうとする。

「あ……っと、三田村」

「ん、なに？」

　達哉は思わず呼び止めてしまった。彼女はまた振り返ってくれている。

「えと……その。三田村は怒おこってねえのか？　理由はどうあれ、着き替がえ、俺おれに覗のぞかれてよ……」

「ん……」

　彼女の澱よどむことを知らないような瞳ひとみと、その視線。

　それが、今までにないくらいにはっきりと達哉を捉とらえて──




「怒ってない。私も、里中くんの裸はだか、見たことあるし」




　ぱちくりと、思わず達哉はまばたきをしてしまった。

「じゃ、体、気をつけて。もう倒たおれないように」

　三み田た村むらは義務のようにそう言い置いて、教室を出て行った。遠ざかる足音が聞こえてくる。

　取り残された達たつ哉やは、彼女の言葉を頭の中で反はん芻すうしていた。

「…………裸はだか、見たことあるって？」

　三田村恭きよう子こは、里さと中なか達哉の裸を見たことがある──

「……いや、いやいや」

　──裸なんて、見せたことねえだろ……？







「ああ……裸なんて見せたことあるわけねえな。あいつの勘かん違ちがいだ」

「ん？　なにか言った？」

「なんでもねーよ」

　風ふ呂ろに入った後、リビングのソファで達哉は恋れんに切ってもらった林檎りんごを食べていた。恋は横に座って同じように林檎を囓かじりながら、ファッション雑誌を読んでいる。艶つやのある髪かみ。肌はだが瑞みず々みずしく見える。

　達哉は林檎を囓り、目を閉じる。

「…………」

　──結局、日記に敗北した。そんな気分だ。

　これで三田村と、明日はずっと一いつ緒しよに過ごさなければならない。しかも日記の描写の通りなら、東とう條じよう会長とエリナもやってくる。

　──……予言。

　あの日記帳は、やはり本物の予言書なのだろうか。超常現象など達哉は信じていない。だがこうも日記の通りになると、そう考えざるを得ないのか。朝、達哉が学校に行くのを妨ぼう害がいするように水道管工事が始まっていて、さらに風ふ呂ろ敷しき老ろう婆ばと平ひら賀が先生が現れた。

　──……本物の予言日記なのか？

　だとすればどうして突とつ然ぜん、達哉の机の上に現れたのだろう。内容についても疑問だ。なぜ達哉の恋れん愛あいについてのことが書いてあるのか。

　やはり信じがたいが──しかし万が一、予言日記の通りに、必ず日常が進んでしまうとすれば──

　達哉と三田村達三人は、クリスマスの日に付き合い始め、五年後に死ぬことになる。

「……達哉？」

「あ……ああ、なんだ？」

　恋が林檎を囓りながら、達哉の顔を覗のぞき込こんでいる。

「……やっぱり変。隠かくし事ごとしてる」

「し、してねえよ」

「してる。……しかも深刻なことでしょ。すごく深刻なことなんだ」

　眉まゆ尻じりが下がり、恋れんは本気で心配そうな顔になっている。

　その顔に達たつ哉やは息を飲み──同時に、腹立たしい気分になった。

　──なんで俺おれは、妹にこんな顔させてんだよ……。

「……違う。深刻なことじゃねえ。ちょっと待ってろ」

　達哉は立ち上がり、恋を置いて二階へ上がる。

　鍵かぎ付つき引き出しの中に、日記帳は入っていた。

「……これのせいだ」

　達哉は触ふれるのを躊躇ためらいながらも、日記帳を手に取り、一階へ下りる。

　そのまま玄げん関かんを出て、家のすぐ傍そばにあるごみ集積場に向かった。夕方までは晴れていたのだが、今はぽつぽつと、小さな雨あま粒つぶが降ふってきている。

「これが無ければ……」

　──そうだ、これが無ければいいんだ。これさえ捨てちまえば、もしかしたら日記の通りに日常が進まなくなるかもしれねえ。少なくとも、日記を気にする必要は無くなる。

「……俺がハーレム状態を作って死ぬって？　そんなことあるわけねえんだよ!!」

　声が必要以上に大きくなる。自分が恐きよう怖ふに似たものを感じていることは分かっていた。

　達哉は日記をごみ集積場に投げ捨て、走って家へ帰る。

　玄関を開け、ドアを閉めて鍵かぎを掛け、しっかりとチェーンも掛けた。まるで小さい頃ころにホラー映画を見た後のように、背後を何かが追いかけてきているような気がしていた。

　ドアに額を当てる。その感かん触しよくに、頭が冷えてくる。

「……あれは捨てれば良かっただけなんだ」

　そう呟つぶやいて、達哉はほうっと息をつき、廊ろう下かに上がる。




　廊下に、日記帳が落ちていた。




「──────────────────!?」

　呼吸が止まった。全身の血が足下に降りたような気がした。

　表紙に書かれたＤＩＡＲＹの五文字。間ま違ちがいない。

　今捨てたはずの日記帳だった。

「…………く、くそっ！」

　日記帳を再び手に取り、外へ飛び出して、もう一度ごみ集積場へ走る。雨あま脚あしが強くなっている。体にぱちぱちと冷たい雨が落ち、音を立てている。

　集積場には、どこにも捨てたはずの日記の姿が見えない。やはりあの日記帳は確かに捨てたのに、達たつ哉やの手の中にある──

　──こ、こんなもの……！

　びりびりとページを破り捨て、叩たたきつけるようにして今度こそ日記帳を捨てる。

　家へと走はしり戻もどり、鍵かぎとチェーンを掛け、逃げるようにしてリビングへと、

「あ………………!?」

　戻ることは出来なかった。

　先ほどとまったく同じ場所に、日記帳が鎮ちん座ざしている。綺き麗れいな姿。破り捨てたはずのページも、元に戻っているようだった。

　──そんな……馬ば鹿かな……。

　呼吸が止まり──達哉は立ちつくす。足が凍こおり付ついたように、動かない。

　こんなこと、あるはずがない。どうして破り捨てた本が、何事も無かったように戻ってくる。

　──こんなこと、あるはずが……。

「達哉ー……？　どうしたの？　外に行ったの？」

　恋れんの足音がリビングから聞こえてくる。

　はっと我に返った達哉はむしり取るように日記帳を拾い、二階へと駆かけ上あがった。

　ドアを勢いよく閉め、日記帳をベッドの上に投げ置く。

「はっ、はっ、はっ……」

　夏だというのに氷水の中にいるような気分だった。

　日記帳を捨ててから、達哉はすぐに家に舞まい戻もどった。誰だれかが日記帳を取って先に家に帰ることは無い。達哉の他に人はいなかったのだから、絶対に無い。

　恋が別の日記帳を廊ろう下かに置いた？　あるはずが無い。恋は日記帳の存在を知らないし、そんな趣しゆ味みの悪いことはやらない。

　ぎゅっと唇くちびるを嚙かみ、天てん井じようを見上げ、目を閉じる。荒あらい呼吸は収まらない。

　──み、認めざるを得ねえのか……。

　日記が自動的に家に戻ってきた。二度目は破ったのに、綺麗なままの元の姿で。

　捨てるのは許さない、という誰かの声が聞こえる気がする。

「これは本物の、予言日記……」

　この本は超常的なもので、日記に書いてあることは、全すべて本当になる。

　何がきっかけかは分からないが、突とつ然ぜん達哉の元に現れた。

　達哉が死に向かう未来が書かれた、予言日記──

「……いや、俺おれが、じゃねえ」

　冷えた汗あせはまだ消えていない。だが多少は、冷静な思考が戻ってきていた。

　達哉は意を決して日記帳を再度手に取り、中を開く。

『この日記帳は、里さと中なか達哉以外の人間が見てはいけません』という冒ぼう頭とうから、三み田た村むら達の描写も同じ。内容は変わっていない。

　ぱらぱらと捲めくっていき、最後の日記、クリスマスの描写を見る。

「……俺おれが、三み田た村むら、会長、エリナの三人ともと付き合うことになる」

　確かにそう書かれている。

　──俺がハーレムのような状態を作るなんて、とても信じられねえんだが……。それに他の二人はまだしも、エリナと付き合うなんてことはあり得ないんじゃねえのか……。

　そう思えるのだが──そういった疑問はひとまず置いておこう。

　そして、四枚の不ふ吉きつ極まる写真、最後に背表紙のある最終ページだ。

『里さと中なか達たつ哉やが十二月二十四日に三人と恋こい人びと同士になってしまった場合、里中達哉、三田村恭きよう子こ、東とう條じよう葵あおい、灰はい島じまエリナの四人は五年間幸せに過ごした後、五年後の十二月二十四日の二十四時に、全員死んでしまう。』

　これだ。この一文が問題だった。

「死ぬのが俺だけじゃねえんだ。三田村と会長、エリナまで死んじまう……」

　怖こわい、の一言で済ませられない。この日記には、達哉以外の三人についても書かれているのだから。

　椅い子すに座り、真しん剣けんに考える。

「……この日記は、一体なんなのか」

　人間が作ったとは思えない。人に超常的なものは作れない。

　信じがたいことだが──神が書いたのか、悪あく魔まが書いたのか。

「いや………………死神？」

　本の中で達哉達が死ぬと予言されている。死を司つかさどるのは、やはり死神ではないのだろうか。

　死神の書いた、恋れん愛あい予言日記──

「……だが、どうして俺の前にその日記が現れた？」

　やはり腑ふに落ちないのはそこだ。

　死神にせよなんにせよ、超常的な何かがこの本を作ったとして──それを達哉の元に届ける必要がどうしてあるというのか。殺すなら殺せばいい話ではないか。

「……わざわざ一日ずつに起きることを書いて、それを死ぬ予定の人間に届ける理由」

　まず一つ。達哉を怖がらせるために送った、と考えられる。

　いわば目に見える所にギロチンがあり、お前はそこに進んでいくんだよと明示して怖がらせている。そうだとすれば、これを送った何者かは相当に悪あく趣しゆ味みだ。死神なら趣味が悪くて当然という気もするが。

　そしてもう一つ──

「これに書かれているのは、俺が三人の女の子と過ごして、五年後に死に至る運命。だとすれば……」

　──その、死の運命に逆らえっていうこと。そうは考えられねえか？

　こちらの考えの方が、正しい気がした。

　──自分の願望がそう思わせてるのかもしれねえが……。

「運命……って言ったら逆らえねえものだろ。神だかなんだか知らねえが、それをこうして書いて送ってきたんだ。その運命に対して、何かをしろってことじゃねえのか」

　この考えが、正しいかどうかは分からない。

　──だが俺おれが取るべき行動は、この本に書かれている運命を受け入れることじゃねえ。

「……今日のように、日記の通りにならねえように行動すること」

　自分が死なないため、もちろんそれもある。

　だが、それよりも、

「あの三人が、この予言日記に未来を囚とらわれたような状態になっちまってるんだから……」

　日記帳の通りなら、三み田た村むらと東とう條じよう会長、エリナの三人は、達たつ哉やに巻まき込こまれるような形で死んでしまうことになる。五年の間は俺がハーレム状態になるようだが、三人の女の子にとってはこれほどの酷ひどい未来は無いだろう。

　──彼女達を巻き込むなんて、そんな未来、受け入れられるわけねえ……。

　達哉は日記帳を一度閉じ、吐と息いきを一つ。

　まずは明日だ。

　一日一日、この日記の描写に逆らうように行動する。

　頻ひん繁ぱんに出てくる『～～と親しくなる』という類たぐいの文もん言ごん。その通りにならないように、日々を過ごさなければならない。

「……達哉？」

　恋の声がドア越しに聞こえた。達哉は本を鍵かぎ付つき引き出しに仕し舞まい、鍵かぎをかける。

　すう、と深呼吸し、気持ちを落ち着かせる。

　──日記の存在は誰だれにも知られちゃいけねえ。この点で危険なのは、一いつ緒しよに暮らしてる恋だ。

　妹の前では常に平静を保って、今まで通りに暮らさなければならない。

「入っていいぞ」

　ドアが開いて、恋が部屋に入ってくる。

「……達哉、何してたの？　あ、髪かみ、濡ぬれちゃってない？　雨降ってるのに外に出たの？」

　先ほどよりもさらに心配そうな顔をしている。どたばたしていたので、当然かもしれない。

「何もしてねえよ。ちょっとエロ本捨ててきたんだ」

「え、エロ本……って、昨日も言ってたやつ？　達哉、どうしてえっちな本でそんなに深刻になってるのよ」

「俺くらいの年とし頃ごろだとな。エロ本を捨てるのも買うのもすげえ深刻になるものなんだよ」

　平静を装っているつもりだが、恋の顔はまだ晴れない。

「……隠かくし事ごと、してない？」

「してねえよ。……ほら、一階行こうぜ。ちょっとゲームでもやって寝ねよう」

「……うん」

　達たつ哉やは恋れんの頭をぐしゃぐしゃと撫なでる。いつもの妹の頭の感かん触しよく。髪かみがさらさらとしていて、触ふれているだけで落ち着く。

　──……これだけでも、少し気が楽になった。

　恋を連れて一階に下りる。妹はまだ達哉のことが気がかりのようだったが、テレビゲームをしているうちに、ひとまずは顔から影かげが抜ぬけてくれたようだった。

　もしも日記帳を見られたとすれば、恋に何か超常的なことが起こるかもしれない。そんなことは絶対回かい避ひだ。

　──部屋でも独ひとり言ごとは少なめにしねえとな……。家にいる時も気は抜けねえぞ。




　予言日記。突とつ然ぜん現れた、超常的な本。

　──本当に死神が書いたのかは知らねえし……正直、かなり怖こわいもんがあるが……。

　恋も三み田た村むら達も、危険な目に遭あわせるわけにはいかない。

　日記の描写を回避する。それを第一に頭に置いて、日々を過ごさなければならない──










　　　　　　　　　二話
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『七月十三日　休日の学校で、三田村恭きよう子こと朝から勉強。

　途と中ちゆう、東とう條じよう葵あおい、灰はい島じまエリナとも出会う。三人は知り合いになり、それぞれと親しくなる出来事が起こる。』




　達哉の目的は、日記の描写に逆らうこと。三田村恭子、東條葵、灰島エリナと親密にならないことだ。

「だったら学校に行かなきゃいいんだよ」

　追試は受けなければならないが、担任の吉よし村むら先生が学校に来るのは午後の四時だ。

　それまで家で勉強して、直前に学校に行けばいいだけだと達哉は考える。補習を受けようが受けまいが、追試さえクリアすれば文句は言われないはずだ。

　日記をもう一度読み返し、鍵かぎ付つき引き出しの中に入れる。昨晩は触れるのも恐おそろしかった本だが、怖こわがったままでは死神の定めた運命に負けてしまう気がした。今け朝さからは何度も読み返し、内容を頭に叩たたき込こむようにしている。

　今日やるべきことは──まずは勉強だ。

　──よし、やるか。

　達たつ哉やは机について、教科書を開く。意味不明な数式の羅ら列れつが視界に飛び込んできた。

　──やりたくねえ。

「……いや、駄だ目めだ。閉じてはいけねえ」

　鉄の意志で、問題に取りかかることにする──

「……珍めずらしいね達哉、家で勉強するなんて」

「!?　れ、恋れん。音も無くドアの隙すき間まから顔覗のぞかせんな……。なんだよ、なんか用か？」

「ううん。珍しいって思っただけだよ」

　ポッキーを咥くわえた恋が部屋のドアを少しだけ開けて、達哉に怪け訝げんそうな視線を向けていた。

　──こいつ、やっぱり俺おれがまだ隠かくし事ごとしてると思ってるな……。

　エロ本では誤ご魔ま化かし切れなかったらしい。が、達哉は普ふ段だん通どおりに振ふる舞まわなければならない。

　妹の目を感じながらも、再度問題集に視線を落とす。さっそく知恵熱が出そうだったが、我が慢まんして集中しなければならない。

　──えっと、ここは……なんだよ、全然わかんねえ……。

　集中しなければ──とは言うものの、数学はさっぱり分からなかった。達哉は机に肘ひじをつき、頭を搔かく。

　と、恋が机の近くに歩いてきた。

「……達哉。わたしが勉強見てあげよっか？」

「え、ホントかっ？　すげえ助かる。さっそく教えてくれよ」

　達哉がそう言った途と端たん、ほわっと恋の表情が明るくなる。

「もう、仕方ないんだから達哉は。ちょっと待ってて。わたしのノート持ってくるからっ」

　恋がぱたぱたと足取り軽く部屋へと戻もどっていく。

　──あれ……なんか、機き嫌げん直った……？　疑いも晴れたりしたのか？

　理由は分からんがそれなら嬉うれしいと、達哉は背もたれに背中を預ける。部屋に恋を入れない方がいい──かと思うが、それだと余計に怪あやしまれるだろう。引き出しの中に日記を入れておけば、見つかることは無いはずだ。

　ぎしっと椅い子すを鳴らして、妹が戻るのを待つ──

「……ん？」

　ケータイがぴこりんと音を鳴らした。メールだ。

　画面を見てみると、三み田た村むらからの連絡のようだった。




『里さと中なかくん。私、三み田た村むらです。今、変質者に襲おそわれてるの。ちゃんと筆記用具を持って、早く学校に来てください』




「…………!?」

　──へ、変質者!?

「た、大変じゃねえか……!!　……………………ん？」

　文面を読み返してみる。『筆記用具を持って』などと書かれているのだが、これはなんなのだろう。変質者に襲われているのに、なぜこんな言葉を足しているのか。

「……ピンチの時に、こんなことは書かねえよな。……いや、だが本当に襲われてるなら、すぐに助けにいかねえと」

　電話してみようかと思っていると、恋れんがノートを持って戻もどってきた。

「達たつ哉や、どうしたの？」

　恋にメールを見せると、その目が驚おどろきに見開かれる。

「昨日の回かい覧らん板ばんで、夜に女性をストーキングする変質者が隣となり町まちで頻ひん繁ぱんに出しゆつ没ぼつしてるって書いてあったけど……」

「ほ、ホントか!?　それじゃあやっぱり、このメールは本当のことか……!?」

　達哉は妹の前であることも気にせず素早く服を着き替がえて、転がるように廊ろう下かへ飛び出す──

「あ、ちょっと達哉！」

「三田村を助けに行ってくる！　外は危ないかもしれねえから、お前は今日は外出せずに家でのんびりしてろ！」

　外へと飛び出し、達哉は学校へとひた走る。

　──三田村、無事でいてくれよ!!







「……あ、あのさ」

　ウサイン・ボルトもかくやというスピードで学校に到とう着ちやくし、２年Ａ組の教室に駆かけ込こんだ達哉だったのだが──

「どうしてそんな普ふ通つうに机で本を読んでらっしゃるんだ、三田村？」

　窓から聞こえてくる蟬せみの声の中、今日も透とう明めいな美び貌ぼうの三田村は文庫本に静かにしおりを入れて閉じ、達哉にその涼すずしげな視線を向ける。

「里中くん、補習をさぼる気じゃないかなと思って。メールを送らせていただいたの」

「へ、変質者は……？」

「いない。……ごめんね、騙だましちゃって」

　その顔に、少しだけ申し訳なさそうな色が浮うかぶ。

　達たつ哉やはぜえぜえと肩かたで息をしながら、崩くずれるように椅い子すに座った。だらだらと、体に籠こもった熱が汗あせを噴ふき出ださせる。

　と、三み田た村むらが「はい」とタオルを差し出してくれた。

「ごめんなさい、里中くん。ああいうことを書かないと来てくれないと思ったから」

「……いや、正直、実際サボろうとしてたのは事実なんだ。すまねえ」

「……そう。勉強、やっぱり嫌きらいなの？」

「まあな」

「でも大だい丈じよう夫ぶ。ちゃんとわかりやすく教えるから」

「……そうか、サンキュな」

　達哉はふわふわのタオルで汗を拭ふいて、恋れんに『変質者っていうのは三田村の勘かん違ちがいだったみたいだ。安心しろ。俺おれは学校で補習を受けることになった。夕方には戻もどる。』とメールしつつ──考える。

　──あっさりと学校に来る羽は目めになっちまったぞ……。

　日記の効力、というより三田村の作戦勝ちだろう。あんなメールをされてしまっては、達哉としては駆かけつける以外の選せん択たく肢しが無かった。

　こうなれば、ここで勉強する──などと流されるのは許されない。

　タイミングを見て抜ぬけ出だすしかないだろう。

　達哉はそう決めて、ひとまず三田村が机の上に並べたプリントに目を落とす。

「……？　このプリント、お手製じゃねえか。三田村が作ってきてくれたのか？」

「うん。テストの範はん囲いは狭いから、これだけ理解すれば対応出来ると思う」

　プリントは三枚。数学、英語、世界史だ。どれも丁てい寧ねいな字で問題が書き込まれている。グラフなどの図、簡易年表と単語、熟語集まで書かれている。

「……悪いな、こんな丁寧なものまで作らせちまって」

「いいの。大した手間じゃなかったし、自分の知識の復習にもなったから」

　三田村は何事もないようにそう言う。が、一晩でこんなものを作るなどというのは、やはり手間だったはずだ。

　──ありがてえ。……が、俺は抜け出さなきゃいけねえんだ。このプリントも無む駄だにしちまうかもしれねえ。

　胸にちくりと痛むものを感じながら、達哉は世界史のプリントに手を伸のばす。

「……三田村、俺、世界史はたぶんもう全部解けると思う」

「……？　でも、昨日の小テストは二点だったって聞いたけど」

「ああ、昨日は倒たおれちまったからな。とにかく、テスト形式で問題解かせてくれ」

　三田村は訝いぶかっていたようだったが、プリントを渡してくれた。

　よし、と達哉は早さつ速そく問題に取りかかる。

　そして──十五分後。

「……全問正解。もしかして、昨日のテストのために、ちゃんと勉強してたの？」

　達たつ哉やはあっさりと全問解答し、三み田た村むらは全問に赤○をつけていた。

「まあな。たまには本気になろうと思ってな」

「そうなんだ。里さと中なかくん、記き憶おく力りよくあるみたい。これなら他の教科もすぐに覚えられそう」

「……や、それはどうか分からねえがよ」

「きっとやれるよ。頑がん張ばろ」

　達哉は顔をあげた。三田村の表情は変わっていないが、心なしかやる気になっているように思える。

　──なんか……出て行きにくい雰ふん囲い気きになっちまったな。

　とはいえ、このままここにいるわけにもいかない。機会を見て脱だつ出しゆつしなければ。







　カリカリと、一応勉強を進めながらも離り脱だつの道を窺うかがう。

　──出口はドアだけ。ベランダから逃げるのは無理だ。飛び降りたらさすがに怪け我がしちまう。

　普ふ通つうにトイレに行くと言えば出られるだろうか。なんにしても、抜ぬけ出だすこと自体は難しくはないだろう。

　ただ問題が一つ。

「あ、そこ、分からないの？　……この公式を見て。これをうまく使うの」

「……こうか？　いや違うな、式を展開して……これでいいか？」

「うん。出来たね。すごいすごい」

　三田村は感情も込めずにそう言ってくれる。無表情のままとはいえ、三田村がこういう風に褒ほめてくれるとは思ってもみなかった達哉だった。

　問題はここだ。三田村が思った以上に親身に教えてくれている。簡単に離脱出来ない雰囲気になっていた。

　──だがよ、なんだか新しん鮮せんだな。三田村、こういうことも言ってくれるんだ……。

　と、そう考えて慌あわてて首を振ふる。悪くない気分になってしまっている。

　それに先ほどから、勉強が少し面白いと思えてきていた。三田村の教え方がうまいからだろう。高校数学の問題がこんなにスムーズに解けるのは、達哉からすれば初めての経験だった。

　──とはいえ、日記に沿うように、俺おれがここで過ごすわけにはいかねえ。悪いとは思うが、そろそろ抜け出させてもらうぜ。

　達哉はそう考え、席を立つ。

「すまねえ三田村。ちょっとトイレに行ってきていいか？」

「うん。すぐに戻もどってきてね」

　ちくりと胸に針が刺ささったような感覚。

　足が止まりそうになったが、達たつ哉やは彼女のためだと一歩踏ふみ出だす。

　──あの不気味な日記の通りになることは、避さけなきゃいけねえんだからな……。

　足早に、廊ろう下かに出る。休日の学校は静かだった。部活の声は遠くに聞こえている。

「……さて、帰るか」

　待っているであろう三み田た村むらに後うしろ髪がみを引かれたが、振ふり切きるようにして達哉は階段を下りる。

　──学校で、東とう條じよう会長とエリナとも会うって描写だったからな。急いで出よう。

　足早に階段を下りていき、一階へ出る──

「…………!?」

　達哉は慌あわてて階段の壁かべに身を隠かくした。

　一階、昇しよう降こう口ぐちの傍の廊下に、女の子二人の姿がある。

　片方は見覚えのない女子だ。そちらはいい。

　問題は、もう片方の女生徒だった。

「エ、エリナじゃねえか……」

　達哉はごくりと唾つばを飲み込んだ。

　エリナは今日も幼さと美しさが混ざり合ったような容姿で、楽しそうに女生徒と談笑している。前は夕焼け空の下だったが、こうして昼の明るい場所で見ると、改めてその肌はだの綿毛のような白さとプラチナ色の髪に目を奪うばわれそうになる。

　──日記では学校にいることになってたが……やっぱりいるのか。

「じゃ、エリナちゃん。飼育委員、頑がん張ばってね」

「ええ。雅まさ美みさんも、部活頑張って」

　その声は耳に残りやすく聞き心地よい気品があるように思う。

　──そうか、飼育委員の仕事で学校に来てるんだな……。

　女生徒が歩いていき、エリナは彼女に手を振っている。さて、というようにエリナは下げ駄た箱ばこへ向かう──

「っ……!?」

　と、また別の女生徒が昇降口から廊下に出てきた。

　こちらも、はっきりと見覚えのある顔だ。

　──こ、今度は東條会長かよ……。

　東條会長はエリナに気付くと、なぜかふわりと包み込むような微笑ほほえみを浮うかべ、

「おはようエリナ。今日も飼育委員の仕事か？」

「あ、おはようございます。葵あおいさんは生徒会ですか？」

　そんな会話が聞こえてきて、達哉は眉まゆをひそめる。

　──……なんで会長とエリナが、親しげに会話してるんだ？

　日記の描写が示す未来は、三み田た村むら、東とう條じよう会長、エリナの三人と達たつ哉やのハーレム状態とその先にある死だ。そう考えれば、東條会長とエリナが既すでに知り合いなのは少し気になるところだった。

　──名前で呼び合ってるってことは、それなりに親しいってことか……？　まさか三田村とも知り合いとか、そういうことはねえよな……。

　ひとまず達哉は二階へ戻もどることにする。どこかで時間を少しの間潰つぶして、二人がいなくなったら昇しよう降こう口ぐちから出よう。

　二人に見つからないように、足音を殺して階段を上がっていくと──

「里さと中なかくん。逃げようとしてたでしょ」

　二階には、腕を組みながらも無表情な三田村恭きよう子こが待っていた。







「あの、三田村さんよ」

「なに？」

「なんでこんなもの持ってたんだ？」

「先生に渡されたの。必要になったら使いなさいって言われて」

　──吉よし村むら先生か。あの人ならこのくらいのことは考えつきそうだ。

　達哉は首に触ふれる。そこには犬にするような首輪が付けられており、チェーンは机の向かい側に座る三田村が握にぎっていた。

「……三田村は、そういう趣しゆ味みの人じゃねえよな？」

「？　そういう趣味って？」

　いや、なんでもねえと達哉はため息をついた。三田村にそういう話題は通じないらしい。

「それより、ちゃんと勉強する。いい？」

「……わかったよ」

　──これじゃあ逃げられねえしな。参ったな……。

　手た綱づなはしっかりと三田村が握っている。手首にまで巻いてあるので、力づくで逃げ出すわけにもいかない。

　カリカリと再度プリントにシャーペンを走らせながら、達哉はドアに目をやる。

　──日記の描写は、三田村と東條会長、エリナの三人との親密になる出来事が起こる、だったはずだよな。

　このままだと脱だつ出しゆつは難しいし、三田村とは一日中一いつ緒しよにいることになる。この教室にいれば、東條会長とエリナとは会わずに済むだろうが、しかし。

　──このままだと、三田村とさらに親密になっちまいそうだな……。

　とはいえ脱出不可能な状態だ。ここで勉強を続けるしかないが、三田村とは距きよ離りが縮まらないように出来るだけ気をつけなければいけない──

「里さと中なかくん。ペンが止まってる。詰つまった？」

「ああ……ちょっと。ここ、教えてくれるか？」

　ここはね、と三田村が身を寄せてくる。ふわりと髪かみの良い香かおりが達たつ哉やの鼻び孔こうをくすぐった。

　一いつ瞬しゆん胸が高鳴りそうになるのを首を振ふって堪こらえ、達哉は三田村の教えに耳を傾かたむけることにした。




　午前中は何事もなく過ぎて、平日なら昼休みの始まりを告げるチャイムが鳴って──




「手作り弁当かよ……」

　達哉は目の前に置かれた弁当箱を見て、ぽつりと呟つぶやいていた。

「そんなに残念そうな顔しなくても。お弁当は、普ふ通つうの味だと思うけど」

「あ、いや、残念に思ったわけじゃねえんだ。ありがとな、作ってくれて」

「自分のを作るついでだったから。気にしないで」

　三田村は淡あわい表情のままで返してくる。

　達哉の前には、一つの弁当箱がある。中にはそぼろと海の苔りで可愛かわいらしい子猫が描かれた白米と、色とりどりのおかずが敷しき詰つめられている。

　見たところ、夕飯の残り物という風でもない。かなり手間が掛かっているようだった。

「早く食べないと。まだ数学が少しと、英語がまるごと残ってるから」

「ああ。……その、いただきます」

「どうぞ」

　ぱくりと、アスパラの豚ぶた肉にく巻まきを口に含んでみて──達哉は思わず目を瞠みはった。

「……う、うめえなおい」

　嚙かんだ途と端たんに肉にく汁じゆうがじゅわっと口内に溢あふれ、アスパラの味と混ざり合って頰ほほが落ちそうなくらいに美お味いしい。

「そう？　里中さんの料理に比べたら、まだまだだと思う」

「里中さん……って、ああ、恋のことか？　そりゃ、あいつの料理もプロ級だけど、これもすげー美味いぞ。……三田村って料理出来るんだな」

「人並みに」

「……お世辞でなく、これは人並みってレベルじゃねーぞ」

　ぱくぱくと達哉は口を動かす。箸はしを動かす手が止まらない。

「むぐ……。三田村も家では、夕飯とか作ったりすんのか？」

「うん。お母さんと、妹もよく食べるから。毎日作ってる」

「なるほど……。それで鍛きたえられてるんだな」

　父親用なのか大きめの弁当箱だったのだが、達たつ哉やはあっさりと全すべて平らげてしまった。

　三み田た村むらが無言で注いでくれたお茶を飲み、人心地つく。

「ふう。ごちそうさまでした」

「おそまつさまでした。口にあったみたいで、ほっとしてる」

　三田村もお茶を飲みながら淡たん々たんとそう言っている。ほっとしているようには全く見えなかったが、これがこの子らしいと達哉は思う。

　それからは会話が無くなり、アブラゼミの鳴き声が室内に響ひびいてくる。

　夏の休日の昼下がり。達哉と三田村はレースを揺ゆらすそよ風に包まれて、二人静かな時間を過ごす──

「…………」

　達哉はごつっと机に頭を打ち付けた。

　──思いっきり二人の時間に和んでどうする……!!

　やはり一いつ緒しよにいるだけで親密になっている気がする。休日に凝こった弁当を作ってもらって教室で二人っきりで食べて食後に穏おだやかな時間など、どこの恋こい人びと同士かと突つっ込こみたくなるではないか。

「里さと中なかくん、今日はなんだか様子が変」

「……そんなことないぞ、うん」

「いつもどこか変だけど、今日は特に変」

「お前なにげに失礼なこと言ってるよな？」

「怒おこった？」

「怒らねえがよ……。いやいい。三田村と会話してると三田村時空に引きずり込まれちまう」

「里中くんも、なにげに失礼なこと言ってる？」

「そうでもねえさ」

　──って、こんな会話もなんか慣れて来ちまってるし……。やっぱりこのままじゃまずいよな……。

「あの、三田村」

「なに、里中くん」

「首輪、まだ外してくれねえのか？」

「うん。追試が始まるまで外さない」

　三田村はきゅっと手た綱づなを握にぎる。放はなす意思なしというように。

　──……となると、午後は完全に無言で勉強を進めるしかねえ。

　今日の描写は『親密になる出来事が起こる』だった。勉強だけをしておけば、多少は親しくなったとしても、日記に書かれているような出来事は起こらない──かもしれない。

　そう願って、達哉は気を引ひき締しめてプリントに向かうことにした。




　　　　　　　　　２




　午後、出来るだけ会話を避さけて勉強を進めていると──

『一年飼育委員の灰はい島じまエリナさん。灰島エリナさん。生徒会室に来てください』

　スピーカーから、そんな放送が聞こえてきた。

　達たつ哉やは顔を上げる。

　──これ、会長の声じゃねえか？　エリナも、まだ学校にいるのか……。

「どうしたの、里さと中なかくん」

「……いや、なんでもねえ」

　この教室にいれば二人とは会わずに済むだろう。そう考えて、勉強に集中することにした。

　──三十分後。

『一年飼育委員の灰島エリナさん。生徒会室に来てください』

「……またか」

　さらにその十五分前にも同じ放送があった。どれも東とう條じよう会長の声だった。

　──なんで同じ放送を何度もするんだ？　エリナ、もう学校にいないんじゃねえのか？

　三み田た村むらも気になってきたらしく、顔を上げている。

「灰島エリナって、一年の帰国子女の子かな」

「ん……？　三田村、エリナのこと知ってるのか？」

「ううん。噂うわさでだけ。里中くんは知ってるの？」

「ああ、この前偶ぐう然ぜん知り合ってな。……つっても知人になったって程でもねえが」

　──三田村とエリナは、現時点では繫つながりなしか。

　とはいえ、日記の描写の通りになるなら、今日は三田村達三人が知り合うことになるはずだ。それも上う手まく妨さまたがなければいけない。

　そんなことを考えながら──十五分後。

『エリナ、どこにいるのだ？　聞こえているのならケータイを鳴らしてくれ。私は放送室の前にいるからな』

　達哉も三田村も顔を上げた。

「……なにかあったのか？　会長の声、すげー焦あせってるように聞こえるぞ」

「うん。どうしたのかな」

　三田村はどことなくだが、スピーカーが気になっているように見える。達哉も同じように見えているだろう。

「……なあ、三田村」

「うん」

　三み田た村むらはかちゃりと、達たつ哉やの首輪からチェーンを外してくれる。

「ちょっと行ってみよう」

　先ほどの東とう條じよう会長の声に含まれていた焦あせりは、ただごとではなかったと思う。

　──会長ともエリナとも会ったらいけねえってことは分かってる。だがあの放送は……きっと何かあったんだ。日記に書かれた未来を防ぐのも大事だが、今何か起こっているのなら、放ほうってはおけねえ。

　渡わたり廊ろう下かを通って別校舎へ。放送室へやってくると、入り口で東條会長がうろうろと歩きながらケータイを気にしていた。

「……三田村、ちょっと事情聞いてきてくれねえか？　俺おれがいることは伏ふせて」

「……？　どうして？」

「ちょっとな。顔を見られたくねえんだ。理由は聞かねえでくれると助かる」

　三田村は疑問に思っていたようだったが、頷うなずいて東條会長のところへ歩いていく。

　なにか話をして、足早に三田村は戻もどってきた。東條会長はまたケータイを気にして、どこかに電話をしているようだった。

「三田村、どうだった？」

「うん。灰はい島じまさんが戻もどってこないらしいの」

　三田村が東條会長から聞いた話はこうだ。

　エリナは東條会長と二人で早めの昼食をとった後、飼育委員の仕事に戻ったらしい。一時間したら戻るから、一いつ緒しよに家に帰ろうと約束した。しかし一時間経たってもエリナは戻って来ず、さらに時間が経過しても連絡が無い。ケータイにかけてみてもなぜか繫つながらない。心配になって放送で呼びかけてみても反応が無し。飼育小屋は見に行ってみたが、エリナはいなかったとのこと。

「もっと捜さがしたいらしいけど、行ゆき違ちがいになると困るから動けないって」

「そうだったのか……」

　達哉の頭に、ちらりと嫌いやな考えがよぎった。

　朝に、恋れんが言っていたはずだ。『変質者が隣となり町まちで出た』と。隣町はすぐ近くだ。この町に変質者がやってきていてもまったくおかしくはない。

　朝の三田村の件は杞き憂ゆうに終わったが、エリナが戻ってこないとなれば、まさか──

「……急ごう三田村」

　達哉は走り出した。エリナは一ひと際きわ目立つ美形の女の子だ。考えたくない事態が起こっているかもしれない。のんびりしてはいられそうになかった。

　──あの子、前は中庭で兎うさぎに遊ばれてたよな。もしかしたらまたあそこにいるかもしれねえ。

　達哉と三田村は一階に下り、中庭に向かう──が、

「いないか……」

　緑の茂しげる庭のどこにもエリナの姿は無かった。兎うさぎの姿も見あたらない。

　飼育小屋に行ってみると、こちらには黒毛の兎が一匹いた。しかし前に見た白しろ毛げの兎はおらず、鍵かぎは開いている。

「……やっぱり兎を追いかけてるんじゃねえかな。俺おれ、前も彼女が兎を捕つかまえようとしてる時に知り合ったんだ」

「じゃあ、手分けして外を捜さがしてみる？」

「ああ。外見は銀色の髪かみの小こ柄がらな子だ。見たらすぐ分かると思う。見つけたらケータイに連絡してくれ。……それと、もしもエリナが悪い男か何かに絡からまれてたりしたら、自分で助けずに俺を呼ぶんだぞ、いいか？」

「うん。わかった。急いで捜そ」

　三み田た村むらと別れ、達たつ哉やは校内を走り始める。

　──兎を追いかけてるとしたら、あの子の声が聞こえそうだが……。

　変質者に襲おそわれているなどと、最悪の事態は考えたくなかったが、東とう條じよう会長と約束したのに戻もどらないどころか放送にも応こたえないというのは変だし、ケータイが繫つながらないのも気になる。

　達哉は急いで捜しだそうと、足を速めた。







「三田村、いたか!?」

　走りながら三田村に連絡を取る。ケータイの番号を交こう換かんしておいて良かった。

『ううん、こっちにはいないみたい。裏門の辺あたりも捜してるんだけど……』

　淡たん々たんと喋しやべるのは三田村の癖くせなのだろうが、やはり息が切れて感情が僅わずかに滲にじみ出でている。

『里さと中なかくん、そっちはどう？』

「こっちもまだ見つかってねえ。グラウンド捜してみるから、また連絡するよ」

　電話を切り、達哉はさらに速度を上げる。

　見たところ、グラウンドにエリナの姿はない。今日は野球部が部活をしていたはずだが、午前で上がりだったのか、もう生徒達の姿が見あたらなかった。

　あの小柄な少女だし、しゃがみ込んででもいたら見み逃のがしてしまうかもしれない。隅すみから隅まで、しっかりと捜すことにする。

　が──

「いねえな……」

　所々に立つ木の裏まで捜しても、どこにも見あたらない。あと捜せるところと言えば、

「体育倉庫か……」

　コンクリ造りの小さめの建物が、グラウンドの端はしに立っている。

「……まさか、中に連れ込まれたりしてねえよな」

　もしも変質者に襲おそわれているとすれば、その可能性もあり得る──などと嫌いやな想像が頭をよぎるが、考えないようにした。

「エリナ、いねえのか！」

　達たつ哉やは名前を呼びながら、体育倉庫に走っていく。

　どうやら鍵かぎは閉まっているし、ドアに耳を当ててみてもさらに名前を呼んでみても、中に人の気配は無いようだった。

　ここにもいないのかと落らく胆たんしながら、一応というように、体育倉庫裏に顔を覗のぞかせると──

「…………っ!?」

　暗がりの中に、銀ぎん髪ぱつにツインテールの小こ柄がらな少女が、地面に倒たおれている姿が目に飛び込んできた。

「エリナ！　しっかりしろ！」

　駆かけ寄よって小柄な体を抱だき起おこすと──エリナの全身は熱く、苦しそうな息をしている。そして体は力ない。横には白しろ兎うさぎがすんすんと、どこか心配そうにエリナの指に鼻先をこすりつけていた。

「熱ねつ中ちゆう症しようか……！」

　里中兄妹は中学時代はどちらも陸上部だったのだが、練習中に恋れんが熱中症で倒れたことがある。あの時は水分補給を怠おこたったのが原因だった。

　白しろ兎うさぎを追いかけていて、体育倉庫裏に入った所で熱中症になってしまった、といったところだろうか。側そつ溝こうに落ちて怪け我がなどしていないのは不幸中の幸いだし、変質者に襲おそわれていなかったことには安心したが。

　──よりによってこんな人から隠かくれるような場所で倒たおれるなんてよ……。日ひ陰かげなのはいいが、人目につかねえのが一番良くねえ。

　達哉は小柄な体を抱かかえ上あげ、走り出す。シロは慌あわてたように後ろをついてきた。

　校内、一階にある保健室にベランダから駆かけ込こんで、ひとまずその体をベッドに寝ねかせる。

「保健教きよう諭ゆは……いねえか。休日だから仕方ねえかな」

　エリナは日焼け対策なのか、ジャージをしっかりと着込んでいた。

「…………」

　──体を冷ますために、ぬ、脱ぬがさねえといけねえよな。

　が、達哉はジャージに手を伸のばそうとして、そのまま固まる。

　手のすぐ届く場所には、紅潮したエリナの体がある。幼く見えるとはいえ、高校一年生の容よう姿し端たん麗れいな女の子の体だ。息をする度に胸が上下しており、頰ほほは赤く紅こう潮ちようしている──

「っ……！　い、いや、こういうことを考えてる場合じゃねえ！」

　これは救護行為。恥ずかしがっていてはいけない。

「す、すまねえ、エリナ……！」

　達たつ哉やは勢いに任せるようにして、少女のジャージを脱ぬがせる。下は裸はだか──なわけはなく、細い体は白い体操服に包まれていた。

　その体と顔色、呼吸を確認する。
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「……やっぱり、倒れた時の恋れんと似た症しよう状じようだな。救急車を呼ぶよりも水分か。あ、三み田た村むらにも連絡しとかねえと」

　立ち上がり、ケータイを取り出していると──

「…………ここは…………？」

　掠かすれるようなエリナの声が聞こえた。見れば、目が少しだけ開いている。

「意識戻もどったか!?　よかった……。ちょっと待ってろ！　すぐ飲み物買ってくる！」

　購こう買ばい部ぶに走って、自じ販はん機きでスポーツドリンクを購こう入にゆう。すぐに戻ってエリナの体を起こす。

　と、エリナがはっと自分の体を見て、達哉の手を払はらいのけて距きよ離りを取った。

「ちょ、ちょっと、あなた、ワタシになにしたの!?」

「な、なにって……。君が熱ねつ中ちゆう症しようで倒れてたから、介かい抱ほうしてたんだ。その、ジャージ勝手に脱がしちまったのは、悪かったと思うがよ……」

　え、とエリナの目が見開かれる。ぱっちりと開いても二重がはっきりとしている。

「……あ、そうか、ワタシ、突とつ然ぜん目め眩まいがして」

「……たぶん、兎うさぎを追いかけてる時に倒たおれたんだろ。ほら、とにかくドリンク飲めって」

　力が入らないのか、ゆっくりとだが、エリナの手がドリンクのボトルを摑つかむ。

「少しずつでいいからな。ちゃんと飲むんだぞ」

「ええ……んっ……んっ……」

　細い喉のどがこくこくと動いて、少しずつだがしっかりと水分が体に浸しん透とうしているようだった。

「……あの、ちょっと離はなれてくれるかしら」

「あ、ああ。悪い」

「……悪くないけど。異性にあまり近付かれるの、好きじゃないから」

　エリナの指輪が目に入り、達たつ哉やは慌あわてて彼女から手を放した。

　もう一度寝ねかせて、机に置いてあったうちわでエリナを扇あおいでやる。

「はあ、はふ……」

　大分、呼吸も穏おだやかになったようだった。幸い軽度の熱ねつ中ちゆう症しようだったらしい。

　エリナはその宝石のような碧へき眼がんを達哉に向ける。

「……ごめんなさい。迷めい惑わくをかけてしまったわね……」

「迷惑とか、そういうことは考えなくていいんだよ。……それよりなんで帽ぼう子しも被かぶってねえんだ？　しかも水分補給もせずに兎を追いかけてたんじゃねえのか？」

「…………ええ。つい」

「……夏場は無理しちゃだめなんだぞ。熱中症は怖こわいんだから」

　──昨日は俺おれも脱だつ水すい症しよう状じようでぶっ倒れたんだがな……。だからこそ水が大事だって分かるんだ。

　エリナの肌はだは真っ白だが、これはおそらく体質のせいだろう。日光にも弱いのではないだろうか。

「飼育委員の仕事をする時は、日光と水分に気をつけようぜ？」

「……分かったわよ」

　うちわでぱたぱたと仰あおいでやっていると、エリナの銀色の髪かみがふわふわと揺ゆれる。こうして近くで見ると、やはり見とれるくらいに綺き麗れいな顔だ。本物の人形のように見える。

　──あ、三み田た村むらにも見つけたって連絡しねえとな……。その後で会長にも伝えねえと。

「…………」

　エリナはまだ調子が戻もどっていないのか、目を少しだけ開いて達哉を見ていた。

「……あなた、ワタシを捜さがしてくれたの？」

「ああ。会長が心配してたし、三田村……って二年生も捜してたんだぞ。ケータイはどうした？」

「ケータイ……あ、昨夜は充電を忘れてたかも……」

「そうか……。ま、そういうこともあるよな。……体起こせるか？　もう少し水分取れ」

　エリナは力無くだが体を起こし、ゆっくりとドリンクを飲む。

　ふう、と小さな吐と息いきをついて、エリナの表情が少し楽になったように見えた。

「……一昨日おとといに続いて、世話になってしまったわね」

「いいよ。気にすんな」

　達たつ哉やは表情を和らげて、ほっと息をついた。もう大だい丈じよう夫ぶそうだ。

　と──窓の向こうにちょうど走っている三み田た村むらの姿が見えた。

「おい三田村！　エリナ見つけたぞ！」

　三田村はきょろきょろとあたりを見回して、達哉の姿を認めて保健室に入ってくる。

「……よかった。灰はい島じまさん、大丈夫？」

「はい。……あなたが三田村さん……ですか。捜さがしてくださって、ありがとうございます」

　達哉はほっとして、三田村に看病を変わってもらうことにした。

　──さあ、これでエリナは大丈夫だ。

　大丈夫だが──達哉の状じよう況きようはよろしくない。

　これで三田村とエリナが出会ってしまった。東とう條じよう会長もここに来るだろう。あっさりと三人が知り合ってしまうことになる。

　──これは、あの日記の効力かもしれねえな。よし、こうなったら……。

「じゃ、俺おれはシロを飼育小屋に連れて行くから。エリナ、三田村にケータイ借りて会長に電話しときなよ」

「あ……里さと中なか、達哉、だっけ……」

　エリナが顔を見上げてくる。この子は目つきは鋭するどい方だが──やはりどこか優しそうな顔をしていると達哉は思う。

「……一応、お礼は言っておくわ。…………ありがとう」

　エリナは少しだけ、目を逸そらしながらそう言った。

　──あ。

　達哉は一いつ瞬しゆん、硬こう直ちよくしてしまった。

　──まさかこれが、エリナとの『親密になる出来事』ってやつか……？

　あり得る。エリナのピンチを達哉が救った、という形になってしまったのだろう。

　今のありがとうは、日記に書かれていた出来事が起こった証明なのかもしれない。現にその言葉には、今までにないエリナの感謝の気持ちが込められていたような気がした。

「……？　どうかしたの？」

「あ、いや……なんでもねえ。それじゃ、今度からは倒たおれないように気をつけるんだぞ」

　達哉はそう言い残し、ベランダでちょこんと座っていたシロを抱だいて飼育小屋へと向かう。

　──よし……。

　エリナは助けた。三田村も保健室から動けないはずだ。急いでシロを飼育小屋に戻して──自分はそのまま家に帰ればいい。

　小走りに、飼育小屋へ向かう。檻おりを開あけ、兎うさぎを中に入れる。

「うっし……帰るか──」

「やっぱり、帰ろうとしてたんだ」

　ぎく、と小屋の入り口を見れば、階段の時と同じように、静かに三み田た村むら恭きよう子こが立っていた。

「み、三田村、エリナは……」

「東とう條じよう会長がすぐに来てくれたから。私はあなたを追いかけてきたの。また逃げようとしてるんじゃないかって思って」

　──ば、バレてたわけか……。

「さ、戻もどろ。保健室に」

「え……保健室？」







　保健室に戻ると、エリナと東條会長が待っていた。三田村は「逃げないでね」と言い置いて、今はどこかに出て行っている。

「あ。里さと中なか君……っ」

　東條会長が走り寄ってきて、ごく自然な仕草で手を摑つかんできた。

　──う、あ、あったけえ……。

　年上の美人の女性に手を摑まれるなんて、あまり経験したことがない。とくんっと胸が高鳴ってしまう。しかも端たん麗れいな顔がすぐ近くにあって、達たつ哉やの顔を見つめている。

「ありがとう、エリナを助けてくれて……」

「あ、いや……助けたってほどでも」

「助けてくれたでしょう。ワタシ、あのまま夜まであそこにいたら、どうなっていたか分からないもの」

「ほら、エリナもそう言っているぞ」

　東條会長がエリナに微笑ほほえみかけている。どこか、距きよ離りを感じさせない表情。

　──朝にも親しげに会話してたが……。

「えっと……すいません。会長とエリナは、どういう関係で？」

「ん？　私達は小さい頃ころからの知り合いだぞ」

「知り合い……ですか」

「うん。親同士の仲が良くてな。エリナとは昔からよく遊んでいたから、本当の妹のようなものなのだ。だからもう、さっきまでは心配で心配で……」

　ぎゅっと手を握にぎる力が強くなる。

「里中君、本当にありがとう……」

　その声には、裏も表もなく、感謝の気持ちしか込められていない。しかも見つめてくる目は、涙なみだで潤うるんでいるくらいで──

「ど、どういたしまして……」

　そう声を返しながら、高鳴る胸の鼓こ動どうを感じる。こんな美人の先せん輩ぱいに手を取られて、こんな視線を向けられるなんて、始めての経験だ。とくんとくんと胸が高鳴って、頰ほほまで熱くなってきた。

「……なに赤くなってるのよ。葵あおいさんは美人だから、気持ちは分からないでもないけど」

「……っ！　べ、別に赤くなってなんてねえって！」

　慌あわてる達たつ哉やに、エリナは呆あきれたような顔を向けていた。余計に頰が熱くなってくる。さらに紅潮してしまっているかもしれない。

　頰を手で隠かくすようにしていると──はっと、あることに気付いた。

　──まさか、これで会長とも親密になったってことじゃねえのか……？

　東とう條じよう会長は今、エリナは妹のようなものだと言っていた。そして事実、目が潤うるむくらいに達哉に感謝の気持ちを向けてきている。

　──どうも、それっぽくないか……？　だとしたらまずいぞ……。

　達哉が固まっていると──かちゃ、と後ろから首になにかが巻かれた。

　このごわごわとした感かん触しよくは──

「な、なんで首輪つけてるのよ、あなた」

「……俺おれがつけたわけじゃねえし」

　エリナも目を丸くしている。ため息をついて振ふり返かえってみれば、今戻もどってきたばかりらしい三み田た村むらが、じゃらりと手た綱づなを握にぎっていた。

「み、三田村君、どうして里中君に首輪を付けているのだ？」

「彼は勉強があまり好きではないようなので。補習から逃げ出さないための予防策です」

「……ああ、そういうこと。二人とも主従関係にあるのかと思ったわ」

　──そんなわけねえだろエリナ……。

　三田村は教きよう諭ゆ用の机を一いち瞥べつし、

「今からここで勉強するから。灰はい島じまさ──エリナさんのこと、放ほうっておいたら心配だし、見張りは多い方がいいし」

「え…………」

「東條会長、エリナさん。これからここで里中くんの補習をしたいんですが、いいですか？」

　東條会長とエリナは顔を見合わせ、

「うん、いいぞ。今日は保健教諭もいないようだし、私も勉強を見てあげよう」

「……っていうか、補習って。成績悪いのね、あなた。あまり頭が良さそうではないけど」

「…………」

　さりげなく酷ひどいことを言うエリナだった。

　東條会長とエリナと三田村は、三人で顔を合わせて頷うなずいている。もう、達哉が勉強嫌ぎらいだというのは共通認識になってしまったらしい。

「さ、始めるよ。座って、里さと中なかくん」

　三み田た村むらが教室から取ってきたらしいプリントを机に並べる。

　言われたとおり、机につく。達たつ哉やの後ろに囲むようにして立つのは三田村と東とう條じよう会長だ。そしてベッドでは、エリナが目を光らせている。

　──三人監かん視し状態。これは逃げられねえぞ……。

「里中くん、シャーペン持って。あとは英語だけなんだから、集中して」

「……ああ。わかったよ」

　シャーペンを動かし、問題を解き始める。

　とはいえ、とてもではないが集中など出来ない。

　日記帳に書かれていた、エリナ、東條会長と親密になる出来事──これはおそらく、もう起こったのだと思う。先ほどの二人の反応を考えると、そう判断してもいいのではないだろうか。

　もちろん、日記のことを考えればエリナを助けない方が良かったのだろう。だがあそこで見過ごすなどということは、とても出来なかった。

「……くそ」

　──これでエリナと会長については日記の通りか……。

「……里中くん、そんなに難しかった？　分からないの、どこ？」

「……いや、そういうわけじゃねえんだが」

　覗のぞき込こんでくる三田村の横顔に視線を向ける。

　──だがたぶん、三田村に関しては、まだ日記の通りになる出来事は起こってねえはず……。

　一日中一いつ緒しよにいるから親しくなっているといえばそうなのだろうが、三田村との距きよ離りがそこまで縮まったようには感じられない。

　日記には、はっきりと親密になる事が起こると書いてあったのだ。やはりエリナの熱ねつ中ちゆう症しようのように、なにか明確なきっかけの出来事があるのではないだろうか。

「…………」

　どうする、と達哉は自問する。

　──逃げられない以上、何があっても、こうして勉強しておくのがいいか。

　午前中は何も起こらなかった。あの調子で乗り切れればいい。

「……三田村、俺おれ、今から集中するからあまり喋しやべらなくなると思うぞ」

「うん。それはいいこと」

「集中は大事だからな。私達も邪じや魔まをせんように気をつけよう」

　三田村は椅い子すを横に持ってきて、達哉の傍そばに座る。東條会長は机に手を突ついて、すぐ隣となりに立っていた。

　そう──鉄の意志で勉強に集中する。三田村とはそれだけでは親密にならない、と信じるしかないだろう。

　今はまだ、日記の予言回かい避ひの糸口が全く見つからない。

　──なにかあればその都度、なんとかするしかねえ……。







「……里さと中なかくん、すごい集中力だね。もう八割方終わったよ」

　プリントは既すでにほぼ終わり。達たつ哉やはシャーペンを一度置く。

　時計を見る。吉よし村むら先生が来る午後四時まではあと一時間。今のところ、三み田た村むらとの間には何も起こっていない。ずっと勉強をしていただけだった。

「あと少しだな。……これならなんとかなりそうか」

「うん。すごいすごい」

「なかなかの集中力だな。大したものだぞ、里中君」

「ま、集中出来るのはいいことね」

　三田村も東とう條じよう会長もエリナも褒ほめてくれているが、達哉が言っているのは日記のことだった。このまま何も起こらずに補習が終わればいい──

「……さて、すまないが私は少し席を外させてもらおう」

　と、ずっと傍そばに立っていた東條会長が達哉から離はなれた。

「葵あおいさん、どこに行くんですか？」

「……お手洗いに。聞かないでくれ、恥ずかしいだろう」

「あ……ご、ごめんなさい」

　東條会長と目が合うと──彼女は頰ほほを仄ほのかに染める。

　目を伏ふせた東條会長が出て行き、足音が遠ざかっていった。

　──これは、逃げるチャンスか？　今のところは三田村と何も起こってねえが、逃げられるならそれに越したことはねえ。追試は……こうなったら、先生に明日行ってもらうように頼たのめばなんとかなるだろ。

「あの、三田村。俺おれもトイレに行きてえんだが」

「駄だ目め。そう言ってさっきは逃げたでしょ」

「あれは……その、まだ補習始めて間もなかったじゃねえか。今はちょっと、勉強が楽しくなってるからさ。逃げたりしねえよ」

「……ほんと？」

　じっと見られる。疑われているようだが、ここは無理にでも押し切るべきだ。

　こくこくと頷うなずいていると、

「……わかった。でも、私はついていけないし……」

　三田村がエリナを見る。気き遣づかうような雰ふん囲い気きだ。

「あ。ワタシはもう大だい丈じよう夫ぶですよ。一人で歩けるくらいですし」

「ううん。もう少しベッドで大人しくしてなきゃ駄だ目め。いざっていう時のために、私がここで見てるから」

　──そう。三み田た村むらなら、たぶんこう言うんじゃないかと思ってたんだ。病びよう床しようのエリナを一人には出来ないだろうと予想してた。

「……それじゃ、里さと中なかくん。すぐに帰ってきてね」

　三田村が首からチェーンを外してくれる。途と端たんに体が軽くなった気がした。

「よし、じゃ、すぐ戻もどってくるからな」

　教室を出て、ドアを閉めて、静かに歩いて二歩、三歩。

　──逃げる！

　達たつ哉やは足音を殺して走り出した。トイレの前は当然走はしり抜ぬける。入るわけがない。

　保健室は一階だ。昇しよう降こう口ぐちは廊ろう下かの角を曲がってすぐにある。

　──よし、いけるぞ……！

　角を曲がり、下げ駄た箱ばこへ駆かけ込こむ。素早く靴くつを履はき替かえて外へ。

　昇降口を飛び出すと、いくらか傾かたむいた太陽が光を投げかけてくる。解放の陽光だった。

「いよっし！　後は家に帰るだけだ!!」

　達哉がガッツポーズを決めていると──




「補習はまだ終わっていないのに、家に帰っていいのか？」




　背後から日本刀のように鋭するどい声が聞こえてきた。

　ぎくっとして背後へ振ふり返かえれば──

　東とう條じよう葵あおい生徒会長が腕を組み、柳りゆう眉びを吊つり上あげてその場に立っている。

「い、いつの間にそこに……？」

「お手洗いを出ると、誰だれかが廊下を走る音が聞こえたのだ。もしやと思って追いかけてみれば……」

　東條会長は小さな子供を叱しかるように、

「駄目じゃないか、逃げ出したりしては。さ、戻るぞ里中君」

　こちらに手を伸のばしてくる。が──達哉はその手を握にぎるわけにはいかなかった。

「勉強はやれば楽しいものだ。さあ、教室に──あっ！　ど、どこに行く!?」

　達哉は逃げ出した。ここまで来ればこっちのものなのだ。このまま学校を抜ける──

「え──」

　くるんと、視界が回った。

　気がつけば、達哉は空を見上げていた。背中には地面の感かん触しよくがある。

「すまないな、里さと中なか君。手て荒あらなことをしてしまった」

　東とう條じよう会長が腰こしに手を当て、達たつ哉やを見下ろしている。きゅっと寄せた細い眉まゆ。こういう顔も美しい。

　が──彼女の太ふと股ももの先、ちらりとスカートの中が視界に入り、達哉は顔を横に向けた。

「……今、投げたんですか？」

「うむ。君が逃げようとするのでな」

　──……合気ってやつか？　投げられたのも気付かなかったぞ。

「いかんぞ里中くん、学生の本分は勉強なのだからな。真ま面じ目めにやらなければいけない」

「はあ……ですが、俺おれは逃げなきゃいけねえっつーか……」

「む。君の勉強嫌ぎらいは相当なもののようだな。……しかし嫌いだからと言って避さけたままでいるのは良くないぞ。現に君はさっき、ちゃんと集中していたじゃないか」

「……まあ、さっきはちゃんとやってましたが」

「うん。それならまた頑がん張ばれる。ほら、行こうか」

　再びさしのべられる綺き麗れいな掌てのひら。そして真っ直ぐに達哉を見つめる、どこまでも澄すんだ瞳ひとみ。

　達哉にそれを拒こばむという選せん択たく肢しは、無いようだった。




　　　　　　　　　３




　勉強に戻もどり、それからは逃げることは出来ずに、午後の四時──

「……なんで東條と灰はい島じまがいるの？」

　教室にて。担任教師の吉よし村むら環たまきが、達哉と三み田た村むら、東條会長とエリナを見て呆あきれたような顔をしていた。エリナも体調が回復し、普ふ通つうに歩けるようになっている。

「私とエリナも、里中君の勉強に付き合わせていただいていたのです」

「まあ、そういうことになりました」

　東條会長ははきはきと、エリナはどうでも良さそうに答えている。

　吉村先生は二人の答えを受けて、目を細めて達哉を見る。

「里中。あんた休日に美人三人もはべらしてなにしてたのよ？」

「……普通に勉強してたんですよ」

「本当かしら。三田村に東條に灰島って、我が校の誇ほこる美少女トップスリーじゃない。……そういうのに興味が無いと思ってたら、あんた意外とやるもんねえ」

「そういうのってどういうのですか……。先生が想像してるようなことは何も無いんで」

「でもあんたマニアックなんでしょ？　平ひら賀が教頭から聞いてるわよ。妹モノのＤＶＤの話──」

「ぶっ……！　そ、それは間ま違ちがいですからね！　あのおっさん適当なこと広めてんじゃねーだろうな……!!」

「ん……？　里さと中なか君、ＤＶＤとはなんの話だ？　学校にＤＶＤを持ってきてはいけないという決まりのはずだぞ」

「う……そ、それはですね」

「妹モノというくらいだから、妹が沢たく山さん出てくるものかしら。でもそんなＤＶＤを見て何が面白いの？」

「お、俺おれに聞かないでくれ、エリナ……」

「里中くんって、里中さん──妹に優しいから。里中さんを撮とったホームビデオなのかな」

「いや、俺は別に恋れんに優しくねえっつーか……」

　三人とも曇くもりの無い瞳ひとみをしている。妹モノのＤＶＤなどと言われても、彼女達には本当の内容が想像すら出来ないのだろう。

「ピュアな子達で眩まぶしいわねえ、穢けがれた里中達たつ哉やくん」

「ぐ……だからあれは俺のじゃねえって言ってるでしょーが……」

　吉よし村むら先生は達哉の反応を見てくくっと楽しそうに笑っている。達哉はちっと舌打ち。隙すきあらばからかってくる担任教きよう諭ゆだった。

「ま、どういう繫つながりかは知らないけど、会長達もついてたならテストの出来にも期待してよさそうね。それじゃ、始めるわよ」

「頑がん張ばるんだぞ、里中君」

「適当にやりなさいよ。なんとかなるでしょう」

　東とう條じよう会長とエリナの声と三み田た村むらの視線を受け、達哉はシャーペンを手に吉村先生から渡されたテスト用紙に視線を落とす。

　始め、という声と共に、解答を始めた。

　…………。

　……。

　──一時間後。

「……へえ、やるじゃない里中。三教科共に八割以上取れてるわ」

「三田村達の教え方が良かったんで」

「そんなことはないぞ里中君。君の頑張りの結果だ」

　どうも、と答えておく。結局、東條会長とエリナもこんな時間まで付き合ってくれている。

「……これで塾じゆくは無しですか？」

「そうね。……あんたちゃんと出来るんだから、勉強はしときなさい。いいわね。里中妹にも、兄の勉強見てあげてって言っとくから」

「言う必要無いと思いますよ。あいつ、高二の夏からは俺の勉強見るって前から言ってたし」

「あら、そうなの？　なんだ、それじゃ補習をする必要も無かったかもね」

「いえ……。三み田た村むらと会長の教え方、分かりやすかったんで。助かったっす」

　そ、と吉よし村むら先生は笑う。東とう條じよう会長は満まん更ざらでもない顔。三田村は何事も無いように涼すずしい無表情だった。

「お疲れね、三人とも。さ、ご褒ほう美び……なんだけど、どうしよっか。枚数が足りなくなっちゃうわね」

「……ご褒美？」

「ええ、これよこれ。三田村に今日のお礼として持ってきてたんだけど」

　吉村先生は三枚のチケットを取り出す。

　それを見た瞬しゆん間かん、達たつ哉やは凍こおり付ついたような気分になった。

「……プール、無料券？」

「ええ。隣となり町まちの山際に出来た、あの大きいプールね。この前、商店街の福引きで三枚当てちゃって。三田村がプール好きなのは知ってたから、今日のお礼にあげるって話しになってたの。でも……これじゃ東條と灰はい島じまの分が無くなっちゃうわね。どうしようかしら」

　達哉はそのチケットを凝ぎよう視しして、固まっていた。

　──何度も読んだから、覚えてるぞ。明日、七月十四日の日記の描写……。




『七月十四日。三田村恭きよう子こと一いつ緒しよにプールに行くことになる。

　プールで、三田村恭子と急接近する出来事が起こる。』




「…………」

　硬こう直ちよくしている達哉の横で、吉村先生に視線を向けられた東條会長とエリナが首を振ふる。

「私はお礼などいりません。むしろ私がお礼として里さと中なか君に勉強を教えていたのですし」

「ワタシは……助けられた側ですし、貰もらう理由が無いですから」

　──お、おいおい、二人とも断るってことは……俺おれと三田村が一緒に行くって流れか……!?　もう日記の通りになり始めてやがるぞ……!!

「……そう？　それじゃ、三田村には二枚の約束だから、残りの一枚は里中にあげるわ」

「あ……い、いやいやいや！　俺は別に──」

「はい二人とも、受け取りなさい」

　強引に手にチケットを握にぎらされる。横では三田村が同じようにチケットを手に取り、どこか安あん堵どしたようにほうっと吐と息いきをついていた。

　──つ、つい受け取っちまったんだが……どうしよう。

　固まる達哉の横で、三田村は東條会長とエリナに顔を向け、

「二人は、本当に良かったんですか？　私達だけ……」

「朝から里さと中なか君に教えていたのは三み田た村むら君だろう？　頑がん張ばってテストをクリアしたのは里中君だ。だから二人が受け取って当然。気にすることはないさ」

　右に同じ、とエリナは頷うなずいている。

「……ありがとうございます」

　三田村に頭を下げられて、東とう條じよう会長は優しげな微び笑しようを浮うかべていた。

「そのチケット明日までだからね。……三田村、里中と行かないの？」

「里中くんに迷めい惑わくですから。妹と行くつもりです」

　──ん……あ、あれ？　俺おれが一いつ緒しよに行くんじゃねえのか？

　日記の描写では達たつ哉やが同行することになっているはずだ──が、予言が間ま違ちがっているのだろうか。達哉はもちろん、誘さそわれてもプールに行くつもりはないのだが。

　──三田村も俺に声を掛ける気は本当にねえみたいだし、今の所は行かねえで済むことになってるみたいだが……まだこの後になにかあるのか？

「……妹いるのか、三田村」

「うん。小学校四年生の。あの子、プール大好きだから」

　平静にそう言って、三田村はチケットを鞄かばんに仕し舞まう。

「じゃ、お疲れ様、みんな。里中兄は今後もちゃんと勉強しとくように」

　はあ、と達哉が答えて、三田村達が帰り支じ度たくを始める。

　──って、おい、終わっちまったぞ……？

　達哉は三田村の顔を見る。三田村は無表情のままで、帰る準備を進めている。

　もしかすると、一日補習をして追試をクリアすると、三田村と親密になる何かが起こるのかもしれないと思っていたのだが、結局最後までそういったことは無かった。

　一安心、なのだろうか。

　──今日は、日記の予言が外はずれた……のか……？







　校門前で、達哉は三人の女の子に顔を向ける。

「三田村と、会長もエリナも、今日はありがとな」

「私はご褒ほう美びのためにやっただけだし」

「前の学食の件とエリナのお礼さ」

「ワタシは助けてもらっただけよ。ありがとうと言うのはこちらの方だわ」

　エリナはもうすっかり復調している。足取りもしっかりしており、肌はだは白いとはいえ血けつ色しよくも良いようだ。

「では、私達はこれで失礼するよ」

「あ……いや、送っていきますよ。なんか最近、隣となり町まちで変質者が出てるらしいんで」

「む？　ああ、回かい覧らん板ばんにそんなことが書いてあったな。しかし大だい丈じよう夫ぶだ」

　ふっと風が舞まったかと思うと──校門前に音も殆ほとんど無く、黒くろ塗ぬりのリムジンが現れた。

　ドアが自動的に開き、エリナは驚おどろく達たつ哉や達に顔を向ける。

「ワタシ達はこれに乗って帰るから。むしろ、こちらがお二人を送りましょうか？」

「い、いや。俺おれは近いから歩きで帰るぞ。三み田た村むらだけ送ってもらえれば──」

「私も家、すぐ近くだし、歩いて帰るつもり。でもありがとう、エリナさん」

　──え、三田村、家近いのか……。しまった、別れて帰るつもりだったのに……。

　いえいえ、と三田村に会え釈しやくをして、エリナと東とう條じよう会長は車に乗り込んでいく。

　二人の乗った車が去るのを見送って──達哉はぎこちない動きで委員長に視線を向ける。

「あの……三田村よ。お前の家って、どのあたり？」

「私はこっち」

　三田村は道路の東側を指さす。

　──ウチと同じ方向なのかよ……。まあ、家がどこにしても、俺が送っていかなきゃならねえんだろうが。む、無理にでもさっきの車に乗ってもらえば良かったか……。

「二人ともいい人だね。エリナさん、大丈夫そうで良かった」

「そうだな。…………俺達も帰るか」

　三田村と並んで、達哉も家への道を歩き出す。

「……？　なんだか里さと中なかくん、疲れてる？」

「や、そんなことねえよ」

　考えるのは日記のことだった。三人のうち、東條会長やエリナと親密になる出来事は回かい避ひ失敗。

　だが三田村だけは回避出来た、ということだろうか。もう学校を出てしまった。エリナの熱ねつ中ちゆう症しようのように、トラブルと言えるような出来事は起こっていない。ずっと一いつ緒しよに勉強していただけだ。

　明日のプールについても、達哉は行かないでいいようだし、その件も回避出来ているのかもしれない。

　──やっぱり、今日の予言は間ま違ちがってたってことか……？　それともまだ終わってはねえのか……？

「……安心していいのか」

「？　なにが？」

「あ、な、なんでもねえ」

「……そう？」

　考え込んでいたせいか、三田村が心配するように──は見えないが、達哉の顔を覗のぞいている。

　──日記は、帰ったら読み返してみるか。一応、まだ気は抜ぬかねえようにしとこう。

　そんなことを考えながら、家の近くの四よつ辻つじに到とう着ちやく──

　三み田た村むらは立ち止まり、横を指さす。

「それじゃ、里さと中なかくん。私、こっちだから」

「……ああ。今日はありがとう。悪いな、付き合わせちまって」

「私もプールのチケット、手に入れられたから。でも里中くん、ちゃんと勉強してね」

「わかった。……それじゃ、また学校で」

「うん。また来週」

　三田村はそう言って、横の道へと歩いていった。

　──帰った、か……。

　達たつ哉やはその背中を見送っていた。やがて彼女は足を止め、一いつ軒けん家やに入っていく。

「……すげえ近所じゃねえか」

　里中家から徒歩三分程度だろう。三田村がこんなに近くに住んでいたとは知らなかった。

「はあ……」

　大きく吐と息いき。安あん堵どと疲れが混じっている。

「結局、三田村については何も起こらなかったか」

　肩かたの重りが消えたような気分だった。

　──やっぱり、今日の日記は間違ってたんだ。会長とエリナについては合ってたんだろうが、三田村については予言が外はずれた。

　ほっとして、家への道を行く。

　──日記は回かい避ひしたのか、それとも元々、外れることになってたのか……。どっちなんだろうな。どちらにせよ、絶対の予言じゃないってことなのか……？

「……ん？」

　考えながら家の近くまで来ると、なにか賑にぎやかな声が聞こえてくる。

　──公園からか？　しかしこの声のやり取り、どうも不ふ穏おんな感じがする……。

　胸むな騒さわぎがして、公園に走り込んでみると──

「……こりゃあ」

　賑やかだと思っていた声は、子供達の叫さけび声ごえだった。

　砂場の中で、土つち埃ぼこりを撒まき散ちらすような大げんかが繰くり広ひろげられている。

　騒ぎの中央にいるのは、どうやら女の子だ。Ｔシャツにホットパンツ、ポニーテールの快活そうな少女。周まわりの同い年くらいと思おぼしき男子達五人を、ばったばったとなぎ倒たおしている。

「一対五……。それでも女の子が圧あつ倒とうしてるな……」

　見たところ少女達は十歳前後のようだし、あまり性別が関係無い年とし頃ごろかもしれないが──それにしても少女は強い。男子達にビンタをかまし尻しりを蹴け飛とばし、髪かみを摑つかまれてもお構いなしで暴れまくっている。

　──いや、これはちょっと……。

「お、おい！　やり過ぎだって!!」

　男子達が泣きじゃくっていて見ていられず、達たつ哉やは慌あわてて止めに入った。

「ほらケンカすんな！　公園は楽しく遊ぶところだろ！」

　少女と、最後までなんとか残っていたスポーツ刈がりの男子とを引きはがす。

「な、なんでそんなに本気になってケンカなんてしてんだよ……」

　と、スポーツ刈りの子がまくし立てるように、

「ひでーんだよその子！　いきなりすげー怒おこり出してさ！」

「あんた達が悪いんでしょ！　ウチの家のことなんてあんた達に関係ないじゃない!!」

「す、少しからかっただけじゃねーかよ！　俺おれ達だって別にケンカしようと思ったわけじゃねーよ！」

「ちょ、ちょっとちょっと、もうよせって！　……あのな、女の子相手なんだぞ？　お前らに原因があったみたいだし、ほら、男ならびしっと謝れって」

「で、でも……」

「でもじゃねえの。他のみんなも、さっさと仲直りしろよ。……あーあ、泥どろだらけじゃねーかよ……」

　ぱんぱんっと転がっていた男子達の服を叩はたいてやる。怪け我がは無いようで、そこは一安心だ。

　男子達は少女をちらちらと見ながら、罰ばつの悪そうな顔をしている。悪い子達ではないように見えた。

「……ほら、仲直り。な？」

　少年達はやはり躊躇ためらっているようだったが──やがて、スポーツ刈りの少年がふいっと少女から顔を背けた。

「ふんっ。謝ってなんかやるもんか！」

　そのまま彼は公園を走って出て行ってしまい、他の少年達も後に続く。小さな背中達はあっという間に見えなくなってしまった。

「あらら……。仕方ねえなあ」

　──あれだけ大おお喧げん嘩かしてれば、すぐには仲直り出来ねえのも当たり前か。

　達哉は、ふう、と一つため息。

「……ま、たまには喧けん嘩かするくらいで丁度かもな。君も、怪我とか無いか？」

　ポニーテールの少女はこく、と頷うなずいた。いかにも勝ち気そうな女の子だが、目め尻じりに少し涙なみだが浮かんでいる。

「……なに言われたのかは知らねえが。ほら、気を静めろよ。深呼吸深呼吸」

「………………」

　少女は何も答えず、唇くちびるをあひるのように尖とがらせている。まだ怒っているようだった。

　──なにか、よっぽど腹の立つこと言われたんだろうな……。

　達たつ哉やはハンカチを取り出し、少女の顔の泥どろを拭ぬぐってやる。

「……ん？　あ、お前怪け我がしてるじゃねーか。ほらほっぺた。……ちょっと痛そうだな」

　達哉は懐ふところから絆ばん創そう膏こうを取り出した。達哉の制服のポケットには、恋れんがいつもハンカチとティッシュに加えて、昔はよく怪我していたせいか絆創膏を入れてくれている。

　濡ぬらしたハンカチで少女の顔を綺き麗れいにし、絆創膏を頰ほほの小さな擦かすり傷きずにぺたりと貼はる。

「これでよしっと。……しかしお前すげーな。男子五人相手に立ち回る女の子なんて初めて見たぞ」

「……ふん。男子なんて威い張ばってるだけだもん」

　強気な返答。大したものだと達哉は思う。

　目め尻じりにまだ浮かんでいる涙を指で拭ってやろうとすると、ぺしっと手を叩たたかれてしまった。警けい戒かいされているらしい。

「……さ、もう帰んな。喧けん嘩かはほどほどにしとけよ」

「……アンタにそんなこと言われる筋合い、ないもん」

　少女は顔を背けたままで素っ気なく答える。ぷくっと頰が膨ふくらんでいた。

　しかしこうして正面から見ると、相当に可愛かわいい女の子だ。活発そうだが、顔立ちは驚おどろくほど整っている。もしかしたら彼らは、少女が気になっていたからちょっかいを出してしまったのかもしれない──

「………………？」

　ふと、達哉の頭にクラスメイトの顔が浮かんだ。

　──この子、あいつにちょっと似てる？　顔立ちは幼いとはいえ、目つきとか、どことなくクールな面おも影かげが……。

「なに？　そんなにじっと見て……」

「……や、すまねえ。なんでもねえ────あ」

　ぴん、ときた。

　──あいつ……確か、小学四年生の妹がいるって言ってたはずだよな。それに、家はこの公園のすぐ近くだった。だとすれば、まさか、この子はあいつの……！

「あ、いた、奈な々な────里さと中なかくん？」

　じゃり、と誰だれかが公園に入ってくる足音と名前を呼ぶ声。達哉は顔を上げた。

　達哉と少女の元にやってくるのは、今し方、頭に浮かべていたクラスメイト──

「……み、三み田た村むら？」

「里中くん。どうしてここに？」

　つい先ほど別れた三田村は、制服のままで達哉の前にやってくる。

「どうしてって、俺おれは──」

　下に目を向けると、なにやら少女は気まずそうに達たつ哉やの陰かげに隠かくれた。

「お、おい？　どうした？」

「…………」

　少女が窺うかがうように見上げているのは、三み田た村むらの顔だが──三田村はしゃがみ込み、少女と視線を合わせた。表情に変化は無いが、少し怒おこっているように見えるのは気のせいだろうか。

「……奈な々な。その頰ほほの絆ばん創そう膏こう、どうしたの。また喧けん嘩かした？」

「……してない」

「里さと中なかくん。この子、喧嘩してた？」

「え？　あ、いや、普ふ通つうに遊んでただけじゃねえかな……」

　三田村はじっと達哉の顔を見ていたが、やがてため息をついた。

「里中くん、噓うそが下へ手た。……奈々、どうして喧嘩するの」

「……あいつが、お父さんのことからかってきたから」

「そんなの気にすることないのに。もう」

　三田村がふっと──無表情のままなのだが心なしか柔やわらかい顔つきになると、奈々と呼ばれた少女は彼女の胸に飛び込んでいく。

「…………」

　達哉は少し驚おどろいて、二人の姿を見つめていた。

　──三田村、すげー優しそうな雰ふん囲い気きになってるぞ……。女の子の頭を撫なでる手つきも温かみがあるっつーか……。こんな三田村、初めて見る……。

　と、三田村が達哉の顔を見上げてくる。

「……あ、もしかして、里中くんが喧嘩を止めてくれたとか……？」

「え？　ああいや、止めたってほどじゃねえが……」

「……ううん、止めたのはその人だよ。あたしが勝ってたのに」

　奈々がそう言うと、三田村は立ち上がってぺこりと達哉に頭を下げた。

　顔を上げて、達哉に向けられる視線には──

　どこか、三田村らしからぬ感情が含まれていた。

「ありがとう、里中くん」

「え……あ……」

　──やばい。

　そう感じた。三田村が向けてきたのは、本気の感謝か──おそらくそうだ。表情が浮うかびにくい子だけに、少しの感情も目立って伝わってくる。

　──し、しまった……。たぶんこれが、日記に書かれた出来事だったんだ……。

　さっき三田村と別れた時で、日記の件は終わったと思っていたから、油断してしまっていた。

　別れた後にこうくるとは。家に帰るまでが遠足──そういう感覚でいなければならなかったのかもしれない。

「い、いや、喧けん嘩かから助けたわけじゃねえんだぞ。俺おれは止めただけだ」

「止めてくれたから、ありがたいの。この子、やりすぎちゃう時があるから」

　三み田た村むらは少女の頭を撫なでている。

「……あ。もしかしてこの頰ほほの絆ばん創そう膏こうも、里さと中なかくんが？」

「……まあな。……あのさ、その子って三田村の──」

「うん、妹だよ。奈々、挨あい拶さつ」

「……や。男に挨拶なんてしない」

「こら。するの。しないと夕飯抜ぬき」

　ポニーテールの少女は渋しぶ々しぶといった様子で、それでもぺこりと礼れい儀ぎ正しく達たつ哉やに頭を下げる。

「……三田村奈々、十歳。忘れていいけど」

「奈々ちゃん、だな。……しかし、やっぱり三田村の妹か。似てると思ったんだ。……あ、俺は里中達哉。姉ちゃんのクラスメイトだ」

　奈々はぴくっと顔を上げ、達哉と三田村を見比べて、

「……お姉ちゃんの彼氏？」

「…………っ。い、いや、違うぞ当然」

「そうだよ奈々。里中くんは、ただのクラスメイト」

　じっと、奈々は達哉の顔を見上げてくる。

「……ふーん。普ふ通つうの顔ね。お姉ちゃんとは釣つり合あわないと思う」

「……そうかい」

　──やっぱり強気な子だな。姉とは対極にいるような感じだ。

　じっと視線を向けると、奈々はつんとした顔で胸を張り、『受けて立つ』というように見返してくる。可愛かわいらしいと言えば間ま違ちがいなく可愛らしいが、小生意気でもある。このくらいの年とし頃ごろだと普通だろうか。

「あ、そういえばお姉ちゃん。学校でプールのチケットもらってくるって言ってたけど」

「うん。貰もらってきた。明日行こうね」

「やったっ」

　姉の手を握にぎり、笑顔になった奈々はぴょんっと跳とびはねた。ポニーテールがふわりと揺ゆれる。

　それを見て、三田村はやはりはっきりと分かるくらいに、柔やわらかい表情になっていた。

　──本当に雰ふん囲い気きが変わるもんだな……。

　このギャップには驚おどろかされる。表情にははっきりと表れてはいないのだが、滲にじみ出でる慈じ愛あいというか、母性というか──そういったものを感じる。

　姉としての三田村の顔。

　──これが、彼女の素顔の一つ、ってことか……？

「……里さと中なかくん？　私の顔、なにかついてる？」

「え？　あ、いや、別に──いてっ！」

　すねを蹴けられてしまった。ローキックを食らわせた奈な々なが三み田た村むらを守るように立つ。

「あんた、お姉ちゃんに見とれてたんでしょ」

「み、見とれてねえっての！」

「噓うそ。お姉ちゃん超美人だから、あんた彼女にしてやろうって狙ねらってるんだ。分かってるんだからね、あたし」

「誤解だっての……。ただのクラスメイトだって三田村が言ったじゃねえかよ」

　番犬のような目で睨にらんでくる奈々を、「こら」とたしなめるように三田村が奈々を後ろから抱だく。

「人のこと蹴ったりしちゃ駄だ目めでしょ。里中くんに謝って」

「……やだ。お姉ちゃんをスケベな目で見る男になんて、謝らないもん」

「そんな目で見てねえよ……。ったくもう」

　頭を搔かいて、達たつ哉やは三田村に顔を向けた。

「それじゃ、三田村。俺おれはもう帰るからな」

「あ、うん。奈々が失礼なことして、ごめんなさい」

「気にしてねえよ。それじゃあな」

　そう言って、達哉は踵きびすを返す──

「あれ、達哉？　と、三田村さんだ」

　と、それは妹の声──買い物袋ぶくろを持った恋れんが公園の入り口で、達哉達を見て目をぱちくりとさせていた。好物のポッキーを咥くわえているのはいつものことだ。

　恋はぱたぱたと近付いてくる。長い長い髪かみがふわふわ揺ゆれる。

「おかえりなさい、達哉」

「ああ、ただいま。……ってお前、重い買い物するのは俺がいる時にしろって言ったじゃねえかよ。それに今は変質者のことがあるんだから、一人で外に出るんじゃねえ」

　妹の買い物袋を奪うばう。じゃがいもなどの野菜が沢たく山さん入っているせいか、ずっしりとした重みが腕にかかる。

「ありがと達哉。……こんにちは、三田村さんと──」

　恋の目が三田村の腕の中にいる女の子に向いて──奈々はぺこりとお辞じ儀ぎをする。

「初めまして、三田村恭きよう子この妹の、奈々っていいます。よろしくお願いします」

　──おい、なんだその、俺に対する態度とは天地の差の礼れい儀ぎ正しさは……。

「わ、可愛かわいい。奈々ちゃんっていうんだ。お姉ちゃんはね、里中恋っていうの。こっちの里中達哉の双ふた子ごの妹ね」

　奈々は恋になでなでと頭を撫なでられて、目を細めて嬉うれしそうにしている。

「……お前、俺おれにはローキックだったのによ」

「男なんか嫌きらいだもん」

　ぷいっとそっぽを向かれてしまう。達たつ哉やに対しては生意気モードらしかった。

「あれ、三み田た村むらさんも制服なんだ──っていうか、そうだ。変質者に襲おそわれてるってメールが、達哉に来てたみたいだけど、大だい丈じよう夫ぶだったの？　勘かん違ちがいだったってメールは来たけど……」

「あ……ごめんなさい。それは、里さと中なかくんに学校に来てもらおうと思って……噓うそのメールを送ったの」

「達哉を学校に行かせるため……？　達哉、学校で勉強してくるって言ってたけど、三田村さんに見てもらってたの？」

　恋れんが兄を怪け訝げんそうに見上げてくる。

「ああ。……元々、今日はその予定だったんだよ。昨日、小テストで悪い点取っちまったから。先生に補習受けるようにって言われてな」

「そうだったの……？　あ、それじゃあ、ウチのバカ達哉に三田村さんの休日を使わせちゃったってこと？」

　──バカってお前……。

　こんにゃろうと思っていると、三田村が静かに首を振ふる。

「私も、報ほう酬しゆうがあったから引き受けたの。これ、プールのチケット。補習を見てあげるなら、先生がくれるって言うから」

「あ、ああ、そうなんだ……。でもごめんね、達哉がお世話になっちゃったみたいで」

「ううん。里中くん、ちゃんと追試もクリアしたし。頑がん張ばってたよ」

「ほんとにぃ？」

　疑わしげに見上げてくる恋の額をつんと小こ突づいておく。

　と、恋が何かに気付いたようで、達哉のポケットに手を突つっ込こんだ。

「あ、達哉もチケット貰もらったんだ」

「ああ……まあな」

　ポケットから少しはみ出ていたらしい。恋はチケットを取り出し、それをまじまじと眺ながめている。

「……ほれ、帰るぞ恋。暗くなっちまう」

「あ、うん。……でも三田村さん、プール、明日行くの？」

「うん。そのつもり」

「……それじゃ、気をつけてね。隣となり町まち、今は変質者が出てるっていうから」

　ぴた、と達哉は足を止めた。

「変質者……って、ストーキング行為をする人っていう？　お母さんが昨日言ってたような」

「うん。わたしは回かい覧らん板ばんで見たんだけど……。このチケットのプールって、隣町にあるみたいだし。三み田た村むらさんも、奈な々なちゃんも可愛かわいいから、危険かもって思って……」

　振ふり返かえる。三田村と奈々の顔。奈々はまだ幼いから狙ねらわれないだろうが、三田村はどんな男に声をかけられても不思議ではないだろう。

　──そうか、考えてみればこの二人だけでプールに行くのは、危険じゃねえのか……？

「大だい丈じよう夫ぶだよ、恋れんお姉ちゃん。悪いやつが出たら、あたしがやっつけてやるんだから！　恭きよう子こお姉ちゃんはあたしが守るんだ！」

「う、うん……。奈々ちゃんは頼たのもしいんだけど……でも」

　恋が物言いたげな目を向けてくる。

「……なんだよ、恋」

「なんだよじゃないの。達たつ哉やも、心配じゃないの？」

「そりゃ……心配じゃねえっつったら、噓うそになるがよ」

　ちら、と三田村を見てみる。

「変質者……」

　どこか不安そうな目で、彼女は妹の姿を見ていた。自分よりも妹がストーカーに目を付けられないか気になる、ということだろうか。

　──どう考えても、危険にさらされそうなのはお前の方なんだがよ……。

　と、ふと三田村が顔をあげた。その目は達哉に向けられている。

「里さと中なかくん。明日、一いつ緒しよに来られない？」

「……え？」

「奈々、まだ小さいし、目を離はなしたらどこに行くか分からないし。里中くんが来てくれれば安心できるから。……でも、やっぱり、迷めい惑わくかな？」

　三田村のお願い。どこかこちらを窺うかがうような表情。おそらく学校の男子で、彼女からこんなお願いをされたのは自分一人だろうと達哉は思う。

　空を見上げ、目を瞑つむった。

　──なるほど、こうくるのか……。

　行かない流れになっていた──はずだ。しかし……。

「達哉、行ってあげなよ。番犬代わりにはなるでしょ」

「だ、だがよ……明日はお前と一緒に買い物行く約束があっただろ？」

「そんなのまた今度でいいよ。チケットは明日までなんだしね。そっちを優先しなきゃ」

「あ、でも……もう予定があるなら──」

「いいのいいの三田村さん。買い物なんていつでも行けるんだし」

　とんっと、恋に背中を押され、三田村の前に立つ。

「来てくれる、かな。里中くん」

「別にあんたなんか来なくていい──むぐ」

　三み田た村むらは後ろから奈な々なの口を手で塞ふさぐ。

　──しかしまあ、確かに心配ではあるんだ。

　三田村も声を掛けられるのではと不安だが、奈々は奈々で、姉を守ろうとして無茶なことでもするかもしれない。年上の男と喧けん嘩かにでもなれば、この子もただでは済まないだろう。

　だが──やはり考えなければいけないのは日記のことだ。

　あれがある以上、迂う闊かつなことは出来ない。当然、プールに行くのも断らなければならない。

　──だがよ……三田村達が変質者に本当に襲おそわれでもしたら……。

　腕を組み、考え込む。三田村が見知らぬ男に後をつけられて、さらには襲われている場面など、そんなことは想像するだけでも嫌だ。

　むう、と唸うなりながら迷っていると──

「達たつ哉やがどうしても行かないって言うなら、わたしが一いつ緒しよに行こうかな。三人なら、まだ安心出来るかもしれないし」

「お前みたいなちっこいのが一人加わっても、変質者が襲ってきたらどうにもなんねえだろ」

「む。ち、ちっこくないもん……」

　身長のことを言われたときの反論の声が、年々小さくなっている恋れんだった。双ふた子ごとはいえやはり違いは出るもののようで、妹の背の伸のびは中学二年の時から止まっている。

　──どうする……？

　元々、達哉は泳ぐのが苦手ではないし、嫌きらいでもない。それは妹の恋も知っている。ここで断ろうとし続けるのは不自然だし──クラスメイトが変質者に襲われる可能性を無視してここから逃げ出してしまうのは、当然のことながら問題があるだろう。

　──それに、明日は恋と買い物に行くって約束があったんだ。今いま更さら、別の予定があるとは言えねえ。

　──こうなっては、俺おれに選せん択たく肢しは無くなっちまう……。

　日記のことがどうしても頭から抜ぬけない──が、達哉は渋しぶ々しぶと頷うなずいた、

「……分かったよ、俺も行く」

「……来てくれる？　ありがとう、里さと中なかくん」

「えええ～……むぐ」

　露ろ骨こつに嫌そうな顔をする奈々は、またも姉に口を塞がれている。

　──本当なら俺だって行きたくねえんだぞ。あの日記のことがあるんだから……だが。

「……女の子だけで行かせられねえよ。俺もついて行かせてくれ」

「お姉ちゃんの水着姿が目当てなんでしょ。スケベ！」

「ちげーよ」

「あたっ。額つつかないでよっ」

　突つっかかってくる奈々を横目に、恋に顔を向ける。

「恋れんも来るよな」

「え？　でも、チケットが……」

「お前、前に行きたいって言ってただろ。一人分の入場料くらい大したことねえし。四人で行こう」

　恋は「やた」と笑顔を浮うかべている。隣となり町まちのプールは設備が充実していると話題になっていたし、恋も行きたいと言っていたのを覚えている。ここで連れて行かないわけにはいかないだろう。

　──恋もいてくれた方が、三み田た村むらと良い雰ふん囲い気きになったりはしないんじゃねえかと思うしな。人数は多い方がいいさ。

「でも、本当にいいの？　私から頼たのんだけど。里さと中なかくん、今日はずっと勉強してたし、明日はゆっくりしたいんじゃない？」

「むしろリフレッシュしたい気分なんだよ。……明日はよろしく頼む」

　こく、とすぐに頷うなずきが返ってきた。

「うん。里中くんが来てくれるなら、安心だから」

　──安心、か。淡たん々たんと言ってるが……ちょっと信しん頼らいしてくれてるのかな。

「うんっ。じゃあ明日は、四人でプールだねっ」

　恋が嬉うれしそうにそう言って、優しく奈な々なの手を握にぎった。奈々は達たつ哉やのことは気にしないことにしたのか、嬉しそうにぴょんぴょん跳はねてはしゃいでいる。恋には早さつ速そく懐なついているらしい。

　そしてそんな妹を見て、穏おだやかな顔をしている三田村恭きよう子こ──

「……はあ」

　結局こうなってしまうのかと、達哉は深いため息をついた。
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　いつも通り美お味いしい夕飯を食べ終わり、自室の机について日記を眺ながめる。

　昨夜の怪かい奇き現象があったせいか、日記からは妖よう気きのようなものが漂ただよっているように思えた。

「プールで、急接近か……」

　明日の描写には今までと違い、『急接近』という単語がある。

　今日も結局、三田村、東とう條じよう会長、エリナの三人ともと接近してしまう出来事があったように思う。

「……どうすりゃいいんだ」

　達哉は天てん井じようを見上げる。

「……またエリナのようなことが起こったとしたら、とてもじゃねえが避さけられねえ」

　エリナの熱ねつ中ちゆう症しように関しては、未来がどうなるということ関係無く、今の彼女に危険が及およぶ出来事だった。あの時に達たつ哉やが見つけることが出来なかったら、夜までエリナは倒たおれたままだったかもしれない。

「三み田た村むらについても、避けるのは難しかった。というか、まさかあんな大立ち回りしてるのが、あいつの妹だとは思わねえしな……」

　背もたれに体を預ける。

　冷静に考えてみても、どうにも、今日の出来事が回かい避ひ出来たとは思えない。変質者のことが書かれた回かい覧らん板ばんがあったせいか、朝のメールも無視することは出来なかった。

　──裏の裏をかく、くらいの気持ちで生活するべきか……？

「しかし裏って言ってもなあ。どこで何が起こるかも分からねえんだから、はっきりとした対策も立てられねえし……」

　──やっぱり、行き当たりばったりでいくしかねえのか……。

　とはいえ、明日の『急接近』という三文字。これが気になっている。今までのように、『親しくなる』といった描写とは違うのだ。

　今日は親しくなるという控ひかえめな描写で、エリナの熱ねつ中ちゆう症しよう。それに奈な々なの喧けん嘩かという出来事が起こった。

　だとすれば、明日はもっと大きな何かが起きるのかもしれない。

　──もっと大きな何か……？　今日の、エリナが倒れた出来事以上のこととすると……。

　顎あごに手を当て、考える。プールで起こる何か。一体どんなことなのか──

　と。ふと、不ふ吉きつな予想が頭に浮うかんだ。

「……変質者」

　そうだ。明日、達哉がプールへ向かう理由は、『女の子達を変質者から守るため』だ。

　無いとは思いたいのだが、もしかしたら──

　明日は、女の子をストーキングするという変質者が現れて、三田村と急接近する出来事に繫つながってしまうのかもしれない。

「例たとえば、三田村が変質者に狙ねらわれて、俺おれがそこから助ける、とか……？」

　口に出してみて──あり得ないことじゃねえ、そう思う達哉だった。

　昨夜のことを思い出せ。

　日記は破いても何事も無かったかのように達哉の前に戻もどってきたのだ。テレビの中でしか見たことが無いような超常現象──思い出すだけでも背筋に氷を突つき込こまれたような気分になる。

　死を司つかさどる、死神が描いた予言日記。

　そんな日記が予言する出来事──変質者に襲おそわれるくらいのことは、普ふ通つうにあるのではないだろうか。

「……明日はそう考えて、三田村に妙みような男が近付かないように見張っておくか」

　女性をストーキングする変質者、ということだが、プールの中に現れても不思議ではないだろう。あまり考えたくは無いが、後をつける──それ以上のこともしようとするかもしれない。

「よし、そうだな。三み田た村むらや恋れん、奈な々なちゃんから目を離はなさないように気をつけよう」

　達たつ哉やはよっと勢いよく立ち上がり、明日の準備を始める。

　タンスから水着を取りだそうとして──

「……あれ？　水着がねえ。どこに仕し舞まったっけか」

　部屋を出る。妹の部屋はすぐ隣となり。『恋の部屋』と招まねき猫ねこの描かれたプレートが掛かったドアをノックし、すぐに開ける。

「おい恋、俺おれの水着どこか知らねえか──あ」

　達哉は目を丸くした。

　恋は水着を着る途と中ちゆうだった。水着の下は着けているが、胸を覆おおう布はちょうど外したところだったらしい。半はん裸らというか、ほぼ裸と言っていい状態だ。

　一いつ瞬しゆん驚おどろいたものの、ふむと達哉は妹の体を眺ながめる。

　くびれの足りない体のライン。胸の膨ふくらみはあるにはあるがやはり薄く、全体的に成長が足りない。ぷりっと丸いヒップには色気があると言えるだろうが、やはりまだまだ。背もかなり低いし、十六歳にしては幼児体型と言っていいだろう。

　──…………ん？

　と、なぜか妹の顔が真っ赤になってきているのに気付いた。
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「なんで顔赤くしてんだ……ああ、それよりお前、やっぱりもうちょっとご飯食べた方がいいぞ。もっと女っぽい体にならなきゃ彼氏も出来ねえ──痛ったあ!!　め、目覚まし時計投げてくるんじゃねえよ!!」

「うっ、うるさい!!　なに普ふ通つうに見てるのよ!!　早く出てけ────────!!」

　枕まくらや本がびゅんびゅんと飛んできて、達たつ哉やは慌あわてて廊ろう下かに退たい避ひした。

「な、なんでそんなに怒おこるんだよ──うおっ!!」

　シャーペンまで投げつけられ、達哉は転がるようにして自室に戻もどる。

「達哉のバカ──────────────────────!!」

　壁かべ越ごしに大声が聞こえてくる。

「な、なんだよもう……」

　──小六までは一いつ緒しよに風ふ呂ろに入ってたんだし、双ふた子ごの兄に裸はだか見られても恥ずかしくなんてねえだろうに……。

　あいつも複雑なお年とし頃ごろなのかと、ため息をつく達哉だった。




　──とにかく、明日だ。急接近……変質者らしき男を、三み田た村むらに近づけないようにしなきゃいけねえな。それに日記の通りにするわけにもいかねえし……。

　明日は上う手まく立ち回らなければいけないだろう。そう気を引ひき締しめる達哉だった。
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『七月十四日。三田村恭きよう子こと一緒にプールに行くことになる。

　プールで、三田村恭子と急接近する出来事が起こる。』




　今日は真夏日。焼くように照りつける陽光の中、達哉は休きゆう憩けい所しよのチェアに腰こしを下ろす。

　──話には聞いてたが、すげえ広いプールだな。

　コンセプトは『南国を地元の町で満まん喫きつ』らしい。山の麓ふもとの広大な敷しき地ちに、目玉である本物の海辺のような人工砂浜プール。子供用プール、流れるプール、深めの大人用プール、さらにスネークネストなどという大型のウォータースライダー施し設せつも作られている。達哉のいる場所からでも巨きよ大だいに絡からみ合あう滑すべり台だいがよく見えている。

「……奈な々なちゃんや恋れんが来たがるわけだ」

　まだ開業時間から少ししか経たっていないが、すでにプールではカップルや家族連れの姿が見られる。子供達のはしゃぎ声が目立ち、すでに新設レジャー施し設せつは賑にぎやかな喧けん噪そうで溢あふれていた。

「達たつ哉やーっ」

　恋れんの声が聞こえた。達哉は後ろに振ふり返かえる。

「思ったより早かったな」

　きらめく陽の光の下、恋、奈な々な、そして三み田た村むらが、水着姿に着き替がえて立っていた。

　まず恋は昨夜見た水着姿。ビキニでよく似合っているが、やはり色気に欠ける。妹に色気を感じるのも問題だと思うが。ベリーロングの髪かみは大きめの三つ編みにされており、寿す司しネタの海え老びのように見える。いつもは達哉が結ってやるのだが、今日は三田村に編んでもらったらしい。

　奈々はスクール水着だった。四年生の名札が胸についている。既に適度に日焼けしていて健康そうな体だった。

　そして、奈々の姉、三田村は──

「…………」

　達哉も思わず見とれてしまった。

　三田村の透とう明めいな雰ふん囲い気きに合った白いビキニ。恋とは違って体はしっかりと育っている。胸の谷間ははっきりとしており、ふんわりとビキニを押し上げている。腰こしのラインも女らしく、張りのあるヒップから太ふと股ももにかけて陽光を浴びて輝かがやいているように見える。

　──……やっぱりスタイルいいな、三田村。肌はだも染み一つねえ、どこを見ても綺き麗れいだ……。

「いって！　な、奈々ちゃん、蹴けるんじゃねえよ！」

「今スケベな目で見てた！　お姉ちゃんに手を出したら、許さないんだからね！」

　今日も奈々は番犬モードらしい。がるるると鼻息荒あらく、達哉を睨にらんでいる。

　三田村はといえば、やや目を伏ふせて、腕を胸の下あたりで組んでいる。恥じらっている──というわけではなさそうに見えるが、

「…………」

「…………」

　しかしなんとなく、二人、何も言えないままで向き合っていると──

「……達哉。あんまりスケベな目で三田村さんのこと見ちゃ駄だ目めだよ」

「そ、そんな目で見てねえっての。奈々ちゃんといいお前といい……俺をなんだと思ってんだ」

　恋は腕を組んで「どうだか」とそっぽを向いている。昨日、着替えを覗のぞいたことをまだ根に持っているらしい。

　頭を搔かきつつ、ふと周囲を見ると、道行く男達の誰だれもが恋と三田村に視線を向けながら歩いているのに気付く。

　──……やっぱ、三田村は視線集めてるなあ。それに……なぜか、ウチの妹もえらくモテるんだよな……。
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　顔立ちは可愛かわいい方であるせいか、困ったことに恋れんもプールやビーチに行けば男に声を掛けられることがある。見た目中学生だし、恋をナンパするのは問題ではないかと思うのだが。

「さ、行こ！　恭きよう子こお姉ちゃんも恋お姉ちゃんも！　……あとついでにたつやも」

　奈々ははしゃぐように飛とび跳はねながら、達たつ哉や達を連れて砂浜プールへと走る。椰や子しの木で装そう飾しよくされた砂浜は足裏にさくさくと温かく、まるで本当に海に来たみたいだ。

　三み田た村むらを見ると──表情は変えないながらも、彼女は静かな瞳ひとみで妹のことを見守っていた。







「奈々ちゃん、ぱーすっ」

　砂浜プールにて、達哉達の間でビーチボールが飛び回る。

「はーい、恭子お姉ちゃん、とーすっ」

　女の子三人は賑にぎやかにボールをやり取りしている。三人ともとても楽しそうだ。

　そんな中──達哉は、三田村の周囲に視線を配っていた。

　──今日の描写は、三田村との急接近。

　とにかく三田村をトラブルから遠ざけるようにすれば、事件などは起こらないだろう。

　だとすれば彼女に近付く男は徹てつ底てい排はい除じよ。その方針でいくしかない。

　──しかも、出来るだけ三田村には気付かれないようにしなきゃいけねえしな……。

「…………っ」

　そう考えている傍そばから、三み田た村むらに近付こうとしている男がいるのに気付いた。

「お、おい、ちょっとお前……!!」

　達たつ哉やが慌あわてて彼女のところにばしゃばしゃと走っていくと──

「よっと」

　三田村の傍に浮いていたビーチボールを取って、男は何事もなかったように歩いていった。

「…………」

　達哉は三田村を守るように、立ちつくす。

「……里さと中なかくん、どうしたの？」

「あ、いや……なんでもねえ」

　恋れんと奈な々なもきょとんとしているようだった。

　──か、勘かん違ちがいだったか……。

　少し恥ずかしかったが、同時にほっとしていた。やり過ぎと言えるくらいに気を張っておいた方がいいだろう。いつどこで何が起こるか分からないのだから。

「達哉……？」

　──う、恋も疑念の目になってる……。

「なんでもねえって。……その、俺おれは一応、ガードマンみたいな役割だから。不ふ審しんな人を警戒してるんだよ」

「ああ、そうだったんだ。達哉、さっきからずっと怖こわい顔してるから、どうしたのかなって思っちゃった」

「里中くん、あまり気を張りすぎないで。一いつ緒しよにいてくれるだけでいいんだし」

「たつやに守ってもらわなくてもいいしね。あたしの方が強いし」

　言いつつも静かな顔の三田村と、つんとした顔の奈々。

　──ほんと、姉妹なのに対照的な反応だよな……。

「……まあ、三人とも、出来るだけ固まって行動した方がいいかもな。一人になると危険かもしれねえし」

「……そうだね。その方がいいかも。ね、三田村さん」

　こく、と頷うなずく三田村は、いくらかは信しん頼らいしてくれているように思う。表情はあまり変わっていないので分かりにくいが、おそらく言うことを聞いてくれるだろう。

　──よし、こう言っとけば、少なくとも三人ばらばらに動いたりすることはねえだろ……。

「あ、あたしかき氷ほしい。買ってくるねっ」

　ぱしゃぱしゃと走っていこうとする奈々の肩かたを摑つかんで止める。

「やっ、触さわらないでよ変態！」

「へ、変態言うな！　一人で行動するなって言ったばっかじゃねえかよ！」

　達たつ哉やの代わりに三み田た村むらが後ろから抱だきかかえると、奈な々なは子犬のように大人しくなった。

「奈々、せっかくガードマンさんがいてくれるんだから、言うこと聞かなきゃだめ」

「……わかった。お姉ちゃんがそう言うなら」

　──姉の時は素直なんだなあ。

　とにかく、今日の達哉の使命は、三人から目を離はなさないこと。そして日記の予言を回かい避ひすることだ。

　──危なっかしい奈々ちゃんもいるが……何も起こらねえでくれよな……。







　ビーチボールをひとまず置いて、次に何をしようかと話していると──

「ウォータースライダーにいこう！」

　ぴょんっと跳はねながらそう言ったのは、奈々だった。

「三田村さん、ここのウォータースライダーって、県内でも話題になってるよね」

「うん。私もＣＭ見たことある。……コースター系は、ちょっと苦手だけど」

　歩いているうちに、スライダーの入り口の到とう着ちやくした。受付を抜ぬけて階段を上がる。

　スネークネスト、というだけあって、本当に蛇へびが絡からまり合あったようなウォータースライダーらしい。全長はかなりあるようだし、これは好きな人にとってはたまらないアトラクションなのではないだろうか。

　と、長い階段を上って、ようやく頂上に到着した。受付の前では数人の客が並んでいる。下を見れば、かなり高い。三田村は静かなままだが、心なしか眉まゆが下がっているように見える。

　少し怖こわがっているように思うが──どうだろう。奈々がいるせいかいつもより感情が見えやすいように思うが、それでもやはり三田村はどこにいても表情をあまり動かさない子らしい。

「お姉ちゃん、一いつ緒しよに滑すべろうねっ」

「うん。奈々、離さないでね」

　三田村姉妹は仲良くきゅっと手を握にぎる。

「恋れん、一緒に滑ろうな」

「は？　どうしてわたしが達哉と一緒に滑るのよ」

　──……そう言うと思ったよ。

　ある程度の距きよ離りを開けて滑らないといけないらしいが──先に三人を行かせてから、順番は最後にした方がいいだろうか。一人を上に残していくのは気がかりだ。

「む……」

　受付は一人。男だが、茶ちや髪ぱつに色黒──まあ、プールの監かん視し員いんだから日焼けしているのは当然か。これでチャラついた男と思うのは偏へん見けんだろう。

　しかし、少し気になる。というか、達哉はさっきから道行く男の全すべてを警けい戒かいしている。

「……達たつ哉や、ガードマン役をしてくれるのはありがたいんだけどさ、ちょっと気にしすぎじゃない？　野犬みたいな目になってるよ？」

「このくらいで丁度なんだよ。今日はな」

　前後左右を警けい戒かいしていると、やがて順番が回ってきた。

「奈な々なちゃんが一番に滑すべる？」

「うんっ」

　恋れんの問いに奈々が元気に答え、スライダーの入り口に座ると、三み田た村むらが後ろから抱だくようにして位置についた。

「はい、二人とも、離はなれないようにしてくださいね。さ、どうぞーっ」

　受付の男の感じの良い声で、三田村と奈々がスライダーの水流に任せて滑っていく。

　二人の髪かみがなびいて奈々の楽しそうな叫さけび声ごえが聞こえて、その背中が見えなくなって──

「恋、次行っていいぞ」

「ん？　先にいいの？」

「ああ。たださ、下に着いたらすぐに三田村姉妹と合流してくれ。俺おれもすぐ行くがよ、常に三人一いつ緒しよにいるようにするんだぞ」

「ん、わかったよ。……ふふ」

「……？　なんで笑ってんだ？」

「うん。達哉って心配性だなって思ってさ」

「俺は別に心配性じゃねえよ。ほら、早く行けって」

　はいはい、と笑いながら恋もスライダーを滑っていく。

「さて、俺も行くか……。そろそろ滑っていいですか？」

「はい、どうぞーっ」

　受付のＯＫサインと共に、達哉もスライダーを滑り出す。尻しりを流れる水流が気持ちいい。

　──恋はまだ見える所にいるな。三田村達は……もう下の方に行ってるか。

　スネークネストはスライダーが入り組んでいるので、先が見えにくい。

　早く下を目指した方が良さそうだ。

　少しの時間でも──三田村を一人にするわけにはいかない。







「……ぷはっ！」

　スライダーから出口のプールの中へダイブし、顔を上げると──

「あ、達哉ー、こっちこっちー」

　プールサイドで、恋が手を振ふっていた。

　だが──

「っ。おっ、おい恋れん。三み田た村むらと奈な々なちゃんは？」

「んー、二人ならあっちだよ。ほら、ここからでも売店が見えるでしょ？」

　プールから上がり、恋の指さす方を見ると──たしかに、休きゆう憩けい所しよに隣りん接せつした売店のカウンター前に、三田村と奈々の姿が見えた。

「奈々ちゃんがかき氷が食べたいって言うからさ。でも達たつ哉やを一人で残したらはぐれちゃうじゃない。わたしだけが残ってたの」

「……そうか。じゃ、合流するか」

　妹の手を握にぎって立たせ、そのまま売店へ向かう。

　──って、おい、あれ……っ。

　三田村姉妹が休憩所のテーブルにつこうとして──それと同時に、ジュースを持った大学生くらいの男二人が明らかに三田村を狙ねらって近付いていくのが見えた。

「あっ、達哉っ」

　恋と離はなれてプールサイドを走はしり抜ぬけ、休憩所に突とつ入にゆうすると、男達がちょうど三田村の肩かたに後ろから手を伸ばそうとしていたところで──

「うわっ、足が滑すべったっ」

　達哉は転こける振ふりをして、男二人のうち一人に故意に寄りかかった。

「うおっ」

　男の持っていたジュースが零こぼれ、その体にかかってしまう。

「あ、す、すんません。転けそうになっちまって……」

「……ちっ、なんだよもう」

　手を伸ばしたネックレスの男は舌打ちして──興きようざめしたのか、連れの男と一いつ緒しよに達哉を睨にらんでから、休憩所を出て行く。

　二人が見えなくなって、達哉はほっと小さく息をついた。

　──喧けん嘩かにでもなったら、まず俺おれが負けるだろうからな……。俺は元陸上部。逃げ足は速くても殴なぐり合あいなんてやったことすらねえ。殴りかかってこないでくれて助かったぜ。

「里さと中なかくん。かき氷、買っておいたよ」

「あ、ああ。サンキュ」

　三田村は声を掛けられそうだったことに気付いていないらしかった。彼女はこれでいいのだと、達哉はほっとする。

　と、追いついてきた恋が達哉の耳に顔を寄せてきた。

「ね、三田村さん、今男の人に声掛けられそうになってたんだよね……？」

「……まあな。彼女には言うんじゃねえぞ。ナンパされて嬉うれしがるタイプじゃねえだろうしな」

「うん。……でもやっぱり三田村さんってモテるんだ。すっごく可愛かわいいもんね」

「だろうな。……一応、お前も気をつけろよ」

「うん。一人で行動しない。それでいいんでしょ？」

　そうそう、と頷うなずくと──三み田た村むらが椅い子すに座るように促うながしてきた。

「里さと中なかさんも。溶とける前に食べよ」

　奈な々なも恋れんも席についた。達たつ哉やも三田村の隣となりに座り、しゃくしゃくとかき氷を食べ始める。

　冷たい氷を口に運びながら──横目で彼女の顔を見る。

　──やっぱ、可愛かわいいよな、三田村……。

　清せい楚そな白い水着がよく似合う三田村は、姿勢よく静かにかき氷を咀そ嚼しやくしていた。

　顔もスタイルも良い。性格も妹想い。達哉の勉強に親身に付き合ってくれたし、きっと優しいのだろうと思う。遠くからでは見えにくいが、近づけば彼女の本当の姿が見えてくる。

　──モテねえわけがねえ。これで彼氏がいねえのが不思議なくらいだ。

「……里中くん？　私の顔、なにかついてる？」

「っ。い、いや……」

　視線が合って、なんとなく気恥ずかしくなった。内側から冷えろというようにさくさくと氷を口に詰つめ込こむ──

「…………っ！　っ！」

　キーンっと脳にきた。空を見上げてとんとんと首を叩たたく。

「なにしてんのよ達哉は……」

「あほう、なんだねたつやは」

　ねーっと奈々と恋が唱和して笑っていた。

　──……くそう、暢のん気きなんだからよ。

　氷を嚥えん下げして──先ほど声を掛けてきた男達のことを頭に浮うかべる。

　──たぶん、俺おれと三田村が離はなれてた時間は二、三分程度だと思うんだが……それでもあっさりと声を掛けられてた。

　もしもあれが変質者だったりしたら、今いま頃ごろどうなっていたか。三田村になんらかの危害が加えられていたかもしれない。

　昨日のエリナは、倒たおれていたところを達哉が見つけたのだ。

　もしも日記の筋書き通りに、達哉と三田村が急接近する出来事が起こるとすれば──三田村がピンチになったところを達哉が助ける、という流れになってしまうとも考えられる。

　──一分や二分でも離れるのはいけねえな。気付かれないように助けなきゃなんねえし……なかなかハードだぞ、これは。

　日は天高く燦さん々さんと照っている。まだ昼にもなっていない。

　達哉にとっては、戦いはまだまだ長く続くとも言えそうだった。




　　　　　　　　　２




「たつやー、競争しない？　競争」

「ああ……？」

　昼食をとって、午後の一時。恋れんと三み田た村むらが深めのプールで泳いでいるのをプールサイドのデッキチェアに座って眺ながめていると、奈な々なが日の光を遮さえぎるように目の前に立った。

　今のところは何も起こる気配が無いので、三田村からは目を離はなさないようにしつつも休んでいたのだが──

「競争ってなんだよ？　かけっこか？」

「どうしてプールでかけっこなんてするのよ。水泳よ水泳」

「……つってもな。俺おれと奈々ちゃんじゃ体格が違い過ぎるだろ」

「ふふん」

　奈々は腕を組んで不敵に笑う。

「水泳に体格は関係ないよ。馬が泳いでも魚には勝てないでしょ？」

　──……そりゃまあ。そう言われればそうだな。

「どう？　やるのやらないの？」

「……ま、やりたいっていうならいいがよ」

「よしっ。……お姉ちゃん！　今からたつやと競争するから！　わたしが勝つから、ちゃんと見ててね！」

　三田村がこちらに振ふり返かえった。

　──姉の前で、俺を負かしてやろうとか思ってんのかな？　いいトコ見せたいと思ってるとか？　奈々ちゃんのシスコンも相当なもんだな。

「ほらたつや、早く来なさいっ」

「へいへい。あ、こら、プールサイド走ったら転こけちまうぞっ」

　ぱたぱたとポニーテールを揺ゆらす奈々について、プールに入る。ここは飛び込み禁止だ。

　水に浸つかってみると、思ったより深い。奈々は大だい丈じよう夫ぶかと見てみると、器用に立ち泳ぎをしているようだった。

「……奈々ちゃん、本当に水泳上手そうだな」

「もう四年もやってるもん。たつやには負けないよ」

　自信満々という顔だ。すでに勝つ気でいるらしい。

　──ま、この子に勝つか負けるかは、日記の件には関係ねえだろ。こっちも本気でやってみるか。

　達たつ哉やと恋は中学時代は陸上部だったが、小学校時代に三年ほど水泳をやっている。速いというほどではないが、少なくとも遅おそくは無いはずだ。

「恭きよう子こお姉ちゃん！　今からたつやが大した男じゃないってところ、見せてあげるから！」

　奈な々ながそう姉に呼びかけ──ああ、そういうことかと納得した。

　──奈々ちゃん、水泳で俺おれを負かして、姉の里さと中なか達たつ哉やに対する評価を下げようとしてるんだろうな……。

　なんとかして姉を達哉から守ろうとしているらしい。やはり相当なシスコンだ。

　三み田た村むらと恋れんがこちらに振ふり向むき、寄ってくる。

「なに？　競争？　達哉、あんた六歳も年下の子に負けたら恥だからね？」

「ああ、分かってるよ」

「……奈々。お姉ちゃん、里中くんが泳いでるところ見たことあるけど、遅くはないよ？」

「ふふん。でもあたしの方が速いもんっ」

　達哉と奈々はスタート位置につく。ここは二十五メートルプール。先に壁かべについた方が勝ちだ。

　──泳いでる時に三田村が襲おそわれることは……さすがにねえか。

　僅わずか二十秒足らずで事件が起こることは無いだろう。幸い、今このプールにいるのは、達哉達の他には女子大生らしき人達の三人だけだった。

「それじゃ、わたしが合図したらスタートだよ。二人とも、位置について……」

　達哉と奈々が体を沈しずめて──

「よーい……どんっ！」

　二人、同時に泳ぎだした。

　泳ぎはもちろんクロール。水を搔かいてすいすいと前進する。

　横をちらりと見てみると──

　──うおっ……!?

　すでに達哉より体一つ分前を奈々が泳いでいた。

　──こ、こりゃ本気で速いぞ……！　四年やってるってのは伊だ達てじゃねえな……！

　負けてらんねえと達哉もスピードを上げる。水の流れに逆らわないように、前へ、前へと体を進める──

　再度ちらりと横を見れば、それでも追いつけない奈々の体が前に見える。

　──……ん？

　奈々が突とつ然ぜんスピードを落としたようだった──というか、体を丸めて、泳ぐのをやめて、沈んでいるように見える──

「……!?　奈々ちゃん！」

　達哉は慌あわてて追いつき、奈々の体を抱だきかかえた。ばしゃばしゃと水を搔いていて、小さな体が腕の中で暴れている。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだぞ！　落ち着け！」

　ぐっと抱だきしめてやると、ようやく安心したのか、咳せき込こみながらも達たつ哉やに体を預けて大人しくなってくれた。

「けほっ。けほっ……」

　荒あらい息をつきながら、喉のどに入った水を吐はき出だすように深く咳せきをしている。

「……足が攣つったのか？」

「けほっ。……う、うん。……いたあ」

　まだ直っていないらしく、顔をしかめてきゅっと唇くちびるを嚙かんでいた。

　──元々、足のつかないプールだからな。そりゃ足が攣ったら恐きよう慌こう状態にもなるか……。

「そういえば、俺おれも奈な々なちゃんも準備体操してねえよな、今日……」

「うん……柔じゆう軟なんって大事なんだね……。ようやく直ってきた、かな……」

　少女の顔から強こわ張ばりが取れてきた。ほうっと息をついている──

「奈々っ。どうしたのっ」

　と、すいーっと、まるで本物の魚のように泳いでくる女の子が一人。

　プロのような泳ぎでやってきた三み田た村むらは奈々の顔を覗のぞき込こむようにして、その肩かたを摑つかむ。

「怪け我がしたのっ？　どこっ？　痛いのどこっ？」

「だ、大丈夫だよお姉ちゃん。ちょっと、足が攣っただけだから」

　三田村に奈々を任せると、今度こそ本当に落ち着いたのか、彼女の肩からすっと力が抜ぬけていったようだった。後からやってきた恋れんも、奈々が足を攣っただけだと知って「準備体操しないからだよ、もう」と注意している。

　達哉も安心していると──三田村が奈々を抱だいたまま、達哉に体を寄せてきた。

「ありがとう里さと中なかくん。奈々のこと、助けてくれて……」

　──う……既き視し感かん……。

　らしくない三田村の感謝の視線。感情の浮うかんだ表情。

　嫌いやな予感がした。

　これは──昨日、奈々の喧けん嘩かを止めた時のものと同じではないだろうか。

「い、いや、大したことじゃねえから。目の前で溺おぼれそうになってたら、助けるのは当然だししよ……」

「……お、溺れそうになっては、ないもん」

「そんなことないでしょ。奈々。……やっぱり今日は、里中くんが一いつ緒しよで良かった」

　やはり、普ふ段だんの三田村らしからぬそんな言葉。妹が絡からむと、いつもの無感情な彼女とは違ってしまうらしい。先ほどからもずっと、学校では絶対に見られないような、三田村の慌あわてた姿が見られていた。

　──まさか……これが今日の、急接近する出来事……？

　そう考えてみるものの──なんだかすっきりとしない。

　昨日とあまり変わっていない気がするのだ。エリナの熱ねつ中ちゆう症しようの出来事は小さくない事件だったと思うが、あれは日記の描写ではただの親しくなる出来事だったはずだ。奈な々なは溺おぼれそうになったとはいえ、エリナに比べれば事件というほどのことでもない。

　今日の日記に書かれていたのは『急接近する出来事』だ。急接近などと強い言葉が使われているのだから、もっと大きな何かが起きる──そう予測して過ごしていたのに。

　──少し拍ひよう子し抜ぬけ、じゃねえか……？

　肩かたすかしを食らったような気分で、達たつ哉やが顎あごからぽたぽたと水すい滴てきを垂らしながら、三み田た村むら姉妹を眺ながめていると──

　姉にがっしりと抱だきついていた奈々が、どこか気まずそうに達哉へと振ふり返かえった。

「…………」

　小さな彼女は何も言わず、目を伏ふせている。口が小鳥のように尖とがっていた。

「……？　奈々ちゃん、なんだ、言いたいこととかあるのか？」

「…………べ、べつに」

　奈々は俯うつむいたままでそう呟つぶやいて──

「…………助けてくれて、ありがと。一応、感謝しとく」

　さらに小さな声でそう言って、三田村の胸に顔を埋うずめた。







「でも、奈々ちゃん速かったね。お姉ちゃん驚おどろいちゃった」

　プールサイドで休きゆう憩けい中。奈々は小さな手でジュースを飲みながら、恋れんと話をしている。

「もしかして、何かの大会とか出たことあるんじゃない？　良い成績残してたり？」

「……県の大会には、出たことある。三番だった」

「三番!?　すごいすごい！」

　ぱちぱちと恋に褒ほめられて、奈々は恥ずかしそうに頰ほほを赤らめていた。

　──こうして見てると、普ふ通つうに可愛かわいい女の子なんだがな。まあ気が強いのが悪いこととは思わねえが。

　横でじっと奈々の顔を眺めていると、赤い顔のままじろっと警けい戒かいする猫のような目で睨にらまれてしまった。怖こわくはない、というかこういう顔も愛あい嬌きようがあるのだが、大人しく顔を逸そらしておく。

「……奈々、楽しそう」

　再び恋との会話に戻もどった奈々を眺めて、隣に座る三田村がそう呟いていた。

「恋ちゃんと気が合うみたい。一いつ緒しよに来られて良かった」

「ん…………？　恋ちゃん？　そう呼ぶことにしたのか？」

「うん、お互たがいに名前をちゃん付けで呼ぼうって、さっき決めたの」

「そうなのか……」

　いつの間にか仲良くなっていたらしい。先ほどまでずっと一いつ緒しよにプールの中で話をしていたし、恋れんもどちらかといえば静かな環かん境きようが好きなタイプだ。気が合ったのかもしれない。

「里さと中なかくん」

「ん？」

「里中くんは、楽しんでる？」

　三み田た村むらは無表情──だが、どこかこちらを窺うかがうような顔に見えた。

「ああ、楽しんでるよ。外にいるのは好きだしな」

「そう……？　それなら良かった。ガードマン、みたいな形で、無理についてきてもらったから……」

「別に無理に来たわけじゃねえよ。来たかったから来たんだ。夏休みには恋と一緒に来ようってちょっと思ってたりもしたからな」

「そうなの？　里中くんも泳ぐの好きだったりする？」

「嫌きらいじゃねえよ。……三田村は、さっき少し見ただけだけど、すげえ泳ぐの上う手まかったな」

「中学の頃ころは、水泳部だったから」

「へえ……。ちょっと意外だ。インドア系だと思ってたぞ」

「家にいるのも好き。でも水の中も好きなの」

　そうか、と返しつつ、三田村のスタイルの良い体をさりげなく眺ながめる。

　たしかに先ほど、水を滑すべるように泳いでいる姿は、思わず見み惚とれてしまうくらいに様になっていた。臭くさい言い方をするなら、人魚のようというか。ミステリアスな雰ふん囲い気きのある三田村だから、余計にそういう風に見えたのかもしれない。

「三田村くらい泳げるようになれれば、気持ちよさそうだな」

「あとで教えようか？」

「ん、そうだな……」

　──いや、それはまずいか。何かの事件が起こらないにしても、必要以上に仲良くしちまうのは問題だし……。

「って、いでででっ！」

　と。突とつ然ぜん、脇わき腹ばらを抓つねられた。

　横に顔を向ければ──なぜだかぷくっと頰ほほをお餅もちみたいに膨ふくらませた奈な々なの顔がある。

「……お姉ちゃんに手を出したら、怒おこるからねっ」

「て、手なんて出してねえって。ほら、そんな膨れっ面してたら、可愛かわいい顔が台無しだぞ」

「……ふんだ。あたし、可愛くなんてないもん」

　そっぽを向かれてしまった。やはり素直なのはお姉ちゃん達限定らしい。

　恋れんはといえば──穏おだやかな笑顔を浮うかべて、俺おれ達三人のやり取りを眺ながめていた。

　──ウチの妹君も楽しんでるし……あとは日記のことが無ければ俺も心からエンジョイ出来たんだがなあ。

　そんなことを考えながら空を見上げると──

「ん…………」

　ぐるるっと、腹が妙みような音を鳴らした。

　途と端たんに鈍にぶい痛みが腹部から全身に伝わってくる。

　──うぅ、昼メシ食った後にプール入ったから、冷えちまったか……？

「……なあ、三人とも」

「なに、達たつ哉や？」

「トイレ行きたくねえか──いだっ」

　恋が奈な々なごしに体を伸のばし、ぺしっと頭を叩たたいてくる。妹の頰には少し朱しゆが差していた。

「……女の子をお手洗いに誘う男がどこにいるのよ。妹として恥ずかしいじゃないの」

「そ、そりゃ俺だって誘さそいたくねえよ。だが今日は、三人を放っておいたら危険じゃねえか。変質者の件があるんだし、それに……」

　達哉は恋れんに耳打ちする。

「俺がいねえとさ、三み田た村むら、また男に声かけられるかもしれねえだろ？」

「あ……そっか。そうだよね……」

　売店で彼女がナンパされそうになっていたことを思い出してくれたのか、こく、と恋は納得したように頷うなずいた──が、その横で奈々がぐっと小さな胸を張る。

「でも、あたしがついてるよ。恭きよう子こお姉ちゃんも恋お姉ちゃんもあたしが守ってあげるんだ！」

「……そういうこと言う奈々ちゃんが一番心配なんだよ。奈々ちゃんは女の子なんだから、危険なことはしちゃ駄だ目めだって」

「女の子でも、男の子には負けないもんっ」

　──……本当に勝ち気な子だなあ。

　恋にちらりと目め配くばせすると、あっさりと意図を読み取ってくれたようで、

「奈々ちゃん。達哉と一いつ緒しよに行こう？　お姉ちゃんね、奈々ちゃんだけでも心強いけど、やっぱりお兄ちゃんの達哉がいてくれた方がいいなって思うの」

「……そうなの？　あたしも、恭子お姉ちゃんいないと、心細いけど」

「うん。だからみんなで行こう。ね？」

　三田村も奈々に「そうしよ？」と、静かに言い聞かせている。

　と、ようやく奈々も納得してくれたようだった。

「仕方ないから、ここはたつやに頼たよってあげる」

「そりゃどーも」

「あうっ。髪かみくしゃくしゃにしないでよっ」

　無理矢理撫なでてやると、手を振ふり払はらった上にぺしっと胸を叩たたいてきた。

　──恋れんとは違うタイプの妹……って感じかな。やんちゃな子だ。

「奈な々なと里さと中なかくん、仲いいね」

「な、仲良くなんかないっ」

　どこか微笑ほほえましげな三み田た村むらに言われて、不本意そうにそっぽを向く奈々だった。







　──ふう、すっきりした……。

　手を洗ってトイレを出ると、日の光が瞼まぶたを差した。お手洗いは先ほどかき氷を食べた休きゆう憩けい所しよの、少し奥おくまったところに設置されている。

「……まだ出てきてねえか」

　トイレの前には、恋達の姿は見えなかった。

『トイレの前に俺がいるのを確認してから出てこい』と言ってあるので、おそらくお手洗いの中で待っているのだろう。少しすれば出てくるはずだ。

　達たつ哉やはトイレ横に背中を預けて、妹達が出てくるのを待つことにした。

　その間、ぼんやりと日記と、三田村のことを考える。

　──日記の示す死の予言が無ければ、三田村って、普ふ通つうに付き合いたいって思うような子かもしれねえな……。

　可愛かわいい、妹想い、料理が上う手まい、さらにスタイルも良い。あまり喋しやべらないタイプなのだろうが、こちらから話しかければ会話はちゃんと続く。

　なにより──彼女とは波長が合っているというか、一いつ緒しよにいて落ち着く感覚がある。

「……良いことずくめじゃねえか」

　女の子に興味が無いわけではないのだが、誰だれかと付き合いたいと強く思ったことは、今までにたぶん、一度も無いと思う。初はつ恋こいもまだなのではないだろうか。小さい頃ころから、一緒にいた女の子と言えば双ふた子ごの妹である恋の顔しか浮うかばないくらいだ。

　──そんな俺でも、『三田村と付き合う』って未来を想像すると……なんだかこう、ちょっとわくわくするものは感じるっていうか……。

　別に、好きというわけではない。そんなに自分は惚ほれっぽくないと達哉は思っている。

　ただ、自分が付き合うとしたら、三田村のようなタイプが良いかもしれないと、なんとなくそう感じるのだ。

「付き合う……ね」

　しかし本気で付き合うとなると、あの日記の内容が頭をもたげてくる。

　あの日記には、達哉が三田村、東とう條じよう会長、エリナの三人全員と同時に付き合い始め、五年後に死亡する、と予言されていたはずだ。

　──待てよ。だとしたら、例たとえば俺おれが三み田た村むらと……三人のうち一人と付き合ったりしたら？

　三人同時に付き合うのがアウト──ならば三人のうちの一人だけと付き合い始めれば、他の二人は必要以上に近寄っては来なくなるだろう。

　なにより日記の『クリスマスの日に三人ともと恋こい人びとになる』という描写からは確実に外れるはずだ。

　──ん……？　この方法で日記を回かい避ひするのは、意外とシンプルかつ有効なような……。

　一いつ瞬しゆん、そう考えたのだが──

　ちくりと胸が痛んだ。

「方法って……。日記を回避するっていう目的のために、女の子と付き合ったりしちゃ駄だ目めじゃねえか」

　三田村と過ごす未来も良いかもしれない、というだけで、特別本気で付き合いたいと思っているわけではない。

　──そんな不純な気持ちで、三田村みたいな良い子と恋人になろうとか、考えちゃ駄目だろ。

　軽い気持ちで彼氏彼女の関係になってしまえば、三田村を傷つけてしまうかもしれない。彼女には彼女の恋れん愛あいがある。こちらの事情だけで、それを壊こわしてはいけないはずだ。

　──そもそも予言日記が現れなきゃ、俺と三田村達はきっと話もしないままで学生生活を終えてただろうしな……。

「やっぱり俺がなんとかして、日々の日記の予言を回避するしかねえんだ」

　そうだ。今日はそのための糸口を摑つかもうと決めていた。ここからもまだ気は抜ぬけない。楽でずるい方に考えを持っていってはいけないのだろう。

　──三田村が出てきたら、また目は離はなさないようにしなきゃいけねえな。







「……ちょっと、遅おそすぎやしねえか？」

　あれから、待つこと十分。トイレからは見知らぬ女性達が出てきているが、肝かん心じんの三人が出てこない。

　外を窺うかがう顔も見えないのだが、お化け粧しよう直なおしでもしているのだろうか──

「って、プールにいるんだから化粧直しなんてするわけねえよな……」

　ざわざわと、不安が腹の底から這はい上あがってくる。

　──まさか、もうすでに三人とも外に出てる……？　だとしたら、なんで俺を待っていないどころか、姿すら見えないんだ……？

「ん？」

　スピーカーから小気味よい音が鳴り、続いて女性の声が聞こえた。




『迷子のお知らせです。滝たき中なか町からお越しの、三み田た村むら奈な々なちゃん。滝中町からお越しの、三田村奈々ちゃん。お姉さんが迷子センターでお待ちです。お姉さんが迷子センターでお待ちです』




　──な…………三田村奈々って…………。

「奈々ちゃん!?」

　達たつ哉やは飛ぶようにして走り出した。プールサイドを走らないようにとスタッフから注意されたが、今はそれどころではない。

　プールから更こう衣い室しつなどのある建物内へと飛び込んで、総合案内所の傍そばにある迷子センターまでひた走り──

「あ、達哉！」

　到とう着ちやくすると、ベンチに座っている恋れんと三田村の姿がすぐに目に入った。

　──み、三田村……。

　三田村を見て、思わず達哉は息を飲んだ。

「奈々……」

　三田村は見るからに不安げに、目を伏ふせていた。今までに見た中で、最も彼女の感情がはっきりと感じられる姿だ。

「れ、恋、なにがあったんだ？　奈々ちゃんは!?」

「えっと、えっとね……」

　恋もそわそわとしながら、

「私達、お手洗いで個室に入ってたんだけど……その、出てきたら、奈々ちゃんがどこにもいなかったの。待っててって言っておいたのに……」

「……ひ、一人でどこかに行っちまったのか」

　奈々の性格からすれば、大人しく待っておくことが出来なかったのかもしれない。

「それで、プール内は恭きよう子こちゃんと一いつ緒しよに捜さがし回ったんだけど、どこにもいなくて……」

「……そう。どこにもいないの」

　三田村はどこか上うわの空そらの声で呟つぶやいて、妹の姿を捜してか、通路に視線を向けている。

「で、でも、今ね、迷子のお知らせアナウンスしてもらったから。きっとすぐに見つかるよ。ね、達哉！」

「あ、ああ、そうだな。きっとすぐに見つかるさ！」

　ことさら明るくそう言うものの──三田村は立ち上がったり座ったり、目を皿のようにして通路を見渡していたりと、落ち着きがまったく無い。

　──普ふ段だんの彼女とは別人みたいだが、奈々ちゃんを溺でき愛あいしてるみたいだからな……。

　しかし、と達哉は考える。

　あまり考えたくないことだが、考えざるを得ない。

　──予言日記に書かれた、急接近するきっかけになる出来事……。

　おそらく今日は、三み田た村むらに関する何かが起こるのだろうと、達たつ哉やは予想していた。

　だが、昨日の東とう條じよう会長のように。三田村自身でなく、三田村が大切にしている女の子に何かが起こり、達哉がそれを助ける流れになってしまうのだとすれば──

「…………」

　ぎゅっと唇くちびるを嚙かむ。

　──相手が変質者にせよなんにせよ、危険な目に遭あうのは奈な々なちゃんって可能性がある……。

　だとすれば──三田村が襲おそわれるよりも危険だ。まだ十歳の女の子。とてもではないが、誰だれかに攫さらわれでもすれば、満足に抵てい抗こうすら出来ないだろう。

　あの元気な少女が誰かに攫われている──そんな不ふ吉きつな想像をしてしまって、達哉は拳こぶしを握にぎりしめた。

「……恋と三田村はここにいてくれ。俺おれ、捜さがしてくるから」

「え……？」

「奈々ちゃん、迷子センターの場所が分からない可能性もあるし、ウォータースライダーでもやってたら聞こえてない可能性だってあるだろ。俺が施し設せつ内を隅すみ々ずみまで捜してくるから、二人はここにいろ」

「……里さと中なかくん、私も行く。手分けして捜そ」

「いや……。三田村が一人で行動してたら、男に声掛けられちまうかもしれねえし──」

「そんなこと、どうでもいいの。私の妹なんだから、私が捜しに行く」

　三田村の達哉を見る目は意思が固そうで、これはどう言っても大人しくしていてくれそうにない。

　──気持ちも分かるしな……。俺だって妹の恋が迷子になった時は、小さい頃ころからいつだって自分で捜しに行ってたんだ。

「……分かった。ただし俺と一いつ緒しよに行動してくれ。いいな？」

　こく、と頷うなずく三田村だ。

「恋はここで待ってること。……お前も男から声掛けられることあるんだから、動くんじゃねえぞ。もし奈々ちゃんが来たら、スタッフさんに言ってアナウンスで俺達に知らせてくれ」

「う、うん、分かった！」

　妹のしっかりとした返事に「よし」と呟つぶやいて、達哉は三田村を連れて走り出す。

「三田村、プールは捜したんだよな？　隅々まで？」

「うん。ウォータースライダーの上まで捜しに行ったんだけど、どこにもいなくて……」

「……どこかのプールで潜もぐってた可能性もあるよな。もう一度、プールサイドを捜し回ってみよう」

　三み田た村むらは頷うなずいて、妹を求めて必死に辺あたりを見回している。

　──無事でいてくれよ、奈な々なちゃん……！

　悪い予想が当たっていないことを願いつつ、達たつ哉やはポニーテールの元気っ娘を捜さがしてプール内を走る──







　──くそっ、どこにもいねえ……！

　プール内の夥おびただしい人をかき分けるように小さな姿を捜し、ウォータースライダーの滑すべっている人達もチェック。休きゆう憩けい所しよ、建物内とプールのトイレ、ロッカールーム──捜せる場所は全すべて捜した。

　しかし──どこにも奈々の姿は見あたらない。

　今は迷子センターの恋れんの所に戻もどって来ているのだが、やはりあの小こ柄がらな少女はここにも姿を見せていないらしい。

「奈々……」

「……どこにいるんだ。広いには広いが、迷子が見つけられねえほどじゃねえはずなのに」

「……ねえ達哉。もしかしたら、奈々ちゃん、施し設せつの外に出てるのかも」

「……どうだろうな」

　──そうかもしれない。だが、それだと日記の描写からは少しズレる気はする。昨日の描写は学校で何かが起こるとも、そうでないとも受け取れる書き方だったが、今日の日記には、『プールで』急接近する出来事が起こる、ってはっきりと書いてあったはず……。

　学校で三人と会った時も、更こう衣い室しつでの三田村の件も、日記に場所がきちんと書いてあった場合は、そこでなんらかの出来事が起こっている。書かれ方は毎回少し違っているし、まだ日記が現れて数日だから、はっきりとは言えないが──少なくとも今のところ、場所が指定されている場合はそこで何かが起こる、というルールがあるように思える。

　だからまず調べ尽つくさないといけないのは、外ではなく、

「この施設内で、まだ行ってないところ……」

　はっと顔をあげる。

　──あ、まさか……？

「達哉、また捜しに行くの？　わたしも一いつ緒しよに行きたい……」

　恋も心配そうな顔で、辛つらそうにしている。待っているだけ、というのは嫌いやなのだろう。

　──恋は、日記の件には関係ない。こいつに危害は及およばないかな……いざとなれば俺おれが守ってやればいいか。置いていって、隠かくれてついて来られたりしたらその方が良くねえ。

　本当なら、ほんの僅わずかでも危険が起こるかもしれない場所に妹を連れて行きたくはない──が、今は人の手が多い方がいい。

「よし、それじゃ、恋れんもついてきてくれ。もし奈な々なちゃんが来たら、迷子センターのスタッフに保護してもらうように頼たのんでおこう」

　スタッフの女性にその旨むねをお願いして、達たつ哉や達は三人でプールへ向かう通路を行く。

　目的の場所はすぐに見えてきた。

「里さと中なかくん、なにか心当たりがあるのっ？」

「うおっ、み、三み田た村むら……」

　三田村がすがるように手を摑つかんでくる。温かな掌てのひらの感かん触しよくにとくんと胸が高鳴った。

　──や、柔やわらけえ掌……っておい！　こんな時にドキドキしてる場合か……！

　胸の高鳴りを抑おさえつつ、気持ちを切きり替かえる。

　前、後ろを確認──一般客はいるが、達哉達を見ているスタッフはいない。

「二人とも、こっちだ」

『スタッフ以外立ち入り禁止』の看板が立てられた通路へするりと入っていく。恋と三田村は驚おどろいているようだった。

「ね、ねえ達哉、ここって入っていいのかな？」

「良くはねえだろうよ。ただ、この施し設せつの中で俺おれ達が捜さがしてない場所って言ったら、もうスタッフ専用の空間しかねえんだ」

「奈々がスタッフ用の部屋に入り込んでるかもしれない……？」

　ああ、と頷うなずく。そうであって欲しい、と思う達哉だった。

　──三田村には言わねえが……こっちの方が人ひと気けは少ねえし、奈々ちゃんが誰だれかに連れ込まれてる可能性があるんだ。

　通路には一つずつドアが並んでおり、二階へ続く階段もあるようだった。スタッフの姿は今は無いが、万が一見つかったとしても事情を話せばいいか。

　──ただ、その場合は見つかった相手が敵の味方じゃなきゃいいが……って、敵とか……俺、すでに変質者がこのプール内にいるって思いこんじまってるな……。

　しかし、あの日記の特とく殊しゆな力で、危険人物がプールにやってきていてもまったく不思議ではない。スタッフも信用しない方がいいかもしれない。

　時間的にも、もう午後の二時半だ。午後四時にはプールを上がる予定だったから、今はもう日記に書かれていた出来事が始まっていると考えていいのではないか。

　──予言日記……。怪かい奇き現象の塊かたまりのようなもの……。

　あの夜、予言日記が捨てて破いても何事も無かったかのように達哉の元に戻もどってきた光景は、思い出すだけでも背筋が凍こおる。

　そう──『何が起こってもおかしくない』。

　あの夜以降、頭にそういった考えが生まれてしまっているのだ。

「……一つずつ確かめていくぞ。二人とも、離はなれるなよ」

　──なにがあっても、恋れんと三み田た村むらには怪け我がをさせねえ。奈な々なちゃんにもだ。

　急がなくてはならないと胸に決めて、達たつ哉やは一番手前のドアを開けた──







「奈々……どこにいるの……？」

　一階のドアを全すべて開けてみたが、どこにも奈々の姿は無かった。ダンボールだらけの物置部屋が二つ、バイト用のスタッフルームのような所が一部屋あったが、ちょうど誰だれもいない時間帯だったようで、そこにも人の気配は無し。

　どこも鍵かぎが掛かっていないのは不用心だが──こちらとしては好都合だ。

「二階に行ってみよう」

　階段を上がる。こちらは、社員用のフロアという感じだろうか。かなり広いようだが、整然としていて静かだ。廊ろう下かにダンボールが積まれてあったりなど、雑然としていた一階とは違う雰ふん囲い気き。見たところ人はいないが──

「この階にいるかな……？」

　恋は疑問だという風に言う。

　──確かに。人ひと気けが無いとはいえ、奈々ちゃんが入り込みそうな場所じゃねえし、ましてや変質者がいそうには思えねえが……。

　階段はさらに上の階に続いているようだった。

「ここは確か、一階の天てん井じようが高い二階建ての建物だったよな。……先に屋上を見に行くか」

　誰かが隠かくれそうといえば、屋上の方が怪あやしいだろう。

　足早に階段をさらに上り、重いドアを開けると、さあっと夏風が通り抜けて陽光が降り注いできた。白い床ゆかからの照り返しで目が痛い。

　屋上は狭くもなく広くもなく。のっぺりとした空間に、プレハブ型の物置が一つあるが──誰かがいるとしたらあそこくらいだろうか。

「…………」

　達哉は足音を殺すようにして近付いていき、ドアノブを捻ひねる。

　鍵は開いているようだった。

　恋、三田村と顔を見合わせて、ドアをゆっくりと開く。音も無くドアは開き、達哉は室内をそっと覗のぞき込こむ──

「いねえか……」

　シンプルな十畳じようほどの空間だった。壁かべ際ぎわの棚たなには金かな槌づちやドライバーなどの工具類が詰つめ込こまれているようだ。人が隠れるような場所は見あたらない。

　外に出て、ドアを閉めると──

「奈々……」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだよ、恭きよう子こちゃん。きっとすぐに見つかるから」

　三み田た村むらがうずくまってしまった。ただの迷子ではないと思ってしまったのかもしれない。

「……奈な々なちゃん、一体どこに行ったんだよ」

　──施し設せつ内にいるって予測が間ま違ちがってるのか？　やっぱり外に出た？　俺おれが日記に囚とらわれすぎてるのか……？

　最後のあがきという感じだが、屋上から探せないかとフェンス際まで歩いていって、プールを見下ろすと──

「……ん？」

　なにやら、プールを囲むフェンスの向こう側──この施設は山の麓ふもとにあるのだが、ちょうど森に入るような所に、小さな影かげが二つあるのが見えた。

「…………」

　目を凝こらすと、顔までは分からないが、大まかな姿は見えてくる。片方は、短たん髪ぱつの少年だ。

　──それに……ポニーテールの女の子……!?

「……!!　三田村、いた!!　見つけたぞ!!」

　三田村が顔を上げ、飛ぶようにしてフェンスに貼はり付ついた。

「ほらあそこ！　森のすぐ傍そば!!」

「あ…………っ」

　三田村はすがりつくように、達たつ哉やの指さす先を見て、

「な、奈々ぁ……」

　安心して腰こしが抜ぬけたのか、へなへなとその場に座すわり込こんでしまった。







「お姉ちゃん、ごめんなさい。勝手にいなくなったりして……」

　休きゆう憩けい所しよのベンチにて──先ほどからずっと、三田村は奈々を抱だきしめたままだった。

「……ごめんなさい。俺おれが三田村のこと、連れ出しちゃったから」

　しゅんとしているのは、見覚えのある水着姿の男の子だった。昨日の夕方、公園で奈々と喧けん嘩かをしていたスポーツ刈がりの男の子だ。奈々の学校のクラスメイトらしい。

「三田村のこと挑ちよう発はつして、怖こわくないなら山に登ってみようぜって言って……。すぐに戻もどるつもりだったんだけど……」

　この子としては軽い気持ちだったのだろうが、再会した三田村がずっと奈々を抱きしめているのを見ていて、自分がとても悪いことをしたと思ってしまったのかもしれない。さっきからぺこぺこと何度も頭を下げている。

「……ま、あんま気にすんなって」

　ぺしょ、と男の子の頭に手を乗せてやる。三田村も顔を上げて、

「そうだね……。でも山は危ないから、あなた達だけで入っちゃ駄だ目め。今度からは、ちゃんと一いつ緒しよに来てる人に伝えてね？」

「はい……。あの、三み田た村むらは、怪け我がとかしてないです。ちょっとだけ、山を歩き回ってただけだから────あ」

　ふと、女性が誰だれかの名前を呼ぶ声がして、男の子がプールの方に目を向けた。

「母ちゃんが呼んでる」

「ああ……お前の母親か。ほら、早く行ってやれ。お袋ふくろさんにも心配かけんなよ」

「うん。……あ、あのさ、三田村」

「ふん。なによ」

　少年は奈な々なと向き合って、どこかぶっきらぼうに、

「……連れ回しちゃって、悪かった」

「……？　え、なに？」

「だ、だから、ごめんって言ってるんだよ。き、昨日も、その意地悪なこと言っちまったし」

　少年はごにょごにょと、言いづらそうにしつつ。つま先でつんつんと地面をつつきつつ、

「お、俺おれは別に、お前と仲良くしたくないわけじゃねえっていうか。……む、むしろ、仲良くしたいっていうか……」

　奈々は煮にえ切きらない態度にむっときたのか、腕をぎゅっと組み、

「男ならもっとはっきり言いなさいよ！」

　と、少年もその言葉に負けまいというように、大きく胸を張った。

「だ、だからっ！　俺はお前と、もっと仲良くしたいって言ってるんだよ！」

　それは周囲の人が振ふり向むくような大きな声で──正面にいた奈々は目をぱちくりとさせている。

　そんな彼女の顔を見て、かああっと音を立てるようにして少年の顔が真っ赤になっていった。

「う……く……。ま、また明日、学校でな！」

　少年は赤くなった顔を腕で隠かくすようにして、プールの方へと走っていった。その先では母親らしき人と、弟らしき小さな男の子が待っているようだ。

　奈々は少年の後ろ姿を、ぽかんとして眺ながめているのだが──

「……ね、達たつ哉や。あの子さ、奈々ちゃんのこと好きなんだよね？」

「だろうなあ。ついつい意地悪しちまう年とし頃ごろなんだろ」

　──今のを見てれば、俺でも分かるくらいだからな。もう周まわりにはバレバレだろう。

「……？　へんなやつ」

　──奈々ちゃん本人だけが気付いてないのは、あの子にとってラッキーなのやらそうでないのやら……。

　少年の言葉の意味が分からないのか、奈々は小首を傾かしげていた。

　──……ま、奈な々なちゃんらしいって言えば奈々ちゃんらしい行方ゆくえ不明劇だったな。挑ちよう発はつされてあっさりついて行っちまうあたりが負まけず嫌ぎらいっていうか……。

「もう……奈々。心配かけないでね」

「うん……。ごめんね、お姉ちゃん」

　ようやく三み田た村むらも落ち着いたのか、表情が和らいできていた。こちらとしても一安心というところだ。

　──しかし三田村って……やっぱ感情豊かなんだなあ。

　学校ではポーカーフェイスだが、妹が関わると殆ほとんど別人だ。今日だけで彼女の印象が百八十度変わってしまった。

　──こんなに優しい顔の三田村も、知ってるのは俺おれだけか。なんだか少し、優ゆう越えつ感かんが……。

「……って」

　ぶんぶんぶん、と首を振ふる。

　──喜んでどうするんだよ……。

　三田村と仲良くなってはいけないのだから、彼女の知られざる一面なんて知らないに越したことは無いのに。

　だが──他人の女の子と一いつ緒しよにいて、こういう風に落ち着いた感覚を持つのは希まれにしかない。

　──俺が三田村に惚ほれたら話にならねえ……。常に心にブレーキを掛けて過ごさねえとな。

「里さと中なかくん」

「ん？　……う」

　三田村が、ふわりと達たつ哉やの手をその掌てのひらで包み込んだ。

　──お、女の子に手を握にぎられるってのは……慣れねえな。つい緊きん張ちようしちまう。

　さっきブレーキを掛けなければと思ったばかりなのに、心臓がドクドクと音を鳴らしている。

　三田村はほうっと深い吐と息いきをついて、達哉の目を見つめていた。

「……ありがとう、奈々のこと、見つけてくれて」

　安あん堵どと感謝に満ちた声。奈々の喧けん嘩かを止めた時や足が攣つったところを助けた時よりも、強い感情が籠こもっている。

　──ああ。たぶん、これだな……。

　達哉は諦あきらめに近い気持ちで、彼女の言葉を受け取った。

　やはり奈々の失しつ踪そうが、三田村との『急接近』のきっかけになる出来事だったのだろう。それを偶ぐう然ぜんとはいえ達哉が解決してしまったのだから──今日も日記の通りになった、ということだろうか。

　また予言には抗あらがえなかった、ということになる。

　──……もうこうなっちまったら、仕方ねえか。

「ああ……いや、俺も心配だったからな」

　奈な々なを見ると、こちらは少し罰ばつが悪そうに、

「……恋れんお姉ちゃんにも、たつやにも、悪かったと思ってます。ごめんなさい」

「いや……無事だったからいいさ。ただ、やんちゃなのもほどほどにな。奈々ちゃんは女の子なんだからよ」

　そう言うと、奈々は顔を伏ふせたまま恋の後ろに隠かくれた。恋はそれを見て、くすっと微笑ほほえみ、

「それじゃ、あと少し泳いでから帰ろっか」

「そうだな。そうするか。な、三み田た村むら」

「うん」

　三田村は達たつ哉やの手を離はなして、奈々とくっついてプールへと歩いていく。

　──無事に解決して良かった、と思うしかねえか……。変質者は出なかったし、不幸中の幸いと考えよう。

　今日も日記に敗北したと思うと、無力感のようなものを感じるが──また次の描写の時になんとかするしかないだろう。

　達哉は肩かたをぐるぐると回す。

　──ずっと気を張ってたからな……。さすがに疲れたぜ。

　プールの喧けん噪そうが心なしか、先ほどまでよりも大きく聞こえてくる気がする。

　ひとまず今日はもう、肩の荷が下りた気分だった。
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「里さと中なかくん」

「ん？」

　夕方になり、人もまばらになったプール内──更こう衣い室しつに向かう途と中ちゆう、横を歩く三田村が声をかけてくる。

「……里中くんは、どうして今日、あんなに頑がん張ばってみんなのガードマン役をやってくれたの？」

「……どうしてって、そりゃあ、男手が俺おれ一人だからだよ」

「……それに、妹さんがいたから？」

「まあ、それもあるかな」

　──一番の目的は、日記の予言を避さけるため……なんて言えるわけねえな。

　三田村は前を歩く奈々の姿を眺ながめている。恋と手を繫つないで、さすがに疲れたのか大人しくなっていた。

「……奈々のために、あんなに走り回ってくれて……ありがとう、里中くん」

「ありがとう、なんて言わなくていいよ。……俺も、さすがに心配だったしな」

「……うん」

　話しながらも、三み田た村むらは妹から目を離はなさない。

「……三田村は、本当に奈な々なちゃんのことが好きなんだな」

「それは、もちろん。妹だもの。里さと中なかくんも、恋れんちゃんのこと、大好きでしょ」

「……嫌きらいじゃねえよ。妹だしな」

　──大好き、なんて恥ずかしい言葉、男が言えるかって……。

　三田村はふっと、目を伏ふせる。

「……自分の妹だけじゃなくて、人の妹にも本気になれるんだね、里中くん」

「…………？」

　──なんだ？　この感じ……三田村らしくねえっていうか……。

　声に妙みような重みを感じた。それに三田村の表情。これはまた、今までに見たことのない陰かげがあるように思う。

「奈々のためにあんなに頑がん張ばってくれる男の人、初めて見たの」

「……？　そりゃあ、まだ奈々ちゃんは小さいし、恋こい人びとなんかもいねえだろうし」

「……うん。そうだね」

　──……？　なんだか、話が嚙かみ合あってねえ気がする……。

　なにか聞こうかと思っていると──更こう衣い室しつに着いた。

「それじゃ、達たつ哉や。また後でね」

「あ……ああ」

　恋と奈々が女子更衣室に入っていき、

「里中くん、また後で」

「……おう」

　三田村はもう、いつもの彼女に戻もどっているようだった。

　感情の読みにくい、悪い意味でなく三田村恭きよう子こらしいポーカーフェイス──

　三田村は更衣室に静かに入っていく。

　達哉もそれを見送ってから、ロッカールームへと入っていった。







　更衣室で私服に着き替がえて──達哉は妹達を待つ。

「ふあ……」

　欠伸あくびが出た。プールの後はいつも気け怠だるい。家に帰ったらぐっすり眠ねむれそうだ。

　──さっきの三田村、ちょっと様子が変だったな。

　深く突つっ込こむようなことではないと思うが、少し気になった。

　──まあ……まだ三田村には人に見せねえ顔がありそうだし。俺おれが気にすることじゃねえか……っていうか、あんまり彼女に興味を持ちすぎるのも良くねえしな。

　壁かべに背中を預けていると、女子更こう衣い室しつからひょこっと、外を窺うかがうように奈な々なが顔を見せた。今はポニーテールの髪かみを下ろしていて、いつもと雰ふん囲い気きが違って見える。

「あ、たつやだ」

　奈々は達たつ哉やの顔を見つけると、とてとてと外に出てきた。Ｔシャツにハーフパンツのラフな恰かつ好こうがよく似合っている。

「奈々ちゃん、姉ちゃん達はまだか？」

「え？　お姉ちゃん達、先に出たよ。恋れんお姉ちゃんがお手洗いに行きたいって言うから、恭きよう子こお姉ちゃんもついていったの。まだ戻もどってきてないみたいだね」

「……そうか」

　一いつ瞬しゆん、胸の中で不安が首をもたげる。

　──もう日記帳を気にすることはねえから、個別に行動しても大だい丈じよう夫ぶだろうが……。

　トイレは目に見える所に──というか、更衣室のすぐ横にある。

「奈々ちゃん、ちょっとトイレの中、見てきてくれるか？　二人を呼んできてくれ」

「んー、わかった」

　ぱたぱたと奈々がトイレに入っていき、達哉は再び壁に背中を預けた。

　──日記に関係なく、一いつ緒しよにいた方がいいだろ。一応な。

　少し待っていると、奈々が小首を傾かしげながらトイレから出てきた。

「あれ、奈々ちゃん？　恋達はまだ出てこねえのか？」

「うん……」

　奈々は不思議そうに言う。




「お姉ちゃん達、いないの。別のトイレに入ってるのかな？」




　一瞬、呼吸が止まった。

「……奈々ちゃん、本当に恋と三み田た村むらはいなかったのか？」

「いなかったよ……。どこ行っちゃったんだろ──あっ、たつやっ？」

　奈々ちゃんの手を摑つかみ、総合案内所へと走る。

「すいません、スタッフさん！　俺おれが戻ってくるまでこの子のこと見ててもらえますか！」

「え？　は、はい、いいですけど……」

　と、奈々がぐいっと服を引っ張ってくる。

「ちょっとたつや、どうしたのよっ!?」

「なんでもねえよ。奈々ちゃんの姉ちゃん達を迎むかえに行ってくる。お前はここで待ってろ」

「どうして？　あたしも行くっ」

「待ってろって。後で迎むかえに来るから──」

　ぴろりんっと、ケータイが音を鳴らした。

　取り出してみると──

「恋れん……!?」

　妹からのメールだった。タッチパネルを操作し、画面を開く。

『おく』

　ただ、その二文字だけが書かれていた。他には何も書かれていない。

　間ま違ちがいメール、書いている途と中ちゆうで送ってしまった──

　──いや、違う……!!　最後まで書けなかったんじゃねえのか!?

　今までに感じたことが無いほどの焦あせりが、全身から冷ひや汗あせを噴ふき出ださせていた。

　──しまった……。

　きっと、自分は油断してしまったのだ。あれほど油断すまいと決めていたのに。

　奈な々ながいなくなった件、三み田た村むらの心の籠こもった『ありがとう』という言葉のインパクトが大きすぎて、あの時に日記帳の予言は果たされたのだと考えてしまった。

　しかし実際には、まだ三田村との急接近のきっかけは起こっていなかったのだろう。

　考えてみれば──奈々は厳密には、プールの敷しき地ち内にはいなかった。山の中。僅わずかに敷地からは外はずれた所にいたのだ。ほんの少しのズレだから、敷地内としてカウントされたのだろうと思っていたのだが。

　やはり、最初の予想が正しかったのか。

　──急接近するきっかけになる出来事は、三田村本人に降りかかった……一いつ緒しよにいた恋も巻まき込こまれちまったって、そういうことなんじゃねえのか……!?

　ぎりっと歯を嚙かみしめ、達たつ哉やは走り出した。

「あっ、たつやってばっ！」

「奈々ちゃんはそこで待ってろ！　ついてくるんじゃねえぞ!!」

　走りながら、メールの二文字を凝ぎよう視しする。

　──おく……おく…………一体何を書こうとしたんだ、恋……!?

「おく……奥おく？　どこかの奥にいるってことか!?」

　達哉は人もまばらになったプールへと舞まい戻もどり、隅すみの方へと走っていく。空に雲が増えてきて、赤いはずの夕焼け空が灰色に隠かくれている。

　奥というのは──プールの『奥』なのかもしれない。

　奈々を捜さがす時も走り回ったし、プールの内装は覚えてしまった。スタッフから笛を鳴らされて何度も注意を受けながらも構わずに、二人を捜して走り回る──

　だが、

「くそっ、いねえ!!」

　ウォータースライダーの下まで捜さがし回ったのだが、どこにもいなかった。トイレの中も見知らぬ女性に確認してもらったが、ここにもいない。

「建物内か……!?」

　奈な々なの時はプールの外にいたが、今回は──

「あ…………!!」

　ぴんと、頭に閃ひらめくものがあった。

　──おく、って屋上のことじゃねえか!?　それを打とうとしてる途と中ちゆうで、打てなくなっちまったとか……！

　そうかもしれねえ、と達たつ哉やは建物内に走り込み、廊ろう下かを走はしり抜ぬけて途中で横に逸それる。

　スタッフ用の通路に入り、階段を駆け上っていく。二階、三階を抜けて──屋上のドアを開ける──

「……っ!?　あ、開かねえ!!」

　がちゃがちゃとドアノブを捻ひねろうとするが、回らない。向こうから鍵かぎが掛けられているのだろうか。

　──幸い、あまり頑がん丈じようそうなドアじゃねえ。大きめのガラスがはめ込まれてるが、これを割ればなんとかなる……！

「あっ、こら君！　ここに一般客は入っちゃいかんよ！」

　と、下を見れば、ワイシャツにスラックス姿の会社員らしき人がこちらに声を張っている。

「あの！　この屋上のドア、開かないことってあるんっすか！　ドアノブが回らねえんだ！」

「ドアノブが……？　いや、屋上のドアは内側からしか鍵が掛けられないはずだよ」

「……くそっ、じゃあやっぱり」

　舌打ちし、壁かべを殴なぐりつける。

　──だったら、この向こうで何かが起こってるってことじゃねえかよ！

　達哉は助走をつけて、ドアに体当たりする。

「こ、こら君！　何してるんだい！」

「この向こうで連れが危険な目に遭あってるかもしれねえんだ！　俺おれが助けに行かねえと！」

「き、危険な目って──ああっ、そんなにしたらドアが壊こわれるよ！　事情を説明しなさい、事情を！」

「説明できねえんだ！　とにかく、屋上が締しめ切きられてる！　向こうで何かが起こってるってのは分かるだろ!?」

　男性の声に構わず、何度も体当たりする。

　──くそっ、建物自体新しいせいか、全然開かねえ……！

「ちょっと待ちなさい君！　ドアは私が開けてあげるから！　少しだけ待っていなさい！」

　男性はどこかに走っていく。その間も達哉は体当たりを続けていたが──

「──よし、少しどいていなさい、君！」

　戻もどってきた彼は、ドライバーを持っていた。慣れた手つきでくるくると蝶ちよう番つがいのネジを外していく。見る見るうちにドアが弛ゆるみ、

「よっ、と……」

　男性が戸を外してくれて──しかし思った以上に重かったのか、ふらふらよろけているが、

「ありがとうございます!!」

　構わず達たつ哉やは大声でそう言って、屋上へと飛び出した。

　左右を見渡しても人の姿は無い。しかしきっとここにいる。そういう気がする。

　屋上の一角には、先ほど奈な々なを捜さがしている時に入ったプレハブ物置がある。

「あそこか……。恋れん!!　いるなら返事しろ!!」

　天まで届けと、腹の底から声を張り上げると──

　ガシャンッ!!

　声は聞こえなかったが、代わりに返答するように、何かが落ちるような音がプレハブの中から聞こえてきた。

　──やっぱりいる、恋……!!

　達哉はプレハブに飛びつくようにして、ドアを勢いよく開け放つ。

　躊ちゆう躇ちよ無く中に飛び込んでいくと──

「うおっ!?」

　突とつ然ぜん目の前を鋭利なナイフが通とおり抜ぬけた。間かん一いつ髪ぱつ、達哉は体を反らして刃やいばをかわし、背中を壁かべにぶつけた。

「ちっ」

　舌打ちは男のもの。目の前に立つ見覚えのあるＴシャツに水着姿の男が、ナイフを構えて顔をゆがめている。

　ウォータースライダーの受付をしていた茶ちや髪ぱつに色黒の男だ。あの時は感じの良い男性だと思ったのだが──今は殆ほとんど別人。眉み間けんに皺しわが寄り、息も荒あらく豹ひよう変へんした顔つきと、その手に握にぎられた、鈍にび色いろに光る刃は渡わたり十センチほどのナイフ。

　──こ、こいつが、ストーキング行為をする変質者ってやつか……？　ナイフを持ってるなんて聞いてねえぞ……！

　しかも、さらに悪いことに、達哉の視界には別の男の姿も映っている。

　──一人じゃねえとか……勘かん弁べんしてくれよ……!!

　達哉と向かい合っている男の他に、部屋の奥おくにはもう一人のナイフを持った男がいた。こちらは耳にピアスを開けている。人相は蛇へびのように鋭するどく、不ふ穏おんなものを漂ただよわせている。

　そして、ピアスの男の傍そばには──

「恋、三み田た村むら……!!」

　二人の女の子が寄より添そうようにして、腕を縛しばられ口をガムテープで塞ふさがれて転がされていた。

　恋れんも三み田た村むらも、目が赤くなって頰ほほに涙なみだの後が見える。しかも──

「…………!!」

　達たつ哉やは怒いかりで頭が煮にえそうになった。

　三田村は無傷だ。しかし恋の片頰が赤くなっている。まるで、頰を張られたように。

　──こいつら……!!

「お前ら、ウチの妹になにしやがった!?」

　恋に向かって走り寄ろうとするが──目の前にナイフを突つき出だされ、止まらざるを得ない。

「んーっ！　んーっ！」

　恋も三田村も、恐きよう怖ふに顔が歪ゆがんでいる。ガムテープで口を塞がれて言葉が紡つむげないのだ。

　──は、早く助けねえといけねえのに……!!

　しかしこちらには武器も何もない。考え無しで突っ込んだのは失敗だったかもしれない。

　達哉が動けないと分かったのか、ピアスの男が口元に歪いびつな笑えみを浮うかべ、三田村のスカートにナイフを伸のばそうとする。三田村はびくっと体を激しく震ふるわせ、這はうように後ろへ下がろうとしている──

「や、やめろ!!　その子達に手ぇ出すんじゃねえ!!」

　駆かけ寄よろうとしても、目前のナイフ男が無言で刃やいばを突き出して行く手を遮さえぎってくる。二人とも、まったく喋しやべらずに表情と動きだけで感情を示しているのが不気味で、音の無い這はい寄よるような圧力を感じる。
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　確か、変質者はストーキング行為をするだけだったはずだが──この二人の様子を見ていると、こちらの体を斬きりつけるようなことは当然のようにやってきそうだった。

　──く、くそ、このままじゃ三み田た村むらが……!!　こうなったら無理にでも突つっ込こんでいくしかねえか……!?

　躊躇ためらう。達たつ哉やは口は悪いが、父親くらいとしか喧けん嘩かをしたことが無い。こんな刃は物ものを使うような相手に立ち向かうのは、もちろん始めてだ。

　しかし──達哉は唇くちびるを強く嚙かみしめた。

　──迷ってる暇ひまはねえ……俺おれが助けねえで誰だれが助けるっていうんだ!!

　体を沈しずめる。せめて肌はだを切るくらいにしてくれよと願いながら、足に力を込めると──

「たつや、これ使ってっ!!」

　プレハブの入り口から甲かん高だかい少女の声。そちらを見れば、追いかけてきたらしい奈な々なが、どこからか取ってきたのであろう掃そう除じ用のモップを投げてくる。

　──さ、サンキュ、奈々ちゃん……!!

　来ないようにと言いつけたのに──とも思ったが、こうなれば彼女が天の助けに見える。

　達哉はモップを受け取って、目の前のナイフ男に殴なぐりかかった。

「このガキッ!!」

　男がナイフを突き出してくるのをすんでのところでしゃがんでかわし、ごつっと柄つかの部分を男の鳩尾みぞおちに突き入れる。

　鈍にぶい感かん触しようが手に響ひびいたが、今は相手の身を案じている余よ裕ゆうが無い。さらにとどめとばかりに股こ間かんを蹴けり上あげると、長ちよう髪はつのナイフ男はぐにゃりと体を曲げてくずおれた。

　──よし、あとはピアス男だけ……!!

　視線を前へ。ピアス男に狙ねらいを定めて、達哉は大きくモップを振ふりかぶる──

「…………!?」

　しかしその時にはすでに、ピアス男が滑すべるようにして達哉に距きよ離りを詰つめてきていた。

　不意をつかれ、達哉の反応が追いつかない。しかも片手のナイフが風を切って突き出されてくる。

　迷い無く一直線に、達哉の顔面に向かって──

　──よ、避よけきれねえ……!?

　達哉は咄とつ嗟さに顔を逸そらすが、迫せってくるナイフの方が遥はるかに速い。

　時間がスローモーションになったように感じる。全身の血が氷水になったような悪お寒かん。おそらく一いつ瞬しゆん後ごには、自分の顔は血まみれになっている。

　悲鳴を上げる暇も無かった。

　なすすべもなく、達たつ哉やはナイフの一いち撃げきを頰ほほで受け止めることに──

「ん──────────────────!!」

　突とつ然ぜん、プレハブ内にくぐもった叫さけび声ごえが響ひびいた。

　その直後、ピアス男がバランスを崩くずし、ナイフの軌き道どうが逸それて達哉の頰の数ミリ横を突つき抜ぬけていく。

「うっ、おおおおおおおお!!」

　達哉は殆ほとんど反射的に膝ひざを突き上げ、男の腹部にめり込ませる。

　鳩尾みぞおちに入ったのか、ピアス男はこほっと声にならない声をあげて──

「…………っ」

　がくんと膝をつき、床ゆかに顔から倒たおれ込こんだ。

「はっ、はっ、はっ、はっ……」

　達哉は荒あらい息をつく。膝が震ふるえ、腰こしが抜けたように座すわり込こんだ。

「ん、んー……っ」

　男に体当たりをしたらしい恋れんが、地面に倒れたまま達哉を見上げている。

　自分も怖こわかっただろうに、どこまでも兄の身だけを案じるような顔で──

「……恋」

　無事を確かめるように、達哉は妹の名前を呼んだ。

　──助けに来たのに、助けられちまったな……。




　　　　　　　　　４




「奈な々なちゃん、モップ持ってきてくれてありがとな。あれが無かったら助けられなかったよ」

「……ちょうど屋上入り口の脇わきに立てかけてあったから。でも別に、たつやのこと助けたわけじゃないんだからね」

　いつものようにそっぽを向く奈々だったが──実際、この子が来てくれなかったら素手で立ち向かわなければならなかっただろう。あの職員の男性はあまりの事態に驚おどろいたようで、助けるよりも先に警察を呼びに行ったらしかった。それもどうなんだと思うのだが、結果として助かったのだから良しとしておこう。

　夕方。空を覆おおっていた雲は晴れており、達哉達は橙だいだいの空の下で家路についている。もう少しで家が見えてくるところだ。

「……」

　あの後、二人のナイフ男はやってきた警察に逮たい捕ほされた。彼らは片方はプールのスタッフ、もう片方は客として入り込み、獲え物ものを物色していたらしい。プール施し設せつの屋上は普ふ段だんまったく人が入らないということを調べていたようで、片方がスタッフであることを利用し、そこで女性を襲おそおうと決めていたのだとかなんとか。先日までのストーキング中は、機会が無くて行為に及およべなかっただけだったと供述したのだとか。

　──それで、今回ターゲットに選ばれちまったのが、三み田た村むらと恋れんだったってことかよ……。

　三田村は奈な々なと、恋は達たつ哉やとずっと手を繫つないでいる。三田村の方は危き機き一いつ髪ぱつだったとはいえ、男達から特別手を触ふれられたりということも無かったらしい。今も比較的落ち着いているようだった。

　ただ、恋は兄にメールを送ったりなどのアクションを起こしていたようで、それを見つかった時に頰ほほを打たれたらしい──

「恋ちゃん……頰は、痛くない？」

　三田村が心配そうに聞くと、恋は殊こと更さら明るい笑顔を浮うかべる。

「全然痛くないよ。それに、達哉が来てくれるって分かってたから、そんなに怖こわくなかったし」

　──……こいつは、もう。

　心配かけまいとしているのが丸わかりだ。捕つかまっている時は、あんなに泣きそうな顔をしていたというのに。

　しかもそんな状態で、兄を助けるためにナイフ男にタックルを敢かん行こうするなど──本当に、大した妹だと思う。

「……そうだね。里さと中なかくん、助けに来てくれた」

「……いや、俺おれだけの力じゃ助けられなかったよ。奈々ちゃんと恋のお陰かげだ」

「そんなことないでしょ。……あたし、悔くやしいけど、怖くてプレハブの中にも入れなかったもん。……たつや、ちょっとだけ、すごいって思ったよ」

　奈々はそう言ってくれるが──実際のところ、達哉も完全にナイフにびびっていた。恋がいなければ頰を切きり裂さかれていただろうし、自分が臆おく病びようなのだと思い知らされてしまった。

　それに──助けに行くのは遅おそかった。

　もっと早く助けていれば、

「…………」

　ぎゅっと妹の手を握にぎる。すぐに、小さな掌てのひらは兄の手を握り返してくる。

　──もっと早く助けてれば、恋が頰を打たれることも、無かったはずじゃねえか……。

　双ふた子ごの妹とくっつくようにして歩いていると──やがて、里中家近くの四よつ辻つじに到とう着ちやくした。

「……それじゃ、里中くん、恋ちゃん。私達はこっちだから」

　そう言って、三田村が達哉の顔を、じっと見つめてくる。

　朝とは、彼女の達哉の顔を見る表情が違っているように見えた。壁かべ──のようなものが薄くなっている、とでもいうのだろうか。

　──いや、変わったのは、俺の三田村に対する意識かもしれねえな。

　ミステリアスなクラスメイトから、妹想いの優しい同級生へ。達哉の彼女のイメージは、朝とはまったく違っている。

　──ま、だからって言って異性として好意を持つようになったかって言えば、そういうわけでもねえんだがな。

「里さと中なかくんは……」

　三み田た村むらは一いつ瞬しゆんだけ、唇くちびるを震ふるわせて、何かを言おうとして──

　その口は、一度きゅっとつぐまれて、

「……今日はありがと。楽しかった。それに助けに来てくれて、嬉うれしかった」

　それだけ言った。いつもと違う感情が声に込められているように思ったが、やはり、はっきりとは摑つかめなかった。

「ほら、奈な々なも挨あい拶さつ」

「……うん」

　奈々は三田村の前に出てくる。

「恋れんお姉ちゃん、今日はすっごく楽しかった。また遊んでねっ。……ほっぺた、家に帰ったらちゃんと冷やしてね」

「うん、ありがと奈々ちゃん。また遊ぼうね」

　恋は本当の妹に対するように、微び笑しようを浮うかべてなでなでと奈々の頭を撫なでる。

　そして奈々は──達たつ哉やの顔を見上げてきた。腕を組んで、ぐっと小さな胸を張る。

「たつやは、あれだね。もっと鍛きたえて、男らしくならなきゃダメだね」

「……そうだな。そうかもしれねえ」

　ぽむ、と奈々の頭に手を置くと──振ふり払はらわれるかと思ったのだが、抵てい抗こうは無く、

「……でもま、ちょっとだけ見直した。ほんのちょっとだけだけど」

　ぽつりと、それは小さな声。しかし彼女が初めて達哉に向けてくれた、穏おだやかな声音だった。

「たつやがどうしてもって言うなら、また遊んであげるね」

「サンキュ。楽しみにしとくよ」

「……ふん。それじゃ、また今度ね」

　奈々はぴょいっと姉の後ろに隠かくれ、三田村が最後に恋と少し話をして──

「じゃあ……私達はこれで」

「ああ。……今日はゆっくり休めよな、三田村」

　三田村はこくんと、静かに頷うなずいた。

「またね、里中くん」

「ああ、またな」

　彼女はなぜか穏やかに目を細めて、何かを嚙かみしめるようにもう一つ頷いて、

「……またね。恋ちゃんも。また学校で」

「またねっ！」

　三み田た村むら姉妹は、夕焼け空の下を自分の家へと歩いていった。

　──たぶん、三田村との距きよ離りはまた縮まったんだろうな……。俺おれがあの時、囚とらわれた彼女を助けちまったから。

　もちろん、助けたことを後こう悔かいなどはしていない。彼女が無事で良かったと思う。

　──ただ日記には勝てなかったことが、歯がゆいな。また次に頑がん張ばるしかねえか……。

　遠ざかる背中を見送り、二人が家まで辿たどり着つくのを見届けて、最後にこちらを振ふり返かえる姉妹とお互たがい手を振ふり合あって、

「さて、俺達も帰るか──っと……」

　突とつ然ぜん、恋れんが抱だきついてきた。ぎゅっと背中に腕を回し、顔を胸にこすりつけてきている。

「……恋」

　そっと頭を撫なでてやると、その細い肩かたが震ふるえ始めた。

　すん、すんっと、押し殺すような嗚お咽えつが聞こえてくる。

「……すまねえ、もっと早く捜さがし出だしてれば、お前が怖こわい思いせずに済んだのに」

「……ううん。達たつ哉や、来てくれるって、分かってたもん……。それに、一番怖かったのは、達哉がナイフで、顔を、斬きられそうになった時……っ」

　掠かすれる声でそう言って──

　夕焼けの中、恋はしばらく、達哉に抱きついたままでいた。







　──予言日記の野や郎ろう……。

　恋が料理を作るというので、達哉は一度部屋へ戻もどってきていた。部屋着に着き替がえたら妹を手伝うつもりだ。

　その前に──日記だ。

　朝は鍵かぎ付つき引き出しの中に入れて出たはずなのに、ご丁てい寧ねいに机の上に鎮ちん座ざしている。一いつ瞬しゆん驚おどろきはしたが、今いま更さらこんなことで怖がったりはしない。

「……死神、見てんのか？　お前の筋書き通りになったぞ。……これで満足かよ？」

　本に話しかけるが、返事は当然戻ってこない。

「俺の妹に痛くて怖い思いさせやがって……トラウマになったらどうしてくれるんだ……？」

　憤いきどおりに血を熱くしながら、日記帳を開いてみる。

　ぺらり、ぺらりと。

「……変化は無し、か」

　一ページ目から今日の日付まで。描写に変化は起こっていない。

　この日記が届いてからまだ一週間も経たっていないが、やはり今日も、予言を回かい避ひする方法は見つけられなかったということだろう。

　──恋れんまで巻まき込こんじまったし……。今日は大失敗だったって言っても良さそうだ……。

　舌打ちをしながら、ぱらららとページを捲めくっていくと──

「………………？」

　最終ページ近くに来て、違和感を感じた。

　開いているのは、達たつ哉や達の未来の姿──棺かん桶おけに入った様子が写っている写真のページだ。

　変化が無いはずの、四枚の不ふ吉きつな写真。

　──……なんだ？

　違和感が消えない。一枚一枚、確認していく。

「……どこか、前と違ってるような」

　三み田た村むらの写真には、変化が無い。東とう條じよう会長も同じ。エリナも前とは変わっていないようだった。

　最後は、達哉自身の未来の写真──

「…………。…………っ!!」

　ようやく、気付いた。写真に変化が起こっている。

　棺桶の中に眠ねむる達哉には、頰ほほに傷があったはずだ。

　それが無くなり、両頰共に綺き麗れいな白色になっている。目立つ傷だったし、なんといっても自分の未来と思われる写真だ。傷は間ま違ちがいなくあったと記き憶おくしている。

「傷が消えた……なんでだ？」

　自分の頰に触ふれて──はっと思い当たる。

「ナイフ…………？」

　ピアス男が突きだしてきたナイフ。あれは達哉の頰に直ちよく撃げきする軌き道どうだった。恋がタックルしてくれなければ今いま頃ごろ、病院で深い傷を縫ぬっていたのではと思う。

　──傷きず痕あとが残るくらいの怪け我がになってたはずだ。あの時は斬きられるっていうより、抉えぐられちまうって感じたくらいだからな……。

　となると──

「……死神の筋書き通りなら、今日のあの時に、俺おれの頰は抉られて後々傷が残ったはずだった。それを回かい避ひしたから、写真に写る未来の俺から、頰の傷が消えた……そういうことか？」

　そういうことなのではないだろうか。この可能性は高いと思う。

　だとすれば、これはとても重要なことだ。日記帳の中に変化が起きた。

　今日も、三田村と親密になったのは確かだと思う。

　だが、頰に残る大怪我は、回避したという事実。

　──今日は死神の筋書き通りには、なっていない？　もしかしたら三田村とは、急接近はしなかったのか？　普ふ通つうに親しくなっただけ……？

　ここは判断し難がたい。改めて三田村に会わなければ分からなそうだ。

「それより……俺おれが傷を負わなかったこと。なにが原因だ？」

　腕を組んで考え込む──までもない。

　これにはすぐに思い当たった──







　一階に降りていくと、恋れんがキッチンに立って料理を作っていた。頰ほほの赤みは取れているが、当分は今日起こったことを忘れられないだろう。

　心なしか、妹はいつもよりも表情が暗いように思えた。

「……恋、俺も手伝うぞ」

「ん？　いいよ、達たつ哉やは座ってて」

「いいや、手伝う。皿でも洗ってるよ」

　キッチンに入り、恋の傍そばに立つ。

　小こ柄がらな双ふた子ごの妹は目を二度ほどまばたかせたが、ふっと微笑ほほえんで「ありがと」と呟つぶやいた。

　達哉は黙だまったまま、皿を洗い始める。恋はとんとんと、小気味よいリズムで野菜を刻んでいる。並んで立つと、兄が妹を見下ろすような恰かつ好こうになる。

「…………」

　あの時、ナイフを突つき出だされた時のことは鮮せん明めいに思い出せる。

　──俺が傷を負わずに済んだのは、恋が男にタックルをしてくれたお陰かげだ。あれが無かったら、俺は頰から血まみれになってたはずだ。

　となると、と達哉はさらに考えてみる。

　今日の日記には、里さと中なか達哉と三み田た村むら恭きよう子こがプールに行く、ということが書かれていた。だとすれば──三田村奈な々なと、里中恋。この二人の同行は死神の予定には入っていなかったのでは、と考えられる。

　が、二人のうち、奈々はどうだろう。

　三田村恭子がプールのチケットを手に入れようとしたのは、妹である奈々のためだった。日記に書かれていなかったとはいえ、奈々がプールに行くことは自然の流れだったように思う。

　しかし──

「ん？　わたしの顔、なにかついてる？」

「……いや、別に」

　達哉は妹のきょとんとした顔を見つめる。

　──恋……。

　今日プールに行った四人のうちで、恋だけは、死神の予言に含まれていない人物だったのではないだろうか。恋は昨日、達哉が誘さそったからプールに行くことになった。三田村の行動の要因となっていた奈々と違って、先日からの日記の描写には全く関わっていない。

　それに達たつ哉やが傷を負わなかったのは、やはり恋れんのお陰かげだ。

　──となると、まさか……。

　死神の予言日記の中心人物である、里さと中なか達哉。

　その妹である里中恋。

　──恋の存在が、今日の予言にイレギュラーを起こした要因だったのか……？

「達哉、いつまで同じお皿洗ってるの？」

「ん？　ああ、すまねえ……」

　次の皿に手を伸のばす。が、達哉の視線は妹に向いたままだ。

　──もしも本当に、恋がイレギュラーを起こした原因だとすれば。もしかしたら、恋と一いつ緒しよにいることで、日記の予言を防ぐことが出来る……？

　そう考えてみて──達哉の手が止まる。

　目の行く先は、恋のまだ丸っこさの残る頰ほほだ。

　──仮にそうだとしても、今日のことを考えてみろ。恋の身に何があったのか。

　恋がイレギュラーを起こす要因だとする。だが日記の予言を避さける代だい償しようとして、妹の身に危険が及およぶのだとすれば──そんな方法で日記を回かい避ひしても何の意味も無いだろう。

　達哉は妹の姿を見つめる。

　隣となりに達哉がいるお陰──かは分からないが、さっきまでよりもどこかリラックスして、料理をしている妹の姿があった。鼻歌も唄うたっていないしポッキーも食べていないのは、やはりまだプールでのことが忘れられない証しよう拠こだろう。

「…………」

　──妹を守る。それは兄として、まず第一に考えなきゃいけねえことだ。

　やはり恋を巻まき込こまずに、予言に立ち向かう方法を見つけなければならない──




　　　　　　　　　５




　翌日──

「おはよー」

　朝の登校路。ぶらぶらと兄妹二人で並んで歩いて、校門が見えてくると、恋はクラスメイト達を見かけて挨あい拶さつをしている。達哉も欠伸あくびをしながら手を挙げて彼らの挨拶に応えていた。

「達哉。寝ね不ぶ足そく？　あくびばっかりしてるけど」

「ちょっとな、夜よ更ふかししちまってよ……」

　恋の言う通り、寝不足だった。昨夜は日記をずっと眺ながめていたせいで、床とこにつく時間が遅くなってしまった。

「あ、恭きよう子こちゃんだ」

　ぴくりと達たつ哉やは肩かたを揺ゆらし、横に視線だけを向ける。

「おはよう、恋れんちゃん。里さと中なかくん」

　恋の隣となりに三み田た村むらが歩いてきていた。今日もクールビューティな彼女は、やはり感情の色が薄い顔でそこに立っている。

「おはよ、恭きよう子こちゃん」

「……おはよう」

　挨あい拶さつを返すと、三田村は達哉に少しの間瞳ひとみを向けて、すぐに恋に視線を転じた。

　早さつ速そく、二人でお喋しやべりをしている。昨日で随ずい分ぶんと親しくなったらしい。

　──俺おれに対しては変わらずか。……やっぱり、昨日は急接近はしてねえのかもしれねえ。

　日記にも変化が起こったことだし、そう判断していいのではと達哉は思う。

　──しかし……三田村、学校にいる時と妹といる時とでは顔つきが違うもんだな。

　どちらも三田村らしいと言えば三田村らしいのだが。今になってみれば違いがなんとなく分かってしまう。昨日、彼女の感情がはっきり伝わってくる所を何度も見たせいだろう。

　そんなことを考えながら、二人の少し後ろに立つ形で歩いていると、

「あ、里中君、三田村君、おはよう」

　今度は東とう條じよう会長だ。校門に立ち、腕を組み、生徒達ににこやかに挨拶を返している。

　おはようございます、と三田村と挨拶を返すと──なぜか会長の視線が達哉に留まった。

「里中くん。またボタンを全開にしているじゃないか。留めなさいと前に言っただろう」

　そう言って東條会長は、さりげない仕草で達哉の胸ボタンを一つずつ留めてくれる。眼前には彼女の端たん正せいな顔。

　──ちゅ、注意だけしてくれりゃいいのに……。ありがたいことはありがたいんだが……。

　達哉が反応に困って目を逸そらす──と、道行く男子生徒達の『なんでお前だけ……』と言いたげな視線とぶつかってさらに居たたまれなくなってしまった。

「いてっ」

　恋に耳を引っ張られた。

「ちょ、ちょっと達哉っ。どうして会長さんとそんなに親しげにしてるのよっ」

「ど、どうしてって言われてもな……」

「……ん？　君は……ああ、もしかして里中君の妹さんか？　顔がよく似ている。初めまして、私は三年の東條葵あおいだ。里中達哉君には先日から色々とお世話になっている」

「は、はいっ、初めましてっ。あ、兄が何か粗そ相そうをしたのではないでしょうかっ」

　と、会長に声を掛けられて、今度は恋が萎い縮しゆくしながら話をしている。

　──そういや、恋には俺が会長さんと知り合ったってことは伝えて無かったっけな。……ま、学園の有名人相手だから、緊きん張ちようするのも無理ねえか。

　裏返りそうな声で話している妹を横目に、ふあ、と欠伸あくびをしていると──

「ん…………？」

　緩ゆるやかに走ってきたリムジンが、校門に横付けされ、ドアが開いて一人の人形のような女生徒が降りてくる。

　左右で結ばれた、プラチナの髪かみが朝日を受けてきらきらと輝かがやく。さらりと揺ゆれるその髪とまだ幼いながらも際きわだつ美び貌ぼう。何度も見ているにもかかわらず、達たつ哉やは思わず見とれてしまう。

「あら、おはよう」

「お、おう。おはよう」

　さらりと声を掛けてきたと思ったら、もう達哉には興味を無くした様子で、エリナは東とう條じよう会長の許もとへ。

　──……こう見ると、美人勢せい揃ぞろいって感じだな。

　東條会長、エリナ、それに三み田た村むらとさらに恋れんの四人は、そのままお喋しやべりを始めてしまった。恋は東條会長やエリナとは話したことが無かったせいか、戸と惑まどいの面おも持もち。ちらちらと達哉を見る視線には『どうなってるの？』という気持ちが籠こもっているようだ。

　──会長だけでなく、エリナも学園では有名人の部類に入るし。俺おれと面識があるとは思わなかったんだろうなあ……。

　妹君には後で説明することにして、達哉は三人の少女の一人ずつに視線を向ける。

　三田村恭きよう子こ。東條葵あおい。灰はい島じまエリナ。

　──死神の予言書に描かれた、俺のハーレムに加わることになる三人の女の子……。

　そして、その五年後に死亡することが約束された三人だ。

　彼女達には知るよしも無いだろうが、予言では、そういうことになっている。

　今日も、その未来に繫つながるための出来事が起こる。日記にはそう書いてあった。

　本日、七月十五日の日記はこうだ──




『七月十五日

　昼休みに、三田村恭子と食堂で出会う。

　その後、図書室に行く彼女に付き合うことになる。

　二人の距きよ離りが少し縮まる出来事が起こる。』




　やはり描写は一定していないようだった。今日は昨日の急接近とは違い、距離が少し縮まる出来事が起こる、となっている。

　──少しだろうが急接近だろうが、なんにせよ、俺達は親しくなっちゃいけねえんだ。今日も描写の通りにならないように立ち回らないといけねえ……。

　三田村、会長、エリナの三人とのハーレム。それはもちろん、魅み力りよく的てきな未来なのだと思う。

　しかしその未来が死へと繫がるというのなら──そんな明日を選ぶわけにはいかない。

「……やるしかねえ」

　四人に聞こえないように、小さく呟つぶやく。

　予言にイレギュラーを起こす可能性のある妹、恋れん──はもちろん巻まき込こめない。三人の女の子にも日記のことは伝えられない。

　──自分一人で、なんとかするしかねえんだ。

　日記の示す未来を変え、予言と戦う方法を見つける。




　相手は死神か、それとも悪あく魔まか。

　これは自分と、そういった何者かとの戦いなのだと達たつ哉やは思う。




　──誰だれが仕掛けた運命だとしても……俺おれは簡単には、飲み込まれたりはしねえからな。










　あとがき




　こんにちは。お久しぶりです。

　二年と少しぶりの作品になります。




　今作について──

　ある日、机の上に現れた見知らぬ日記帳。それには自分に関することが書いてある。

　不思議なことに、一日がその日記に書かれた通りに進んでしまい、さらに本には悲ひ惨さんな未来まで描かれている。

　この作品は、そんな奇き怪かいな本と対たい峙じすることになった高校生の少年、里さと中なか達たつ哉や、その双子の妹である里中恋、そして日記に書かれた三人の女の子達のお話になります。




　企画がスタートしたのは二年以上前。最初はコメディだったのですが、変化を重ねて今作の形になりました。こうして無事に出せてほっとしています。




　短めのあとがきで失礼いたします。作品を楽しんでいただければ幸いです。

　それでは、またお会いできることを願って。





辰たつ川かわ光みつ彦ひこ
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辰たつ川かわ光みつ彦ひこ

日本在住。性別男性。好きな魚種はメバル。相棒は蚊取り線香と最新式クイックルワイパー。常に行きたい場所は京都鴨川嵐山。川辺山裾海際の静寂を好むアナログ志向作家。著者近影は動物のみ。時々変えるかもしれません。
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イラスト／wingheart

小説やＴＣＧのイラスト、ゲーム原画ほか担当。シスコン。恋がニーソなのは、妹だからです（謎

辰川先生の過去作、『官能小説～』の熱心な愛読者でもありました。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「辰川光彦先生」係

「wingheart先生」係











本書は書き下ろしです。
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